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会 告　日本建築協会

出版委員会企画
第39回〈プロのノウハウ〉講座
『図解　一発で通す！確認申請』
出版記念講演

申請者・審査者、
それぞれの本音

この講座は、建築CPD情報提供
制度認定プログラム申請中です。
（公社）大阪府建築士会（2単位）
（公社）日本建築家協会（2単位）

企　画　（一社）日本建築協会
著　者　野口元・平沢隆志・仲本尚志
発行所　㈱学芸出版社
発行日　2017年 3月1日
体　裁　B5版・192頁
定　価　3,200円＋税

■出版記念講演■
日　　時　2017年7月12日（水）
　　　　　18：00～20：00
会　　場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
　　　　　御堂筋ダイワビル2階
　　　　　地下鉄本町駅12番出口
　　　　　南へ徒歩4分。
　　　　　※ ビル北側のエントランス

よりエレベーターでお越
しください。

講　　師　野口元・平沢隆志・仲本尚志
定　　員　50名
受 講 料　会員1,000円、一般2,000円
　　　　　学生1,000円
テキスト　『図解 一発で通す！確認申請』
　　　　　 定価3,456円（税込）を、

当日特価3,100円（税込）
でご提供します。

申 込 み　 下記を記載の上、メールも
しくはFAXにてお申込みく
ださい。

　　　　　① 催し名「第39回プロのノ
ウハウ講座」

　　　　　②氏名（ふりがな）
　　　　　③所属
　　　　　④会員・一般・学生の別
　　　　　⑤受講票郵送先住所（〒から）
　　　　　 ⑥電話番号
　　　　　⑦E-mailアドレス
　　　　　⑧ CPDを申請される方は申請

先団体名と番号
申 込 先　（一社）日本建築協会
　　　　　TEL 06-6946-6981
　　　　　FAX 06-6946-6984
　　　　　E-mail：hensyu2@aaj.or.jp
　　　　　（担当：廣瀬）

このほど、日本建築協会の企画により、
『図解　一発で通す！確認申請』が出版
されました。
本書は確認申請をする側、審査する側
のプロが協力し、Q&A形式で申請実
務に関わる方々が知りたいポイント
をやさしく解説しているだけでなく、
ストック時代に対応し、増改築・リ
ニューアル関連の事項を詳細に解説し
ていることが大きな特徴です。
若手はもちろん、広く建築実務者の皆
様にご参加いただき、ぜひ知見を広げ
ていただければと存じます。
（出版委員会委員長・清水建設株式会社
関西支店 建築技術部長　西　博康）

■著者プロフィール■

野口　元（のぐち　はじめ）
1967年生まれ。1993年日本大学大学
院生産工学研究科卒業。同年株式会社
竹中工務店入社、設計部設計グループ
を経て申請グループに配属。現在設計
部申請グループリーダー。建築基準適
合判定資格者・一級建築士。

平沢隆志（ひらさわ　たかし）
1967年生まれ。設計事務所勤務を経
て、2004年株式会社日本確認検査セン
ター入社。2012年より、取締役確認審
査部長。2015年より、常務取締役。建
築基準適合判定資格者・住宅性能評価
員・一級建築士・宅地建物取引士。

仲本尚志（なかもと　たかし）
1947年生まれ。1970年大阪工業大学
工学部建築学科卒業。同年株式会社竹
中工務店入社、設計業務に従事。2012
年退職。神戸大学大学院経営学研究科
MBA科目履修。放送大学大学院文化
科学研究科修士課程修了。一般社団法
人日本建築協会出版委員会委員。著書
『建築工事の祭式』『建築品質トラブル
予防のツボ』（共著/学芸出版社）
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■遠藤克彦氏講演会
タイトル：
「（仮称）大阪新美術館計画案に
ついて」
昨年夏に公開設計競技が公告されて以
降、同年10月の一次審査、そして本年
2月の公開二次審査を経て設計者が決
まった（仮称）大阪新美術館。その当
選案のコンセプトは「誰もが気軽に訪
れ、学び、くつろぎ、愉しみ、触発さ
れ、そして発信できるような、いわば
「都市空間」のような美術館」とされ、
黒くマッスなボリュームが都市に浮か
ぶシンプルな外観は非常に目を引く。
対してその内部は複雑な吹き抜け空間
で構成され、美術品を展示する空間だ
けではなく、日常的にも愉しめる立体
的なパッサージュ空間を内包している。
この設計競技の経緯も含めて、新美術
館計画は全国的にも非常に注目度の高
いものであり、竣工予定の2021年には
大阪の新しい風景となろう。その新美
術館計画案について、設計者である遠
藤克彦氏が紹介する。
本講演では、設計競技時の一次提出案
や二次提出時の当選案について、その

コンセプト骨子や最終提出案に至った
思考過程、スタディ案の変遷について
紹介するとともに、大阪新美術館計画
案のコンセプト原案となった各実作な
どについてもレクチャーされる予定で
ある。

■会員交流懇親会
　●第 1部
　 第16回「建築と社会」賞と第64回青
年技術者の表彰式
　●第 2部
　会員交流懇親会
　 会員相互の情報交換、交流、親交を
深めるため会員交流懇親会を開催し
ます。

■日時、場所等
と　　き　2017年6月23日（金）
　　　　　●遠藤克彦氏講演会
　　　　　　16：30～17：30
　　　　　●会員交流懇親会
　　　　　・第 1部　表彰式 
　　　　　　17：40～18：20
　　　　　・第 2部　会員交流懇親会
　　　　　　18：30～20：00

と こ ろ　「東天紅」
　　　　　 大阪マーチャンダイズ・

マートビル20階 
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
定　　員　講演会　80名
　　　　　懇親会　150名
　　　　　＊いずれも先着順
会　　費　講演会　無料
　　　　　懇親会　5000円（当日徴収）
　　　　　 事前にお支払いいただく場

合は下記口座へ
振 込 先　三井住友銀行大阪中央支店
　　　　　（普通　860034）
申 込 先　一般社団法人日本建築協会
　　　　　電　話　06-6946-6981
　　　　　ＦＡＸ　06-6946-6984
　　　　　（下記申込書）
　　　　　E-Mail　soumu@aaj.or.jp
申込締切　 6月12日（月）
＊当日は軽装でご出席ください。
問 合 せ　06-6946-6981

遠藤克彦氏講演会と
会員交流懇親会の
ご案内
と　き　2017年6月23日（金）
　　　　16：30～20：00
ところ　 東天紅（大阪マーチャンダ

イズ・マートビル 20階）

＊ 第16回「建築と社会」賞表彰式と
第64回青年技術者表彰式も行いま
す。

講演会講師
遠藤克彦（Katsuhiko Endo）
株式会社遠藤克彦建築研究所
代表取締役

1970年横浜市生まれ。武蔵工業大学
（現東京都市大学）卒業 、東京大学大
学院修士課程修了（東京大学生産技術
研究所 原広司研究室在籍） 、同大学
院博士課程進学。在学中の1997年に
遠藤建築研究所を設立し、1998年大
学院博士課程退学 。2007年に株式会
社遠藤克彦建築研究所に組織変更し、
現在に至る。
設計の対象は住宅から公共建築、街づ
くり提案まで多岐に渡っている。積極
的に設計プロポーザルへの参加や提案
を行っており、受賞歴多数。2017年
2月に「（仮称）大阪新美術館公募型
設計競技」で最優秀案に選定され、現
在基本設計が進行中。

平成29年度
定時総会

6月23日（金）に日本建築協会定時総
会を開催します。
定時総会終了後に総会出席者及び会員
を対象に下記のとおり講演会並びに会
員交流懇親会を開催します。
多数のご参加をお願いいたします。

と　き　2017年6月23日（金）
　　　　15時
ところ　 「東天紅」／大阪マーチャンダ

イズ・マートビル20階
　　　　大阪市中央区大手前1-7-31

※当日は軽装でご出席ください。

議　題　①平成28年度事業報告（案）
　　　　② 平成28年度収支決算報告（案）
　　　　③ 平成28年度公益目的支出計画

実施報告（案）
　　　　④平成29年度事業計画（案）
　　　　⑤平成29年度収支予算（案）
　　　　⑥役員改選（案）
　　　　⑦その他

※総会開催通知は 5月下旬に各会員にあてて別途送付しました。

講演会・懇親会FAX申込書

申込者氏名
（ふりがな）

ご 連 絡 先

（職場・自宅）

ご連絡先電話

1．申込区分（○印をお願いします）
　　①講演会のみ参加
　　②懇親会のみ参加
　　③講演会・懇親会の両方参加

2．懇親会会費の事前振込
　　（○印をお願いします）
　　①あり　　②なし
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■ 一般社団法人日本建築協会創立100
周年記念式典
と　き　2017年 3月30日（木）
　　　　11時～20時15分
ところ　大阪市中央公会堂
　　　　大阪市北区中之島1-1-27
参加者　700名

（1）公会堂見学会
　　（11：00～12：15）
講　師　太田隆信氏、山形政昭氏
3階中集会室にてレクチャーの後、 2
班に分かれ、特別室～ 2階～ 1階～地
下免震層～公会堂外周を見学

（2）100周年記念式典・表彰式
　　（13：00～14：15）
会　場　大集会室
初めに日本建築協会・香西喜八郎会長
より開会の挨拶を行った。
石井啓一国土交通大臣、松井一郎大阪
府知事、吉村洋文大阪市長からの祝辞
が代読され、一般社団法人日本建築学
会　中島正愛会長より祝辞をいただい
た。

日本建築協会創立100周年記念表彰の
表彰式が執り行われ、各部門代表者10
名へ香西会長より表彰状が授与された。
（表彰者は以下の通り）
●会長　副会長
佐野　吉彦、中井　　進、設楽　貞樹
●理事　監事
池内　哲郎、上原　正行、大林　剛郎、
奥村太加典、上林　研二、小宮　三辰、
小橋　鴻三、近藤　　徹、佐藤　榮一、
城口　俊雄、杉山　泰生、立成　良三、
立野　純三、千種　幹雄、任田　　勉、
藤井　　實、山形　政昭、與謝野　久、
吉村　英祐、前田　隆司
●評議員
嘉納　秀一、北山　泰秀、國澤　幹男、
後藤　利秋、嶋津　孝之、嶋田　雅景、
長瀬　博一、中道　正伸、中村　哲士、
原　　眞一、福田　泰造、深江　隆司、
村重　保則、森島　照雄、山本　清彦、
芳山　明久、若林　尚史
●常設委員会委員
【編集委員】
荒木　宏之、赤澤　正治、飯田　　匡、
居内　彰夫、井上　雅祐、池上　　明、
稲垣　和江、加嶋　章博、河津　隆之、
岸本　光平、黒栁　　亮、小山　　昭、
桜井　和男、澤田　純一、田中　浩介、
瀧野　敦夫、谷野　太志、所　　千夏、
豊田　充広、鞆野　淳司、夏井　重行、

西田　佳代、野田　隆史、藤丸　啓一、
紅谷　昇平、ペリー史子、松田奈緒子、
前田　　衛、三宅　次郎、向井　洋一、
守井　　辰、山田　俊紀、吉田　正友、
芳谷　晴彦
【事業委員】
岡本　　隆、大喜多孝哉、田崎　祐生、
原見　昌志、杢谷　通夫
【教育委員】
神野　　茂、白塚　芳朗
【出版委員】
田中　正司、玉水　新吾、山田　　修
【建材委員】
菅　　知史、徳山　正司
●支部役員
【中国支部】
國澤　幹男、嶋津　孝之、僊石　友秋、
中山　昭夫、村重　保則、森川　　素、
横田　昇三
【東海支部】、
河田　克博、加藤　武範、北川　貴啓、
佐伯　　博、篠原　佳則、杉澤　和男、
冨田　昌志、土井　敬三、松元　親司、
吉田　祥子
●永年会員
出江　　寛、伊藤　俊夫、井上　雅嗣、
岡田　聿之、岡田　信幸、奥田　　實、
黒川暢一郎、坂本勝比古、中島　健二、
西田　忠光、舟橋　國男、増野　正明、
溝神宏至朗、森口　雅文、盛田　輝勇、
山本　康雄
●永年勤続職員
【東海支部】
大木　恵子
●特別委員会委員
【青年技術者選考委員】
伊藤　昌明、井村　　隆、釼吉　　敬、
高梨雄二郎、木多　道宏、山辻　直樹、
山浦　晋弘、米井　　寛、吉岡　聡司
【工高生デザインコンクール審査委員】、
上原　　徹、上羽　一輝、木下　　光、
笹村　欽也、佐々木　栄、指田孝太郎
寺岡　宏治、長坂　　大、林　　浩二、
増田　俊哉、
【建築工事実務講習会委員】、
時武　　治、日吉　智紀、福井　浩二、
山田　　治
【読者と選ぶ「建築と社会」賞選考委員】、
柏木　浩一、鈴木　克彦、田中　直人、
徳矢典子
●特別表彰
坂本勝比古、中村　昌生

合計149名
（敬称略・順不同）

（3）記念講演会
　　（14：45～16：00）
タイトル　新しい地平へ
会　場　大集会室
講　師　槇　文彦氏（建築家）
聞き手　倉方俊輔氏（建築史家）
槇氏の講演の後、聞き手の倉方氏が講
演内容を基に質問した。

（4）祝賀会
　　（16：15～18：15）
会　場　中集会室
イラーレ弦楽四重奏団の演奏の後、日
本建築協会創立100周年記念事業実行
委員長である日本建築協会設楽貞樹副
会長より開宴の挨拶を行った。
大阪府建築士会　岡本森廣会長、大阪
府建築士事務所協会　佐野吉彦会長の
来賓挨拶の後、香西会長、設楽実行委
員長、矢野和久副会長によるシャンパ
ン抜詮、日本建築家協会近畿支部井上
久実支部長が乾杯の発声を行った。
会場内には午前中より公開されていた
協会の歴史を綴る年表、各支部や委員
会の活動、友好 3団体の紹介のパネル
が壁 3面に展示された。
和やかな交換の風景が繰り広げられた
が、本多友常副会長の閉宴の挨拶で幕
を閉じた。

（5）記念パネルディスカッション
　　「Architecture ＆ Society／
　　Architect in Society」
　　（18：30～20：15）
会　場　大集会室
ゲスト　 澤　秀俊（建築家 Vo Trong 

Nghia Architects/ベトナム）
　　　　 小室　舞（建築家 Herzog & 

de Meuron/香港）
　　　　 森山　茜（テキスタイルデ

ザイナー　Studio  Akane 
Moriyama/ストックホルム）

　　　　 吉村有司（建築家 laboratory 
urban DECODE/バルセロナ）

進　行　興津俊宏、三谷帯介
　　　　（Ｕ-35委員会）
U-35委員会が企画した、海外で活躍す
るU-35世代とともに、「建築と社会」
の未来を考えるパネルディスカッショ
ン。

日本建築協会
創立100周年
記念事業実施

見学会の模様

記念式典で開会の挨拶を行う
香西会長

祝賀会で開宴の挨拶を行う
設楽実行委員長

シャンパン抜詮
左から矢野副会長、香西会長、設楽実行委員長

パネルディスカッション
左から澤氏、吉村氏、森山氏、小室氏
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中之島フェスティバルタワー・ウエス
トは、大阪市の中之島西部地区開発構
想に基づいた中之島二丁目、三丁目に
おける一体的な開発事業の 2期目であ
り、最上部にラグジュアリーホテル、
中間階にテナントオフィス、低層に商
業、4Fに文化交流機能を担う美術館や
多目的ホールを内包した複合ビルです。
2棟で30万㎡の大型開発であり、新た
な都市形成を目指し、様々な機能を内
包しています。
既存建物の角Ｒ形状や色調を継承し、
レンガの内外装を採用しています。昔
からこの土地にあったかのように感じ
てもらうことが狙いです。
テナントオフィス奥行き約15Mの無柱
空間を実現しています。
耐震Sグレード・CASBEE　Sランク
を獲得し、BCPを強化した高グレード
の複合ビルです。日本最大（6000kN）
のダンパーを用いた低層集中制振シス
テムを採用し、Sグレードの高耐震性を
実現しました

阪神高速が既存ビルを貫通しており、
高速上部の上屋解体・下部の耐震改修
については高難度の施工を実現してい
ます。
※ 当日は美術館・ホテル内は見学でき
ません。

日　　時　2017年6月20日（火）
　　　　　14：00～16：30（予定）
　　　　　受付　13：30～
見 学 先　 中之島フェスティバルタ

ワー・ウエスト
所 在 地　 大阪市北区中之島3丁目2番

4号
講　　師　日建設計ご担当者
　　　　　竹中工務店ご担当者
集　　合　現地（参加証に地図記載）
最 寄 駅　 京阪「渡辺橋」駅下車12番

出口直結、地下鉄「肥後橋」
駅下車 4番出口直結

定　　員　30名（先着順）
参 加 費　会員1,000円/一般1,500円
　　　　　学生 500円

申込方法　 ①催し名、②氏名、③会員・一
般・学生の別、④職場名または
学校名、⑤住所、⑥当日連絡先
電話番号、⑦CPD申請される
方は申請先の団体名とID番号

上記を明記しFAXかE-mailにて下記まで
申込先：日本建築協会（担当：内山）
　　　　TEL：06-6946-6981／
　　　　FAX：06-6946-6984
　　　　E-mail：jigyoka@aaj.or.jp
【概要】
建 築 主　株式会社朝日新聞社
　　　　　株式会社竹中工務店
設　　計　株式会社日建設計
施　　工　株式会社竹中工務店
敷地面積　    8,377.84㎡
建築面積　    6,106.48㎡
延床面積　151,146.45㎡
構造規模　S造、SRC造、RC造
　　　　　地上41階・地下 4階
竣　　工　2017年 3月
建物用途　 事務所、ホテル、美術館、

ホール、店舗

中之島
フェスティバル
タワー・ウエスト
見学会

この見学会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラム申請中です。

（3単位）

南外観

オフィスエントランスホール

中之島会館 低層部北側外観

近畿大学が東大阪キャンパスで実施し
ている大規模整備「超近大プロジェク
ト」の第一期工事として、2017年 4月
6日（木）にグランドオープンした新
たな学術拠点「ACADEMIC THEATER
（アカデミックシアター）」を見学します。
中核施設である「BIBLIOTHEATER
（ビブリオシアター）」を含めた5つの建
物を設計ご担当者に案内いただきます。
詳しくは 7月号にて掲載いたします。

日　　時　2017年7月15日（土）
　　　　　14：00～16：30（予定）
　　　　　受付　13：30～
見 学 先　近畿大学
　　　　　アカデミックシアター
所 在 地　大阪府東大阪市小若江3-4-1
講　　師　 （株）NTTファシリティーズ

一級建築士事務所ご担当者
集　　合　現地（参加証に地図記載）
最 寄 駅　近鉄大阪線「長瀬」下車
　　　　　徒歩約10分
定　　員　30名（先着順）
問合せ先：日本建築協会（担当：内山）
　　　　　TEL：06-6946-6981／
　　　　　FAX：06-6946-6984
　　　　　E-mail：jigyoka@aaj.or.jp

【概要】
建　築　主　近畿大学
設計・監理： （株）NTTファシリティーズ

一級建築士事務所関西事
業本部

施　　　工　建築：㈱大林組
　　　　　　電気：浅海電気㈱
　　　　　　機械：㈱九電工
　　　　　　 昇降機設備：㈱日立ビル

システム
敷 地 面 積　86,710.43㎡
建 築 面 積　  7,265.78㎡
延 床 面 積　28,345.07㎡
構 造 規 模　S造、SRC造、RC造
　　　　　　地上11階・地下 1階
完　　　成　2016～2017年

「近畿大学
ACADEMIC
THEATER」
見学会

この見学会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラム申請中です。

（3単位）
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会 告　日本建築協会

日本建築協会東海支部主催

アンフォーレ見学会

この講習会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。
（公社）愛知建築士会（2単位）

安城市中心市街地拠点施設（愛称「ア
ンフォーレ」）は、イベント等が行え
る「願いごと広場」と、図書情報館・
ホールのある公共施設、スーパーやカ
ルチャースクールが入る商業施設、民
間の立体駐車場の 3棟からなります。
公共施設は、B1Fにホール、1Fに旅
券・各種証明対応窓口、2～4Fが図書
情報館となっています。 商業施設は、
1Fにスーパーマーケット・ドミーが、
2Fに暮らしの学校がテナントとして入
居します。
アンフォーレは、PFIで建設された公共
施設と定期借地方式の民間施設の契約
期間が異なるなど、たいへん複雑なプ
ログラムの事業です。特に、図書情報
館は指定管理者ではなく安城市の直営
で運営され、最新のICT技術が整備され
ている点が注目されます。
外構の舗装には鍋谷浄水場で使用され
ていた煉瓦を再利用しており、外壁も
その煉瓦との統一感を図るため、レン

ガタイルを外壁に用いるなど、外観に
も特徴のある建物となっています。
当日は、図書情報館長の岡田知之氏と
三上建築事務所の益子一彦氏から説明
と案内をして頂きます。
【概要】
事業名称　 安城市中心市街地拠点整備

事業
所 在 地　安城市御幸本町地内
敷地面積　 12,305㎡（建設用地7,415

㎡、広場3 ,890㎡、公園
1,000㎡）

事業方式　 PFI方式　公共施設、広場、
公園

　　　　　 定期借地方式（民間収益事
業）　商業施設、駐車場

PFI事業　 契約事業者　安城情報拠点
施設サービス㈱（代表企業 
清水建設㈱）

建物竣工　2016年12月

日　時　2017年6月17日（土）
　　　　13：00～15：15
　　　　12：30受付開始
集　合　アンフォーレ本館大屋根下
　　　　（JR安城駅より徒歩 3分）
定　員　30名程度
締　切　 5月31日（水）
参加費　500円（当日徴収）
■申込方法
①氏名、②所属、③メールアドレス、
④連絡先電話番号、⑤当日配布予定の
参加メンバー表へお名前と所属の記載
の可否
上記項目を明記しFAXまたはメールに
てお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先
（一社）日本建築協会東海支部事務局
大木宛
Tel：052-201-2201/
Fax：052-201-3601
E-mail　info@aaj-tokai.jp
HP　http://www.aaj-tokai.jp/

地下 1階　ホール 1階　吹き抜け 4階　吹き抜け

外観
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一般社団法人日本建築協会
片岡安賞

（日本建築協会論考コンクール）
第 1回 募集要項

■募集テーマ：これからの建築と社会－その関係を問う
　 建築は社会に在ってこれを構成し、また社会は建築を包んでこれに
影響し、当然、建築と社会との関係も移り行きます。今、建築や建物、
町や暮らし、私たちの仕事や職能等についても、見方や考え方が大きく
揺れ動いています。そうしたダイナミックな様相と輻輳した関係性に
ついて、これからの、それぞれのあり様を描き出し、様々な場で様々な
かたちで建築に関わりつつ生きる私たちの、これからの、姿や果たす
べき役割を論じて下さい。

■審査委員会
　審査委員長：舟橋國男（大阪大学名誉教授）
　審 査 委 員：岩前　篤（近畿大学教授）
　　　　　　　花田佳明（神戸芸術工科大学教授）
　　　　　　　山浦晋弘（安井建築設計事務所）
　　　　　　　勝山太郎（本会編集委員長）

■審査方法
　・全審査委員による査読の上、一次審査を行う。
　・ 一次審査により選出されたものを対象とし、公開プレゼンテーション
を開催する。その後最終審査を行い、受賞論考を決定する。

■応募条件
　・投稿料は無料とする。なお選考に伴う旅費は応募者の負担とする。
　・応募者の国籍、年齢、所属は問わない。
　・応募論考は単著、共著を問わない。
　・ 応募論考は未発表のものに限る。ただし、会誌『建築と社会』に
掲載された記事の改稿による論考は可とする。

　・使用言語は日本語に限る。
　・質問は受け付けない。
　・受賞者は本会会員になることとする。

■著作権・版権
　・著作権は応募者に帰属する。
　・ ただし本会にかかわる出版・印刷においては、一般社団法人日本建築
協会が自由に使用することができるものとする。

■執筆要領
　・頁数は、会誌『建築と社会』掲載時 4頁（12,000文字程度）。
　・ 必要事項を記入した応募用紙とともに下記提出先へメール送付もしく
はA4サイズに印刷した物を郵送する。

　　なお、応募用紙は本会ホームページからダウンロードする。
　・ 電子データにて提出する場合、文書作成ソフトWord（Microsoft社）
もしくはそれに類するもので原稿を作成する。添付画像は解像度
300dpi以上とし、合計10MB以上になる場合は分割して送信すること。

■スケジュール
　2017年
　　 4月 募集要項公開
　　10月31日 応募締切（消印有効、電子投稿の場合23時50分）
　　11月～ 1月31日 一次審査
　2018年
　　 3月上旬 一次審査通過論考の公開プレゼンテーション
 及び最終審査会開催（詳細は『建築と社会』に掲載）
　　 5月 受賞論考・著者名発表（『建築と社会』2018年5月号）
　　 6月 論考本文を会誌『建築と社会』2018年 6月号に掲載
　　 6月 表彰式（一般社団法人日本建築協会定時総会）
　※なお後日受賞論考に基づく講演会・討論会を開催することがある。

■発表と表彰
　・ 受賞論考の論題と著者名を会誌『建築と社会』2018年 5 月号にて
発表し、全文を 6月号に掲載する。

　・同6月の本会総会にて表彰し、受賞論考著者には賞状及び副賞を贈る。

■提出先
　一般社団法人日本建築協会
　〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F
　TEL　06-6946-6981
　メールアドレス<jigyoka@aaj.or.jp>

趣旨
日本建築協会は、1917年に片岡安らによって設立されて以来、会誌『建築と社会』に多くの優れた論考を掲載し、建築界をリードする
役割を担ってきました。本年創立100周年を迎えたのを機に、本会が歩んできた歴史を見つめ直し、会誌『建築と社会』が更に優れた
論考の受け皿となり、建築界全体にとって有益な媒体となることを目指します。この目的に則り、本年より論考コンクールを実施し、
優れた論考を顕彰し、会誌『建築と社会』に掲載することとなりました。ふるってご応募ください。

主催：一般社団法人日本建築協会
　　　〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F　TEL 06-6946-6981　FAX 06-6946-6984　URL http://www.aaj.or.jp
後援：（公社）大阪府建築士会、（一社）大阪府建築士事務所協会、（公社）日本建築家協会近畿支部、（一社）日本建築学会近畿支部
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　日本には多くの地域、地区で長年に
わたり受け継がれている技術や技法を
用いた美術や工芸が存在します。伝統
工芸品は歴史に培われた技術、技法を
用いた機能美で世界から注目されてい
ます。「伝統的」と認められる年数には
諸説がありますが、「おおむね100年以上の歴史を有し、
現在も継続しているもの」との基準があるようです。
　おりしも日本建築協会は100周年を迎えその社会的
意義はその創立精神を受け継ぎ文化的継承といえるも
のになってきています。

　昨今、日本を訪問する外国の方々は
その伝統的日本文化を求めて各地に出
向く傾向も出てきており、今後ますま
す地域が見直される契機になると思わ
れます。
　皆さんの住んでいるまちにも歴史が

あり、その土地の風土や文化にそって様々な工芸品が
作り出されその技術が受け継がれてきました。
　「伝統工芸」は今、新しい発信の時代を迎えています。
伝統を見つめ、魅力を活かそうとする「伝統工芸館」を
提案してください。

課題の趣旨

主催　日本建築協会

平成29年度　第63回工高生デザインコンクール
設計課題伝統工芸館

設 計 条 件
1．敷　　　地： 敷地の所在地、大きさ形状とも自由とし、具体的な

敷地を設定する。
2．規　　　模：延べ面積、構造、階数は自由とする。
3．所　要　室： 使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適宜

設ける。

所 要 図 等
1．設 計 説 明： 設計意図を表すサブタイトルを必ずつけること。
　　　　　　　　 設計趣旨（建物の使い方、立地、周囲の状況等に

ついての説明を含む）を記入すること。
2．建 築 概 要： 敷地面積、建築物の構造、階数、各階床面積および

建築面積、延べ床面積などを示す。
3．敷地周辺図：敷地周辺の環境や状況を示す。縮尺を明示する。
4．配　置　図： 敷地における建物の位置、道路との関係、方位、縮尺

を明示する。
5．平　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。
6．立　面　図：縮尺を明示する。（ 2面以上）
7．断　面　図： 室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。（1面以上）
8．透 視 図 等： 設計意図が最も反映するところを表現する。透視図

は手書きによる作図を原則とするが、コンピュータ
グラフィックス、模型写真に代えてもよい。その他
必要とされる手書きの図は加えてもよい。

応 募 条 件
1．用　　　紙： 用紙はケント紙などの厚手の製図用紙A1判（594㎜

×841㎜） 1枚を使用し、直接描くこと。トレーシ
ングペーパーと裏打ち用紙の重ね使用や図面のパネ
ル化は認めない。

2．仕　上　げ： 所要図等は手書きによる鉛筆仕上げとする。ただ
し、色鉛筆による着彩は可。なお、所要図等のうち
透視図等（模型写真、コンピュータグラフィックス
も含む）、のほか設計説明を補完する図や写真などは
用紙に貼り付けてもよい。なお、製図用紙への図表
等の印刷出力など上記以外の仕上げは禁止する。

3．応 募 資 格： 平成29年 4月現在、高等学校在籍の生徒で、個人
または共同（ 3人まで）で制作したものとする。

応 募 方 法
1． 応募用紙に、学校名・所在地・学年・氏名を記入の上、封筒に入れ
密封し、製図用紙の裏に貼りつけること。（応募用紙が足りない場
合は当会HP（http://www.aaj.or.jp）からダウンロードして下さい。）

2．応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日
平成29年9月30日（土）の消印、あるいは受付印のあるものをもって
締め切る。

送 付 先
〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号 OMMビル7階
一般社団法人 日本建築協会　第63回工高生デザインコンクール係
　TEL.06-6946-6981 FAX.06-6946-6984
　E-mail：jigyoka@aaj.or.jp　URL：http://www.aaj.or.jp

入選作品の数および賞
1．入選作品は10点とする。
2．入選作品のうちから最優秀賞１点、優秀賞２点を選ぶ。
3． 最優秀賞・優秀賞作品には、賞状および表彰盾を贈り、その他の
入選作品には、賞状を贈る。

4．応募者全員に参加賞を贈る。
　　※入選作品の版権は本会に属する。

入選者発表および表彰式
審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌
「建築と社会」11月号に発表し、入選作品は翌年 1月号に掲載する。
表彰式は、平成29年11月11日（土）に行う。

（作図、文字）  

審　査　員（50音順・敬称略）
審査員長　上羽　一輝／㈱東畑建築事務所設計室長BIM設計リーダー
審 査 員　一階　聡之／㈱日建設計設計部門設計部長
　　　　　大平　滋彦／㈱竹中工務店大阪本店設計部設計第 4部長
　　　　　小笠原絵理／間工作舎一級建築士事務所主宰
　　　　　神谷　浩司／㈱大林組大阪本店建築事業部建築設計部課長

　　　　　河崎　昌之／和歌山大学システム工学部環境システム学科准教授
　　　　　戸川　勝之／㈱安井建築設計事務所設計部設計主幹
　　　　　橋本　　修／㈱昭和設計建築設計部部長
　　　　　前田　茂樹／大阪工業大学工学部建築学科准教授
　　　　　矢田　朝士／ATELIER-ASH主宰

このコンクールは、高校生の設計技能の向上を目的とし、昭和30年より毎年テーマを変えて開催しています。
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今月の表紙

重源上人の勧進により建立された南大門。
柱を貫で接続するいわゆる大仏様であり、
この時代を象徴する建築様式である。こ
の建築技術から垣間見られる、力強さと
美しさ、そして技術的知見にもとづいた
合理性は、運慶・快慶たちによる 2 体の
仁王像にも備わっている。
これら一連のものづくりの態度からは、
伝統的なものを参照しつつも、新しいも
のを生み出そうという気概を感じる。

（多田正治）

東大寺南大門 （鎌倉時代前期）

表紙写真　　　　　　山羊　昇
企画・編集　　　　　多田正治
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■設計･計画部門
磯村　雅敏●明生第二病院、枚方信用金庫　四条畷支店 12
伊藤　貴弘●ATグループ本社北館・南館 13
鵜飼　浩平●大口町立大口南小学校、大垣市立北幼保園、井村屋アイアイタワー、
 高浜町立中央体育館 14
大野　竜也●東広島市消防局　東広島消防署、京都市立八瀬小学校、善通寺市消防本部、
 豊橋市美術博物館、高松市屋島競技場（屋島レクザムフィールド） 15
興津　俊宏●大阪木材仲買会館、太陽工業事務所・太陽工業御陵通給油所、
 日亜化学工業 諏訪技術センター 16
貝野　　悠●渋谷董友ビル －キユーピー渋谷本社ビル建替計画－ 17
倉田　　遥●交通広場の再整備と賑わいづくり（渋谷）、
 駅前遊休地の再編による交流空間の創出（鹿児島）、
 道路空間の再配分による「えき≈まち空間」の創出（三宮）、
 駅前広場における利活用（姫路）、
 コミュニティサイクルの社会実験（姫路）、
 公開空地や公園における休憩空間の創出（天神） 18
内藤多加志●オンワードパークビルディング、京都経済センター（仮称）整備事業 19
中川　雄輔●大阪歯科大学創立100周年記念館、メディカルりんくうポート 20
中壽賀嘉将●京都産業大学/神山天文台、陽光保険/北京サポートセンター 21
東村　壮裕●立命館大学大阪いばらきキャンパス、
 小倉駅南口東地区第一種市街地再開発事業 22
水谷　友也●登美ヶ丘リハビリテーション病院 23
箕浦　浩樹●城南信用金庫中野支店（2013）「地域に咲き誇る梅の花」、
 大阪センター（2015）「場所性とプログラムの融合」、
 KOBELCO摩耶ゲストハウス（2016）「神戸を一望する迎賓空間」 24
山本　善宏●兵庫県立淡路医療センター、りんくう永山病院、玉島中央病院 25
■構造部門
片岡　　大●ダンパー配置により捩れ変形を抑制した連結制振超高層集合住宅 26
榊原　啓太●崖から迫り出す保養所　トスラブ館山ルアーナ、
 日建設計版構造ヘルスモニタリングシステム（NSmos）の開発 27
田中　健嗣●ハイグレードの構造安全性と既存外壁保存を両立できる構造計画の
 立案と実施　～大丸心斎橋店本館～ 28
松本　裕之●想いのその先にあるものをカタチに　チュチュアンナグループ本社ビル 29
藁科　　誠●意匠・構造・設備・施工の総合力で創る超高層複合ビル 30
■設備部門
安心院　智●イオンモール堺鉄砲町における設備計画 31
川原　圭貴●先端生産施設におけるCSの高い空調システム実現への取り組み 32
小浦　一平●北九州総合病院 －急性期医療に求められる信頼性の高い電源システムの構築－、
 あかがねミュージアム －照明の果たすべき機能と建築デザインとの調和－ 33
副島　正成●京都駅ビル省エネルギー改修のための調査・設計・施工・試験フェーズと
 コミッショニング 34
名倉真紀子●クリーンセンター建替え整備工事における設備計画、
 IDEC本社・技術研究センターにおける環境配慮技術 35
西村　鉄平●一次エネルギー消費量30％削減を目指した環境配慮型オフィスの計画、
 空気式床輻射冷暖房方式を採用した学校の空調計画 36
平井　大介●過冷却を利用した潜熱顕熱分離空調システム 37
藤井　　梢●大光電機新技術研究所における空調計画とIoT技術の活用 38
三畑　　一●数研出版新関西本社ビルにおける設備計画 39
■施工部門
中川啓太郎●建築生産における生産性・安全性向上への挑戦 40
樋原　達夫●地下工事計画の合理化による生産性向上 41
平野　　篤●生産性向上に向けた取り組み　～RC-S造 物流倉庫における省力化の事例 42
山口　紘史●プラント電気計装設備の設計・施工省力化 43

連
載

会告 出版委員会企画　第39回〈プロのノウハウ〉講座
『図解　一発で通す！確認申請』出版記念講演
申請者・審査者、それぞれの本音
平成29年度定時総会、
遠藤克彦氏講演会と会員交流懇親会のご案内 1
日本建築協会創立100周年記念事業実施　 2
中之島フェスティバルタワー・ウエスト見学会、
「近畿大学ACADEMIC THEATER」見学会 3
日本建築協会東海支部主催　アンフォーレ見学会 4
一般社団法人 日本建築協会　片岡安賞（日本建築協会論考
コンクール）第 1回 募集要項 5
第63回工高生デザインコンクール作品募集 6

作品作風 ヤマウチメディア イノベーションセンター 8
gallery クロニクル、クロニクル！ ｜　長谷川新 10

法令コーナー 大阪府・大阪市の建築物環境配慮制度を拡充
　　　　　　　　　　　　　｜　佐々木晴子・原　成憲 44

設備の頁 4K・8K放送における受信システム設計について
 ｜　楯川清隆 45

建築と社会を
考える

文化的景観というみかた
－営みが生み出す都市をつくる建築－ ｜　小浦久子 46

information

田嶋悦子展 Records of Clay and Glass／書の源流企画展 
榊莫山と紫舟のシンフォニー（交響）／特集展示 大阪町めぐ
り　安治川と天保山／特別展　ベルギー奇想の系譜展 ボスか
らマグリット、ヤン・ファーブルまで／京都工芸繊維大学　
創立記念日事業 建築家・安藤忠雄講演会「生きる力」 50

月間の動き 平成29年 4月 52



北側から望む

リニアな構成の執務エリア



ヤマウチメディア
イノベーションセンター
建　築　主　ヤマウチ株式会社
設計・監理　竹中工務店
施　　　工　竹中工務店

福知山市の工業団地内に位置する研究所兼事務所である。
外装は杉板打放コンクリート壁で耐震性能の確保と共に意匠性に配
慮し、 2枚の壁のあいだをガラスカーテンウォールでつなぐシンプ
ルな構成にしている。水平に広がりをもつ周囲の山並みと呼応する
ように、低層でPC庇によるのびやかな佇まいを目指した。
執務室のフレキシビリティを高めるため、長辺方向に50ｍのPRC梁
をかける橋梁のような特徴のある構造形式を採用している。執務空
間における柱本数を最小限に減らし、最少断面の高強度RC柱によ
り、空間を構成する構造要素をなるべく減らすよう計画した。さら
に外壁面と細い柱のあいだに空間を設けることで、透明でニュート
ラルな執務空間を実現した。座席はフリーアドレス方式を採用し、
様々なコミュニケーションの形に対応したスペースとなっている。
床はスパンクリート合成床板により短辺方向を梁レスとし、小さな
天井懐内に充分な気積を生み出し、執務室の全面的な輻射冷暖房の
採用を可能としている。また間接照明をベース照明としたタスクア
ンビエント照明により省エネに配慮し、設備機器のないプレーンか
つ機能的な天井を実現している。建築・構造・設備が融合した明る
く透明な空間の中を多様な働き方やコミュニケーションであふれる
ことで、知的生産性の向上を狙った。

（大平卓磨・奥山広志／竹中工務店）

作品作風

所 在 地　京都府福知山市長田野町
敷地面積　20,000.1㎡
建築面積　　  945.8㎡
延床面積　   2,541.1㎡
構造規模　RC造　地上 3階
工　　期　2016年 2月～2016年10月
最 寄 駅　JR福知山線　福知山駅
撮　　影　古川泰造

南西より望む

エントランスホール

吹抜
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企画編集：髙木秀晃（作品作風小委員会）

アートはあなたに必ず関係している。

近代化産業遺産にも登録されている名
村造船所は現在アートセンターとして
生まれ直している。しかしあまりにも
広いその空間を全て活用しきった展覧会
はこれまで意外となされてこなかった。
「クロニクル、クロニクル！」は 1年
間という長い会期の間に、同じ展覧会
を 2度繰り返すというプロジェクト。
かつて大阪を襲ったジェーン台風に
全ての作品を洗い流されたにもかかわ
らず制作を行った画家や、彫刻を作り
ながらも、生活の糧としてマネキンを
作ってきた彫刻家、あるいは戦後の日
本の前衛を牽引してきた作家たちとと
もに、今を生きるアーティストたちが
参加している。
展覧会会期中は毎日様々なイベントも
行われ注目を集めた。「社会」と「芸
術」は分離しているのではなく、互
いに互いを変革しようと努めている。
アートは常にあなたと関係があるけれ
ど、それは決してあなたがアートを必
要としていることを意味しない。展覧
会とはいわば、関係と必要の間に存在
する。

長谷川　新（はせがわ　あらた）
1988年　ソルトレイクシティ生まれ
2011年　京都大学総合人間学部卒業
2013年　 インディペンデントキュ

レーターとして活動
現在『美術手帖』にて月評連載中

主な企画
2016－2017年
　「クロニクル、クロニクル！」
2015年
　「 パレ・ド・キョート/現実のたて
る音」

2014年
　「 無人島にてー「80年代」の彫刻/
立体/インスタレーション」

2013－2014年
　「 北加賀屋クロッシング20 1 3 
MOBILIS  IN MOBILI－交錯する
現在－」

小麦粉が撒かれた床をお掃除ロボットが走った。集めた小麦粉はパンになり展示された

galleryま
ち　

建
築　

ひ
と

クロニクル、
　クロニクル!

インディペンデントキュレーター

長谷川  新

アートセンターとして生まれ直した名村造船所 力尽きたお掃除ロボット
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特集●第64回  青 年 技 術 者
青年技術者選考委員会
講評

選考委員長　勝山太郎
青年技術者表彰͉日本建築協会͈

伝統あͥ顕彰制度́あͤȂ今年͉

協会創立じしし周年͈記念̧̳͓回

̳̈́ͤ͘ͅȃ今年͉昨年ͤ͢͜更

ͅ ず名多いずた名͈応募ͬ頂̧Ȃ̓

͈応募資料͜力作揃い́節目͂̈́

ͥ回ͅ相応̱い内容̱̹́ȃ今回

̷͉͈中̥ͣずず名̦選出̯̱ͦ͘

̹ȃ̭͈顕彰制度͈特徴͉Ȃ応募

者͈関わ̹ͣͦίυΐͿ·Π̷͈

͈ͬ͜評価̳͈͉̩ͥ́̈́Ȃ応募

者̷̦͈仕事́果̹̱̹本当͈役

割Ȃ̷̭́達成̱̹具体的̈́成果

͂τασȂ技術͈先進性・独自性Ȃ

将来ͅ対̳ͥΫΐοン等ͬ確認̱

̹上́Ȃ総合的ͅȶ人ȷͬ表彰̳

̭ͥ͂ͧͅあ̳ͤ͘ȃ̹̺̱面接

͉あ̵͈ͤͭ́͘Ȃ応募資料͈内

容̦勝負̳́ȃ審査員̷͉͈内容

̱̥ͬ̽ͤ͂読͙込͙Ȃ応募資料

一̾一̾̾ͅい̀深い議論ͬ行い

̳͘ȃ資料̷̸͉ͦͦͅ創意工夫

̦凝̯ͣͦ̀い̳̦͘Ȃ̷͈中́

仕事͈͒熱意や葛藤̦̈́̓活̧活

̧͂伝わͤȂ読ͭ́い̭̻̀ͣ͜

刺激ͬ受̫ͥ内容ͅ出会え̭ͥ͂

̦審査員̱͂̀あ̦̹ͤい͂思う

̭̳͂́ȃ各部門͈講評͉担当委

員͈΋ιンΠ̳̦ͤ͘͢ͅȂ例年Ȃ

審査過程́話題̈́ͥͅȂίυΐͿ

·Π̤̫ͥͅ個人͈ȶ関与度ȷͅ

̾い͈̀記述͉皆̯ͭ丁寧̱̀ͅ

頂い̀い̹͂思い̳͘ȃ社会的

Ξーζ・技術力͈優位性・将来Ϋ

ΐοン͂い̹̽部分͈́説得力̦

評価ͬ分̫̱̹͘ȃ残念̦̈́ͣ選

外̹͂̈́̽方͜Ȃ書類̷̤̫ͥͅ

͈あ̹͈ͤͺάーσ̦弱̥̹̽͂

いう惜̱い方̦͕̱̹͈͂ͭ̓́

́Ȃ可能̈́方͉是非̹͘再応募̱

̀頂̧̹い͂思い̳͘ȃ入選̯ͦ

̹方々͉̲͛応募̱̀頂い̹方々

͉資料作成́大変̺̹̽͂思い͘

̳̦Ȃ自͈̭͈ͣͦ́͘軌跡ͬ振

ͤ返ͤȂ将来ͬ見据え̹͈ͥ͛一

͈̾良い機会̹̈́̽͂ͅ思い̳͘

̱Ȃ是非Ȃ後輩̹̻̭͈͜ͅ顕彰

制度͈意義ͬ積極的ͅ伝え̀頂̫

ͦ͊͂思い̳͘ȃ͙̯̦̈́͘今後

̳̳̮͘͘活躍̯̭ͦͥ͂ͬ期待

い̹̱̳͘ȃ

■設計・計画部門

̭̭数年Ȃ応募数̦増加͈傾向ͅ

あͤȂ今年͜じそ名͈応募̦あͤ͘

̱̹ȃ今回͉全͈̀応募案̮́自

身̦͈̓͢う̈́立場̷͈́ίυ

ΐͿ·Πͅ関与̯̹͈̥ͦ具体的

ͅ表現̯̤ͦ̀ͤȂ̰̳͛姿ͬ明

確̱ͅȂ建築主͈͂密度͈濃い打

合̵や利用者͜含̹͛対話等Ȃ青

年技術者̱͂̀建築ͅ全力́取ͤ

組̤ͭ́ͣͦͥ姿勢ͬ読͙取̭ͥ

̧̦͂́Ȃ̷̸̦ͦͦ高̩評価̯

̱̹ͦ͘ȃ今年͈応募案͉ͅ木質

建築や΀ςͺζΥΐιンΠ等͈時

代͈ΣーΒͬ受̫̹͈̦͜見ͣͦ

̹一方́Ȃ堅実́安定感͈あͥ設

計実務̦多̩Ȃ分野͈広̦̦ͤ例

年ͤ͢͜少̥̹̈́̽͢うͅ思い͘

̳ȃίυΐͿ·Π͈川上段階̥ͣ

関わ̭̦ͥ͂多い設計・計画系͈

技術者͉ͅȂ複雑̈́社会ΣーΒ͈

理解Ȃ高度́多様化̱̹専門性͒

͈対応等̦求̳͛ͣͦ͘ȃ常ͅ視

野ͬ広̩持̻Ȃ未来志向ͅ立̽̀

環境や社会͂建築͈関わͤ͒深い

思索͂造詣ͬ期待̱̀い̳͘ȃ

今年͉じせ名͈方ͬ入選͂い̹̱͘

̱̹ȃ残念̦̈́ͣ選̥̹ͣͦ͜ す

名͜十分ͅ素養͉̤持̻̳̦́Ȃ

人や社会͈͂関わͤや将来͈͒展

望等̦十分ͅ読͙取̧̭̦ͥ͂́

̵̱̹ͭ́͘ȃ

今年͕͖͜全̦̀組織設計事務所

͂大手建設会社̥͈ͣ応募̱̹́ȃ

今後͂͜ͺΠς΀系事務所や大学Ȃ

官庁等͈幅広い分野̥͈̮ͣ応募

ͬ期待̱̤̳̀ͤ͘ȃ Ȫ岸田文夫ȫ

■構造部門

「件͈応募ͅ対̱̀Ȃ応募者̦果

̹̱̹ȶ貢献度ȷȶ課題解決͈̹͛

͈創意工夫ȷȶ熱意ȷ̾ͅい̀議論

̱̀評価̱Ȃ全̀入選̱̹͂ȃ入

選̱̹ 「件͉Ȃ中低層̥ͣ超高層

́͘幅広い作品́あ̹̽ȃ

中低層͈作品͉Ȃ΂έͻΑΫσȂ

保養所Ȃ商業施設́あ̹̽ȃい̴

ͦ͜設計者͈意図ͬ理解̱Ȃ造

形・保存̳ͥ姿勢Ȃ敷地͈͒挑戦

̈́̓Ȃ構造設計者̱͂̀積極的̈́

姿勢̦見̹ͣͦȃ超高層͈作品ͅ

͉Ȃ΂έͻΑΫσȂ複合施設Ȃ共

同住宅̦あͤȂ免震や連結制振̈́

̓最新͈技術̦積極的ͅ用いͣͦ

̀い̹ȃ̹͘Ȃ詳細̈́数値解析ͅ

̽̀͢安全性ͬ確認̳ͥ̈́̓Ȃ構

造設計者̱͈͂̀安全͈͒意識͈

高̯ͬ感̲̹ȃい̴͈ͦ作品͜Ȃ

構造設計者̱͂̀ȶ安全性͈͒配

慮ȷȂȶ設計上͈工夫ȷ̦隅々́͘

施̯ͦȂ完成度͈高い作品̥͊ͤ

́あ̹̽ȃ̭̥ͦͣͬ担う構造設

計者̱͂̀Ȃ今後益々成長̯ͦͥ

̭͂ͬ期待̱̀いͥȃ

̭͂ͧ́Ȃ毎年͈傾向́あ̦ͥȂ

作品͈紹介̦主́Ȃ建物͈構想̥

ͣ完成ͅ至ͥ́͘設計者̱͂̀考

え悩͙抜い̹痕跡ͬ示̱̹͈̦͜

少̈́いȃȶ技術者̱͈͂̀人͂̈́ͤȷ

ͬ評価̳ͥ趣旨̥ͣȂ応募者̷̦

ͦͣͬ丁寧ͅ述͓̭̦ͥ͂望̱͘

̩Ȃ小̯̈́作品̷́͜う̱̹視点

̥͈ͣ積極的̈́応募ͬ期待̳ͥȃ

 Ȫ金尾伊織ȫ

■設備部門

本年͉Ȃ設計系 た名Ȃ施工系 す名

͈計じし名͈応募͈う̻Ȃ だ名ͬ入

選̱̹͂ȃ

選考ͅ際̱̀Ȃȶ本人͈役割̦明確

̥ȷȶ力量̦活̥̯̹ͦ部分͈詳細

̈́説明̦あͤȂ創意工夫̦感̲ͣ

̥ͦͥȷȶ取組姿勢や将来展望̦表

現̯ͦ̀い̥ͥȷͬ評価̱̹ȃ

応募内容͉Ȃ省΀Υ・低炭素・めEど

ͅ向̫̹取ͤ組͙̱͂̀΀Υσ

Άー実態調査・運用改善・要素技

術提案・竣工後͈性能検証͈事例Ȃ

どなP͈͒取ͤ組͙や施工性͈向上Ȃ

έτ΅ΏΫςΞͻ͈追及Ȃ維持管

理͈́改善ͅ向̫̹取ͤ組͙̦あ

ͤȂ幅広い審査̹͂̈́̽ȃ入選̱

̹ だ名͂͜Ȃ本人̦直接携わ̹̽

ίυΐͿ·Π́Ȃ取ͤ組̺ͭ事例

ͬ明確ͅ表現̧̤́̀ͤȂ̷͈中

͈́創意工夫̦感̲̹ͣͦȃ惜̱

̩͜選考外̹͂̈́̽方͉Ȃ本人͈

役割͂創意工夫͉感̲̹̦ͣͦȂ

業務実積̤̫ͥͅ技術的̈́優位性

̦伝わͥ͢うͅ表現̯ͦ̀いͥ͂

入選̱̹͂思わͦͥȂ業績͉素晴

̱ͣい͈́今後ͅ期待̱̹いȃ今

回͈応募͉省΀Υ・低炭素化手法

͈性能検証ͬ行̽̀いͥ事例̦多

̩Ȃ竣工時期͈関係̥ͣ検証̦不

十分̈́案件͉Ȃ継続̱̹努力ͬ期

待̱̹いȃ今後͜腕試̱̱͂̀積

極的ͅ応募̱̀い̧̹̺̹いȃ

 く小倉良友ぐ

■施工部門

本年͈施工部門͈応募ぞ件ͅ対̱̀

せ件ͬ入選̱̹͂ȃ施工ͅ携わ̽

̹工事̤̫ͥͅ本人͈ȶ特ͅ貢献

̱̹部分ȷȂȶ力量̦活̥̯̹ͦ部

分ȷȶ取ͤ組͙姿勢や将来的展望ȷ

̾ͅい̀̓う表現̯ͦ̀い̥ͥ́

評価̱̱̹͘ȃ

入選̱̹ じ件目͉機械系施工技術

者̱͂̀中間免震建物͈工事用EV

͈設置計画͂機械化施工ͥ͢ͅ生

産性͈向上͈取ͤ組͙事例́Ȃ す

件目͉施工技術開発部門̱͂̀礫

地盤͈遮水改良技術͈開発͂大深

度地下工事͈生産性͈向上͈事例Ȃ

ず件目͉建築系施工技術者̱͂̀

大型物流倉庫建設時͈省力化͈事

例Ȃ せ件目͉設備系施工技術者͂

̱̀ίρンΠ建設時͈電気計装設

備͈設計・施工省力化͈取ͤ組͙

事例́あ̱̹ͤ͘ȃ

せ件͂͜ͅ今後͈建設業界͈持続

的発展ͅ向̫̀不可欠̈́生産性͈

向上͂省力化ͬΞーζ̱̹͈͂͜

́Ȃ応募者本人͈取ͤ組͙姿勢や

創意工夫̦表現̯̤ͦ̀ͤ青年技

術者̱͈͂̀将来͈活躍ͅ期待̱

̳͘ȃ Ȫ山辻直樹ȫ

■設計ノ計画部門─

磯村ȁ雅敏　高松建設

伊藤ȁ貴弘　竹中工務店

鵜飼ȁ浩平　東畑建築事務所

大野ȁ竜也　佐藤総合計画

興津ȁ俊宏　竹中工務店

貝野ȁȁ悠　三菱地所設計

倉田ȁȁ遥　日建設計

内藤多加志　大成建設

中川ȁ雄輔　日建設計

中壽賀嘉将　日建設計

東村ȁ壮裕　竹中工務店

水谷ȁ友也　昭和設計

箕浦ȁ浩樹　大林組

山本ȁ善宏　安井建築計設事務所

■構造部門─

片岡ȁȁ大　大林組

榊原ȁ啓太　日建計設

田中ȁ健嗣　竹中工務店

松本ȁ裕之　安井建築計設事務所

藁科ȁȁ誠　大林組

■設備部門─

安心院ȁ智　竹中工務店

川原ȁ圭貴　竹中工務店

小浦ȁ一平　日建設計

副島ȁ正成　日建設計

名倉真紀子　鹿島建設

西村ȁ鉄平　昭和設計

平井ȁ大介　大林組

藤井ȁȁ梢　大林組

三畑ȁȁ一　竹中工務店

■施工部門─

中川啓太郎　竹中工務店

樋原ȁ達夫　竹中工務店

平野ȁȁ篤　大林組

山口ȁ紘史　きんでん

部門別「し音順

応募状況と結果
部門 応募数 入選数

設計ノ計画 じそ じせ

構造 「 「

設備 じし だ

施工 ぞ せ

第64回青年技術者選考委員
勝山　太郎／ ㈱日建設計設計部門

理事副代表設計部長

岸田　文夫／ ㈱竹中工務店開発計画本部長
（西日本担当）

長尾　　健／長尾健建築研究所代表 
吉岡　聡司／ 大阪大学サスティナブルキャンパス

オフィスキャンパスデザイン部門
准教授

金尾　伊織／ 京都工芸繊維大学
デザイン・建築学系准教授

山浦　晋弘／㈱安井建築設計事務所構造部長
井村　　隆／清水建設㈱関西支店設備設計部副部長
小倉　良友／ ㈱日建設計エンジニアリング部門

設備設計グループ理事副代表
設備設計部長

山口　善史／ ㈱大林組大阪本店建築事業部
生産技術部部長

山辻　直樹／ 大成建設㈱関西支店建築部
購買管理室課長
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設計・計画部門

磯
いそ
村
むら
雅
まさ
敏
とし

生年月日　1983年 3月広島県生まれ
最終学歴　2005年大阪工業大学
　　　　　工学部建築学専攻
業務経歴　2005年髙松建設㈱入社
　　　　　現在、大阪本店設計本部
　　　　　課長代理
●担当した主なプロジェクト
2009年　医療法人啓明会 相原病院
2010年　 医療法人明生会 明生クリ

ニック
2010年　㈱三和電材本社
2011年　チェリー・ワン大和高田
2012年　 医療法人正和会 協和病院

増築
2012年　オノマシン㈱本社
2013年　 医療法人友隣会 有料老人

ホーム
2013年　㈱テクノエイト本社
2014年　㈱デューク本社
2015年　医療法人社団 永井医院
2016年　 医療法人啓明会 相原病院

サテライトクリニック
2016年　 医療法人岩木会 明生第二

病院
2016年　枚方信用金庫 四條畷支店

■青年技術者のことば
現代Ȃ人͉物事͈決断͈多̩ͬ専
門家͂呼͊ͦͥ人ͅ委͇̀暮̱ͣ
̀い̳͘ȃ建築͈分野͜同様́Ȃ
私͉建築設計技術者͂いう職務ͅ
̤い̀Ȃ与えͣͦ̀いͥ使命͉何
̥ͬ常ͅ意識̱̀い̳͘ȃ建物͉
不特定多数͈人ͅ利用̯ͦͥ中́
都市͈風景ͅ溶̫込͙Ȃ公共的̈́
存在̈́̽̀ͅい̧̳͘ȃ風景ͬ形
成̳ͥ職業ͅ従事̳ͥ我々͈職責
͉多岐ͅ渡ͤȂ技術者̱͂̀一̾
͈分野ͅ精通̱̹専門家́あ̭ͥ
͂ͅ留̴ͣ͘Ȃ他分野͜ͅ幅広̩
精通̱̹総合的̈́知識͂技術Ȃ判
断力͜求̤͛ͣͦ̀ͤȂ·ρͼͺ
ンΠ̴͈͙̈́ͣȂ社会ͅ対̱̀͜
大̧̈́責任ͬ背負̽̀いͥ͂考え
̳͘ȃ̭͈責任̷̭̦技術者͈使
命́あͤȂ周囲̥͈ͣ信頼ͬ得Ȃ
状況ͅ応̲̹ͤ͢良い対処手段ͬ
生͙出̳原動力͂̈́̽̀い̳͘ȃ
建築設計͉ͅ正解̦無̩Ȃ̷ͦ͠
え困難͜多い̳̦́Ȃ対話や何気
̈́い日常̈́̓ΪンΠ͉思いͣ͜͢
̈́い̭͂ͧͅあͤȂ̷う̱̹気ͬ
抜̫̈́い一瞬一瞬̦私͈人生ͬ充
実̵̯̩̀ͦ̀いͥ͂感̲̀い͘
̳ȃ技術者̱͈͂̀責任ͬ胸ͅȂ
̭̥ͦͣ͜社会ͅ貢献̳ͥ建物ͬ
作̽̀い̩̹͛ͅ精進̱̳͘ȃ

■すいせん者
嶋村邦彦
髙松建設㈱ȁ大阪本店
執行役員ȁ設計本部長

明生第二病院
老朽化した既存病院の建替えプロ
ジェクト。将来増築を踏まえたプラ
ンニングと、もともと閉鎖的な既存
病院のイメージを刷新するべく、街
ゆく歩行者と隣を走る電車からの見
え方を意識した。水平方向のスラブ
を通し、バルコニー内壁の色と対比
させるとともに、敷地形状を活かし
たリズム感のある外観デザインとし
た。病院らしい白を基調に、濃紺色
をアクセントに配することで、建物
を引き締め、外装イメージを内装
コーディネートにも連続させ、サイ
ン計画も含めて統一感を意識した。

枚方信用金庫　四条畷支店
老朽化した支店の建替えプロジェク
ト。建物に使用している素材一つ一
つに企業の思いを込めた。金融機関
が掲げる企業理念「共存共栄」を基
に、L型のアルミパネルは「飛躍」、
エッジウォールは土地に根ざす「安
心」、カーテンウォールは「共存」
「透明性」を表現した。また前面道路
は歩道がない為、建物をセットバッ
クして空地を設け、隣接する所有地
も含めて歩道の整備を提案した。こ
れらの提案は信用金庫として地域に
貢献し、地域とともに成長する姿を
表現するものとして喜ばれた。
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伊
い
藤
とう
貴
たか
弘
ひろ

生年月日　1983年 7月岐阜県生まれ
最終学歴　2008年名古屋大学
　　　　　大学院環境学研究科
　　　　　都市環境学専攻修了
業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、名古屋支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　富源商事㈱金沢支店
2012年　東邦ガス本社正門整備
2015年　ATグループ本社北館
2016年　ATグループ本社南館

■青年技術者のことば

̭ͦ́͘ͅ携わ̹̽建築͉事務所

やΏο;σーθ̈́̓様々̈́Ηͼί

̦あ̦ͥȂ設計ͬ重͇̮ͥ͂ͅ共

通̱̀あͥ思い̦強̩̹̈́̽ȃ̷

͉ͦ引̧渡̱̹建物̾ͅい̀ȶ建

築主̦自ͣ語̧̭̦ͥ͂́ͥ建

物̈́̽̀ͅい̥ͥȷ͂いう点́あ

ͥȃ̷͈為͉ͅȂ建築関係者̈́ͣ

わ̥ͥκΦ͉̩́̈́Ȃ日々建物ͬ

使うξーΎー̦わ̥ͥκΦ̦必要

́あͤȂ̷ͦͬ実現̳ͥ為ͅȂί

υΐͿ·Π̮͂ͅΞーζ͂̈́ͥ

Ⱥ素材Ȼ͈あͤ方ͬ建築主͈͂対

話ͬ通̲̀模索̱̀いͥȃ

とほΈσーί本社北館くすしじ「ぐ・南館

くすしじそぐ͉́Ȃ旧建物͈解体前ͅ建

築主͂転用̧́ͥ素材ͬ探̱Ȃ新

築建物͈͒取ͤ込͙方法ͬ議論̱

̹ȃ南館͈́Ⱥ再生ΗͼσȻ̷͉

͈集大成̱͂̀Ȃ自ͣ原材料・商

流・試作品ͬ企画̱Ȃ建築主側̥

ͣ廃自動車΄ρΑ͈材料支給ͬ受

̫̹ȃς΍ͼ·σ΄ρΑͬ用い̹

Ⱥ再生ΗͼσȻ́構成̯̹ͦ壁面

̽̀͢ͅ多̩͈来訪者・社員̦目

̳ͥͅ΀ンΠρンΑγーσ͈空間

ͅ深͙ͬ与え̧̭̦̹ͥ͂́ȃ建

築主̦来訪者͒説明̯ͦ̀いͥ姿

̷͙͈ͬͥ͂効用͉大いͅ感̲ͣ

ͦȂ今後͈設計活動͈中̯́ͣͅ

深化̵̯̹いȃ

■すいせん者

市川健二

㈱竹中工務店ȁ名古屋支店

設計部

ATグループ本社北館・南館
愛知トヨタ自動車などを統括するグループ企業本社地区の再開発計画。 3販社の自動車ショウルーム約140ｍの木質空
間が幹線道路に面することで街に新たな景色を創出しています。北館ショウルームでは交差点に向かって右肩上がりに
うねる木造梁と屋根が、街のランドマークとして、その存在を際立たせています。南館オフィス部分には 9社の本社機
能が集結し、グループとしての一体感の構築とそれぞれの独自性を実現する為、エレベーターホールからエコボイドを
通して各社が一望でき、視覚的な一体感を高める空間構成など新たな働き方へのプランニングを試みました。
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設計・計画部門

鵜
う
飼
かい
浩
こう
平
へい

生年月日　1982年 9月愛知県生まれ
最終学歴　 2007年神戸大学大学院自

然科学研究課建設学専攻
修士課程修了

業務経歴　 2007年㈱東畑建築事務
所入社　現在、名古屋オ
フィス設計室技師

●担当した主なプロジェクト
2008年　三重交通㈱伊勢営業所
2010年　大口町立大口南小学校
2011年　大垣市立大垣北幼保園
2012年　イオンタウン黒崎（基本設計）
2014年　木曽岬町複合型施設
2015年　豊田市前林交流館
2016年　井村屋アイアイタワー
2016年　高浜町立中央体育館
●受賞歴
2013年　 愛知県人にやさしいまちづ

くり特別賞（大口南小学校）
2014年　 内閣府バリアフリー・ユニ

バーサルデザイン推進功労
者表彰

　　　　 内閣特命担当大臣奨励賞
　　　　（大口南小学校）

■青年技術者のことば
ー建築͈ȶ個性ȷͬ問うー
建築͉Ȃ設計者͈意思や哲学͂
要望・法規・敷地条件等͈΋ン
Ξ·ΑΠ̦交̲ͤ合̽̀Ȃ̷ ͈場所
ͅ現͈ͦͥ́͜あͥȃ̷ ̱̀Ȃ相互
関係ͅあ̷ͥͦͣͬȂ設計者̦
各々͈手法́Ȃ΃ΗΙ̳̭ͥ͂ͅ
̷̭Ȃ建築͈ȶ個性ȷ́あͥ͂思
うȃ設計者͈意思や哲学̦介入̱
̀いͥ以上Ȃい̥̈́ͥ建築́あ̽
̀͜Ȃ建築͈ȶ個性ȷ͉存在̳
ͥȃ̱̥̱Ȃ自動的ͅ諸条件͈͙
́成立̳ͥȶ無個性ȷ̈́建築̦生
͙出̯ͦͥ͢う̹̈́̽ͅ時Ȃ建築
͈ȶ個性ȷ͈在ͤ方͉̭ͦ́͂͘
͉違う様相͈͉̈́ͥ́̈́ͅい̥͂
考え̀いͥȃ私͉Ȃ̭ͦ́͘以上
ͅȂ顧客や利用者͂建築͈ȶ個
性ȷͬ共有̧́ͥȶわ̥ͤや̳い
建築ȷ́あ̭̦ͥ͂大切̈́ͥ͂ͅ
考え̀いͥȃ時̷͉ͦͅ綿密̈́対
話̥̱ͦ̈́͜い̱Ȃ或い͉わ̥ͤ
や̳い΃ΗΪ͈̥̱́ͦ̈́͜いȃ
い̴̵ͦ͢ͅȂ建築͈ȶ個性ȷͬ
顧客や利用者͂共有̧̭́ͥ͂
͉Ȃ建築ͬ豊̥ͅ使̽̀ͣ͜えͥ
̭̦͂̾̈́ͥ͂ͅ考え̀いͥȃ
建築͈ȶ個性ȷ͉Ȃ建築͈数̺̫
存在̳ͥȃ̺ ̥ͣ私͉Ȃ̭ ͦ́͘
͈設計者像ͅ留ͣ̈́͘い形́建築
ȶ͈個性ȷͬ 問い続̫̀い̧̹いȃ

建築͈ȶ個性ȷ͉人͈生活ͬ豊̥
̳ͥ͂ͅ信̲̀い̥ͥͣȃ

■すいせん者
瓦田伸幸
㈱東畑建築事務所
執行役員ȁ名古屋΂έͻΑ代表

大口町立大口南小学校
図書館教育を特色とした地域連携の盛んな小
学校である。学校の中心にメディアセンター
を設け、高い回遊性の中で、様々な交流がで
きる学校を計画した。ハードの整備と同時に
門扉のデザインワークショップや環境学習の
授業を行い、子ども達が学校建築を通して
様々なことを学べる取り組みを行った。

大垣市立北幼保園
幼保一元化によって集う、様々な子ども達が
一体となって過ごせるような「“わ”を育む
園舎」を計画した。園庭を取り囲む「大きな
“わ”」と保育室を取り囲む「小さな“わ”」を
つくり、2種類の“わ”を活発に動き回る中
で、ふれあいが生まれる園舎とした。複雑な
形態をBIMによって設計し、空間の細部に渡
るまで、“わ”の空間を活かせる様に努めた。

井村屋アイアイタワー
－25℃の冷凍保管倉庫と、社員食堂の複合施
設である。高さ30mの外観は折板のラジアル
加工により、屋根と壁が曲面でつながる、企
業のイメージが表層化する大きなサインとし
て計画している。社員食堂は企業の代表的な
商品である小豆をかたどった厨房を中心に、
三重県産木材を多用した温かみのある空間と
している。

高浜町立中央体育館
高台の崖地に囲まれた敷地の中で、低コスト
の体育館を求められたことから、無駄な空間
を徹底的に減らし、体育館に必要な最低限の
ボリュームの、極めてコンパクトな体育館を
実現した。また、落雪防止や採光・通風と
いった体育館の安全対策・環境装置は体育
館の周囲に設けられた高窓部分で全てを充足
し、シンプルなカタチを実現している。
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設計・計画部門

大
おお
野
の
竜
たつ
也
や

生年月日　1984年 7月岡山県生まれ
最終学歴　2008年福山大学工学部
　　　　　建築学科
業務経歴　2008年㈱佐藤総合計画
　　　　　入社、現在、設計主任
●担当した主なプロジェクト
2011年　 東広島市消防局　東広島消

防署
2014年　京都市立八瀬小学校
2015年　善通寺市消防本部
2016年　 名古屋大学（東山）総合研

究棟
2016年　豊橋市美術博物館
2017年　高松市屋島競技場
※年は竣工年を示す

■青年技術者のことば

特殊的普遍性

̳͓͈̀土地͉ͅ歴史や文化̈́̓

様々̈́記憶̦あ̳ͤ͘ȃ建築͈設

計̷͉͂ͦͣͬ一番良い状態Ȃ͘

̹͉̭̥̯ͦͣͣͅ良い状態ͬ̾

̩ͦͥ͢うͅȶ調律ȷ̳ͥ͢う̈́

作業̺͂考え̀い̳͘ȃ

建物̩ͬ̾ͥ行為͉設計時͂建物

完成時͉́常ͅ時間͈ΆλΛί

̦生̲̳͘ȃ̷̯͈ͣͅ後Ȃ建物

̦生̧̀い̩年月ͬ考えͥ͂Ȃ建

築͉ͅ長い年月ͬ耐え抜̩強̯̦

必要̳́ȃ̷͈強̯̩̺̳ͬ̾ͤ

̹͛ͅ最͜大事̭͉̈́͂Ȃ普遍性

̹ͬ̽͜ȶ問題設定ȷ̷͂ͦͅ対

̳ͥȶ深度͈あͥ建築的回答ȷ́

̳ȃ̷̹͈͘普遍性͉͂Ȃ̷̸ͦ

͈ͦ建築や土地̦持̹̽Ωριー

Ηーͬ独自ͅΙνーΣンΈ̱̹

ȶ特殊的普遍性ȷ̺ ͂考え̀い̳͘ȃ

手́考えȂ手̩́̾ͥ建築

私͉建物ͬ考え̧ͥ͂Ȃ手́描̧

考え̭ͥ͂ͬ大事̱̀ͅい̳͘ȃ

敷地ͅ初͛̀立̹̽時͈感触Ȃ̷

̭̥ͣ手̦̥͈ͤ模索Ȃ̹͘物質

ͅ寸法ͬ与え̀い̩̭͂̈́̓Ȃ̓

͈場面̤ͅい̀͜手́考え̭ͥ͂

́建物̩ͬ̾̽̀い̧̳͘ȃ

建物ͬ使う͈͉人̳́ȃ̷ͦͬ̾

̩ͥίυΓΑ͜Ȃ人͈手̦入̭ͥ

̦̱̩̩͈̳͂̽ͤͥ́ȃ

■すいせん者

吉田諭司

㈱佐藤総合計画ȁ関西事務所

執行役員ȁ関西事務所長

東広島市消防局　東広島消防署
迅速な出動動線、前後出動可能な車庫、広い訓練スペース、を十字形平面で実現。交点には消防専用階段を設け、車庫上
には防災学習エリアを設け防災啓発を行う。

京都市立八瀬小学校
八瀬舞台（中庭）を囲むRC＋木造の混構造の小学校。
音楽室のサッシは全てが開放し、中庭とつながる。

善通寺市消防本部
意匠・構造機能の合理性を追求した防
災の櫓（やぐら）

豊橋市美術博物館
豊橋公園内にある美術博物館の増築。新規ラウンジには公園に張り出す大庇を設け、建物と公園の関係性をさらに強める
計画としている。

高松市屋島競技場（屋島レクザムフィールド）
屋島を背景に高さの可変する屋根により、周囲への配慮と、選手の高揚感、観客の臨場感の向上を満たす競技場を考えた。
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設計・計画部門

興
おき
津
つ
俊
とし
宏
ひろ

生年月日　1981年 6月兵庫県生まれ
最終学歴　2006年広島大学大学院
　　　　　工学研究科社会環境
　　　　　システム専攻修了
業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、大阪本店設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2013年　大阪木材仲買会館
2014年　外市秀裳苑ビル
2016年　太陽工業事務所
　　　 　・太陽工業御陵通給油所
2016年　日亜化学工業
　　　 　諏訪技術センター

■青年技術者のことば

私͉建築̦使わͦ̀いͥ姿̦好̧

̺ȃ設計̳ͬͥ際Ȃ敷地や建築主

͈ΣーΒͬ捉えȂ΋ンΓίΠͬ探

ͤȂ建築̱͂̀創ͤ上̬ͥ́͘ͅ

可能̈́限͈ͤ想像力ͬ持̽̀ͤ͢

豊̥̈́建築ͬ創̹ͤい͂考えͥȃ

̱̥̱Ȃ建築̦完成̱人々ͅ使わ

ͦͥ姿ͬ見ͥ͂自分͈想像以上ͅ

空間̦活̧活̧͂見え̭̦ͥ͂多

いȃ模型やΩーΑや人͈い̈́い竣

工写真͉͂違う血͈通̹̽空気感

̷̦̭͉ͅあͥȃ̷̺̥͈ͣ姿ͅ

負̫̈́い͢うͤ͢͢ͅい空間ͬ設

計̱̹い͂想いȂ̹͘逆̷͈ͅ姿

̦見ͣͦͥ͢う̱̥̽ͤ͂ͅ考

えȂ建築͈創̭͙ͤͅ努̹͛い͂

想うȃ̭ͦ́͘担当̱̹建築̤ͅ

い̀Ȃ幸い̷͈͜͢ͅう̈́幸̵̈́

情景ͬい̩̾͜体験̳̭̦ͥ͂́

̧̹ȃ̷͉ͦ自分̦悩͙考え創造

̧̱̹̀建築̦社会͈一員̱͂̀

認̹͛ͣͦ瞬間́͜あͥ͢うͅ思

うȃ̷̦ͦͤ͢幸̵͈̈́́͜あͥ

̹͛ͅ周辺環境͈͂関係̥ͣΟͻ

ΞーσΟΎͼン͈́̓͘工程̤ͅ

い̀͜Ȃ建築や空間̦使う人や建

̾街ͅ些細́あ̽̀͜豊̥̯ͬ͜

̵̹̥ͣͥͬȂ深̩追求̳ͥ͂同

時ͅȂ客観的̈́視点́考えͥ͢う

ͅ心̦̫̀いͥȃ使う人々͈活気

や魅力ͅ応え成長̧́ͥ建築Ȃ社

会͈一部̱͂̀人や街͈些細̈́豊

̥̯や幸̵ͅ寄与̧́ͥ建築̭ͬ

̥ͦͣ͜目指̱̹いȃ

■すいせん者

小幡剛也

㈱竹中工務店ȁ大阪本店ȁ設計部

大阪木材仲買会館

太陽工業事務所・太陽工業御陵通給油所

日亜化学工業 諏訪技術センター
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渋谷董友ビル －キユーピー渋谷本社ビル建替計画－
駅前の再開発が進む渋谷の北側、事務所や店舗、住宅が混在する少し落ち着いた雰囲気のまちの中で、日本を代表する
企業の本社屋としてアイデンティティを発信しつつ、周囲のシンボルとしての役割を担うビルを目指した。

□ minimum －本社ビルの在り方の追求－
本社機能を有する事務所ビルの在り方とは何か。そこで働く社員や企画・商品、そして創造する社員が作り出す雰囲気
が空間を彩ると考えた。また、将来の企業の在り方の変化にも対応できるニュートラルな空間を追求し、シンプルかつ
ミニマムな形状・素材を用いダイナミックな空間を目指した。『minimum』というコンセプトのもと、プランは無柱の
整形な執務空間とし、内外装は3つのデザインコードにて計画を取り纏めた。

－ LIGHT 光 －
光を多く取り込む透明感のあるダ
ブルスキンファサード。女性が多
い会社であることからも、曲面パ
ネルを用いることで外観のスクエ
アなファサードの中にも柔らかな
印象を与えた。

－ BORDER 切り取る/取り込む －
低層部のPC大庇は、空間を切り取
りながら、外部から内部へ貫通し
内外連続した空間を生み出す。本
社の顔となるエントランス空間は、
開かれた企業というイメージを与
えるとともに、内からも外を感じ
ることができる。

－ WHITE 白/潔 －
食品会社の清潔さをイメージし、
PC大庇の骨材に白大理石を使用す
るなど白を追求。内・外装ともに
白を基調としたデザインとし、中
で働く人々や賑わいが主役となる
ニュートラルな空間を目指した。

□ 構造・電気・機械・施工が一体となったデザイン
ロングスパンの広大な無柱の執務空間、天井高の確保を実現するために構造提案したのがプレビーム大梁である。プレ
ビーム大梁の下フランジを被覆するコンクリートはプレキャスト材で仕上りが美しいため積極的に露わにして天井のデ
ザインの一部とした。コンクリート脇にはスリットを設けレターンスリットとして利用すると共に、ライン照明を配置
することで、構造・電気・設備、そして優れた施工性が一体となったデザインの天井を実現した。

設計・計画部門

貝
かい
野
の
　 悠

ちかし

生年月日　1982年 8月兵庫県生まれ
最終学歴　2009年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
業務経歴　 2009年㈱三菱地所設計入社
　　　　　2009年建築設計一部
　　　　　2012年建築設計五部
　　　　　2016年関西支店
●担当した主なプロジェクト
2009年　常盤橋再開発事業
2012年　渋谷董友ビル
　　　　  -キユーピー渋谷本社ビル-
2014年　（仮称）麹町六丁目計画　他

■青年技術者のことば

建築͈設計͉͂Ȃ施主͈思いや周

辺環境Ȃ社会的文脈ͬ真摯ͅ読͙

解̧Ȃ一͈̾特殊解ͅ辿ͤ着̩̹

͈͛行為̺͂思い̳͘ȃ

人̦̳̮̳場所̩͉ͬ̾ͥͅȂ人

̦何ͬ求͛̀い̥ͥȂ社会̦̭̓

ͅ向̥̽̀い̥ͥͬ知ͥ必要̦あ

̳ͤ͘ȃ̷͉ͦͅȂ様々̈́立場͈

人々͈͂対話̦必要̳͂̈́ͤ͘ȃ

建築͈設計͉͂Ȃ人͈̦̾̈́ͤͬ

形̳ͥͅ行為͂換言̧̥̱́ͥ͜

̵ͦͭ͘ȃ

͉́Ȃ意匠設計者ͅ求͛ͣͦͥ͜

͈͉何̥ḁ͉̑̾̀一人͈建築家

̦担̽̀い̹仕事͉Ȃ構造設計や

設備設計͂い̹̽専門的̈́分化̦

進͙Ȃ特ͅȂ組織設計事務所̤ͅ

い͉̀Ȃ意匠設計͉構造や設備͂

並͐一͈̾部門̵̨̳ͭ͘ͅȃ

̱̥̱Ȃ創̧͓͈ͥ͜や創ͣͦͥ

過程Ȃ姿勢͉今͜昔͜変わͣ̈́い

͈́͜あͤȂ豊̥̈́建築Ȃ豊̥̈́

社会͉͂何̥ͬ考え発信̱̀い̥

̵͇͊̈́ͤͭ͘ȃ

少̈́い経験͈中̳̦́Ȃ意匠設計

者͉ͅȂ真摯́あ̭ͥ͂͂素直́

あ̭̦ͥ͂最͜大事́あͥ͂感̲

̀い̳͘ȃ真摯̈́気持̻́様々̈́

̭͂ͅ興味ͬ持̻Ȃ幅広い知識͂

経験ͬ蓄積̳ͥ͂͂͜ͅȂ施主や

他職能͈専門部門Ȃ施工者̈́̓多

̩͈人͈͂対話ͬ通̲̀真̽直̪

ͅ方針ͬ示̧̳̭͈͂́ͥ設計者

̈́ͦͥ͢ͅうȂ̭̥ͦͣ͜努力ͬ

続̫̹い͂思い̳͘ȃ

■すいせん者

西堀正樹

㈱三菱地所設計

執行役員ȁ関西支店長
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設計・計画部門

倉
くら
田
た
　 遥
はるか

生年月日　1982年 8月大分県生まれ
最終学歴　 2009年大阪大学大学院工

学研究科地球総合工学専
攻建築工学科目修了

業務経歴　2009年㈱日建設計入社
　　　　　 現在、プロジェクト開発

部門計画部所属
●担当した主なプロジェクト
2009年　 渋谷道玄坂一丁目基本計画

策定（東京）
2010年　 中心部詳細都市計画及びガ

イドライン策定（ホーチミ
ン、ベトナム）

2011年　 大井一丁目南地区再開発都
市計画（東京）

2012年　 大手前通りトランジット
モール社会実験（姫路）

2013年　 鹿児島駅周辺整備計画（鹿
児島）

2014年　 三宮周辺地区再整備基本構
想検討（神戸）

　　　 　 コミュニティサイクル社会
実験（姫路）

2015年　 まちなかベンチプロジェク
ト（福岡）

2016年　 成長・経営戦略アクション
プラン策定（尾道）

■青年技術者のことば

国内外͈多都市͈ίυΐͿ·Πͅ

従事̧̱̹̀中́ȂΧーΡ整備

ͅ留̴ͣ͘Ȃ̻͈͘豊̥̯や長期

的̈́利用者͈関わͤ方̈́̓ΕέΠ

面͜ͅ考慮̱̹質͈高いȂ使わͦ

続̫ͥ空間̩̦̿ͤ大切̺͂感̲

̀い̳͘ȃ今後͉新̹̻͈̈́͘交

流・活動・発信拠点͂̈́ͥȶΩή

ςΛ·ΑβーΑȷ͈ΟΎͼン͂利

活用ͬΠーΗσ́検討̱̦̈́ͣ

ȶΩήςΛ·ΑβーΑ͈価値ͬ高

̻͈͛ͥ͘魅力̩̿ͤȷͬ目指̱

̀い̧̹い͂思̽̀い̳͘ȃ

計画̥ͣ開発Ȃ΀ςζΥ͈段階͘

͈́長期的̈́関わͤͬ持̻Ȃ市民

や事業主体̈́̓実動部隊͈͂ΥΛ

Πワー·̩̿ͤや体制構築́ͬ͘

提案・実現̱Ȃ最終的͉ͅ提案̳

̺̫ͥͅ留̴ͣ͘自ͣ実践ͅ取ͤ

組͚̭͂ͧ́͘挑戦̱̹い͂考え

̀い̳͘ȃ

■すいせん者

西田康隆

㈱日建設計

ίυΐͿ·Π開発部門ȁ計画部長

交通広場の再整備と賑わいづくり（渋谷）
国内外の多くのお客さまを迎える「玄関口」として街と人をつなぐ仕掛けを提案

「質の高い空間づくり」 

パブリックスペースの「デザイン」 パブリックスペースの「利活用」 
都市基盤の再整備 パブリックスペースの創出 仕組み・体制の構築 実践的取り組み × 

「まちの隙間をうまく活用」 「継続できる仕組み・体制」 「小→大きな取組みへ」 

駅前広場における利活用（姫路）
再整備によって創出される道路空間
と広場空間の一体的な利活用の検討

駅前遊休地の再編による交流空間の創出（鹿児島）
遊休地を緑豊かな憩い空間とにぎわい・交流の創出を図る活動の場に再生

コミュニティサイクルの社会
実験（姫路）
トータルデザインによるコミュニティ
サイクルのブランディングへの挑戦

道路空間の再配分による「えき≈まち空間」の創出（三宮）
神戸の象徴となる駅前空間として、 6つの駅とまちをつなぐ「えき≈まち空
間」という概念を提案

公開空地や公園における休憩空間の創出（天神）
既存のパブリックスペースの付加価値を向上して魅力的な空間に変える
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設計・計画部門

内
ない
藤
とう
多
た
加
か
志
し

生年月日　1983年11月兵庫県生まれ
最終学歴　2008年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
業務履歴　2008年大成建設㈱入社
　　　　　現在、関西支店設計部
　　　　　アーキテクト
●担当した主なプロジェクト
2010年　高知電気ビル
2012年　池袋神田ビルディング
2012年　 オンワードパークビルディ

ング
2013年　天満橋京町ビルディング
2016年　京都経済センター（仮称）
　　　　 整備事業

■青年技術者のことば

ȶ人々̦心地̵̩̳̮ͥ͢場所̿

̩ͤȷ͂いう̭͂ͬȂ設計ͬ進͛

ͥ際͈΅ーワーΡ̱̀ͅいͥȃ

̭̭́言う人々͉͂·ρͼͺンΠ

̺̫̩́̈́Ȃ建物͈΀ンΡξー

Ύーや一時的ͅ立̻寄̹̽人々Ȃ

建物͈周辺ͬ歩̩人々̈́̓何̥̱

ͣ建物ͅ対̱̀関わͤͬ持̾人̹

̻全般̯̱ͬ̀いͥȃ

多̩͈人̦幸̵ͅȂ心地̩͢時間

ͬ過̧̮̳̭̦͂́ͥ場所ͬ̾

̩̭̦ͥ͂Ȃ私͈生涯͈目標́あ

ͤȂ̭ͦ́͘携わ̹̽ίυΐͿ·

Π͉́Ȃ上記͈思いͬ実現̳͓ͥ

̩努力̧̱̹̀ȃ

̷͈具体的̈́方策͉

・ ͘ ̻͙̈́ͅ対̱͈̀̓͢うͅ貢

献̧̥́ͥͬ考え̭ͥ͂

・ 都市空間͈中ͅ憩い͈場ͬ挿入

̳̭ͥ͂

・ 日常͈生活ͅ潤いͬ与えͥͼン

Ξςͺͬ考え̭ͥ͂

͈ず点͉́̈́い̥͂考え̀いͥȃ

̷͈一̾一͉̾何気̈́い試͙ͅ過

̨̈́い̦Ȃ全̀ͬ日々͈仕事͈中

́実現̳̭͉ͥ͂意外͂難̱いȃ

̹̺Ȃ̭͈ͦͣ内容̦実現̧̹́

̧͂Ȃ·ρͼͺンΠ̺̫̩́̈́建

物ͅ関わ̯̰ͥ̈́͘͘人々͜ͅ喜

͊ͦͥȶ心地͢い場所̩̿ͤȷ̦

出来ͥ͂いう̭͂ͬȂίυΐͿ·

Πͬ通̲̀実感̧̹̭́͂͜事実

́あͥȃ

̭͈ͦ́͘体験ͬ糧ͅȂ̯ͣ̈́ͥ

高͙ͬ目指̱̀努力̱̀い̧̹いȃ

■すいせん者

平井浩之

大成建設㈱ȁ関西支店ȁ設計部

設計部長

▲オンワードパークビルディング
オンワードホールディングスの本社ビル建
替計画である。「繊細な衣服をまとったイ
メージ」の外装デザインを採用することで、
企業イメージを発信する美しいオブジェの
ようなたたずまいのビルとした。足もと廻
りには緑の植栽帯を設けることで、通りに
不足していた近隣の人々のための憩いの場
を設けている。建物利用者だけでなく、近
隣のオフィスワーカーや商業施設の買い物
客が、ほっと一息つける場所が生まれるこ
とを期待している。
▼京都経済センター（仮称）整備事業
京都の中心、四条室町に計画された新たな
経済センターの計画である。京都の叡智を
結集するというコンセプトのもと、事務所
フロアには京都を代表する複数の経済団体
が入居する予定である。低層部には集会場
や展示場、店舗など、まちに賑わいを発信
する施設が配置される。ビル利用者以外も
利用可能なバルコニーや交流スペースを建物
の内外設けることで、経済団体やまちの人々
の交流が促進され、まちに開かれた憩いと
出会いの場が生まれることを期待している。
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設計・計画部門

中
なか
川
がわ
雄
ゆう
輔
すけ

生年月日　1981年 9月香川県生まれ
最終学歴　滋賀県立大学大学院
　　　　　環境科学研究科修了
業務経歴　2007年㈱日建設計入社
　　　　　現在、設計部門設計部
●担当した主なプロジェクト
2009年　 山口市秋穂地域交流セン

ター・山口市立秋穂図書館
2013年　 大阪歯科大学創立100周年

記念館
2015年　広島修道大学8号館
2016年　メディカルりんくうポート
2016年　広島修道大学9号館

■青年技術者のことば

今́͘携わ̹̽ίυΐͿ·Π̤ͅ

い̀一貫̱̀大切̧̱̹̭̀͂ͅ

ͬ二̾挙̵̬̯̀い̧̹̺̳͘ȃ

一͉̾Ȃ建物ͬ建̀ͥ場所͈記憶

や歴史ͬ尊重̱̦̈́ͣ͜Ȃ新̱い

価値ͬ織ͤ込͚Ιλτンΐ̳ͬͥ

̭̳͂́ȃ先人͈手法やΟΎͼン

̹̺ͬ模倣̳̺̫̩ͥ́̈́Ȃȶ同

時代̦求͛ͥ創造ȷͬ空間ͅ組͙

込͚̭͂ͬ常ͅ意識̧̱̱̀͘

̹ȃ̱̥̱Ȃ過去͈素晴̱ͣい遺

産̷̦う́あ̹̽͢うͅȂ̷͈背

景͉ͅ技術ͅ裏付̫̹ͣͦ丁寧̈́

検討͂試行̦不可欠̳́ȃ安全́

使いや̳̩長持̻Ȃ̷̱̀美̱い

͂いう建築ͅ求͛ͣͦͥȶ用強

美ȷ͈当̹ͤ前͈原則ͬ常ͅ問い

続̫̀い̳͘ȃ

͜う一͉̾建築͂いうȶ͈̩̿͜

ͤȷ̽̀͢ͅ敷地や状況͈̾͜価

値ͬ最大化̳ͥ努力ͬ怠ͣ̈́い͂

いう̭̳͂́ȃ·ρͼͺンΠや設

計ΙーθȂ施工者̈́̓立場や考え

方͈違う人々͈͂丁寧̈́対話ͅ基

̿い̀建物ͬ据え̭ͥ͂́Ȃ周辺

環境͈価値ͬ最大化Ȃあわ̩͊͢

反転̧̳ͣ́ͥ力ͬ建築͉持̽̀

い̳͘ȃ̷̧ͭ̈́͂Ȃȶ͈̩̿͜

ͤȷ̷̸̦͈ͦͦ立場͈人間ͬ̾

̪̈́共通言語̭͉͂̈́ͥ͂間違い

あ̵ͤͭ͘ȃȶ͈̩̿ͤ͜ȷͬ通̱

̀あͣͥ͠立場͈人間̦̦̾̈́̽

̀い̩ȃ̷̭̭ͦ建築͈Θͼ΢η

Βθ́あͤȂ自分自身̦設計ͅ携

わͥ大̧̈́理由̈́̽̀ͅい̳͘ȃ

̭͈ͦͣ思いͬ胸ͅȂ今後͜社会

͈資本͂̈́ͥͤ͢良い建築ͬ問い

続̫Ȃ̷͈為͈研鑚ͬ続̫̀い̧

̹い͂考え̀い̳͘ȃ

■すいせん者

小谷陽次郎

㈱日建設計ȁ設計部門ȁ設計部長

大阪歯科大学創立100周年記念館

メディカルりんくうポート
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設計・計画部門

中
なか
壽
す
賀
か
嘉
よし
将
まさ

生年月日　1982年 2月広島県生まれ
最終学歴　 2006年大阪芸術大学大学

院芸術制作研究科修了
業務経歴　2007年㈱日建設計入社
　　　　　現在、 設計部門設計部主管
●担当した主なプロジェクト
2009年　 京都産業大学/神山天文台
2010年　 京都産業大学/生命学部棟
2015年　 陽光保険/北京サポートセ

ンター
2015年　 陽光保険/成都テクニカル

サポートセンター
2015年　 大阪府立中之島図書館/施

設改修

■青年技術者のことば

社会人̱͂̀建築ͅ携わͤ各ίυ

ΐͿ·Πͬ通̲̀Ȃ建築͉·ρͼ

ͺンΠ͈思いざ設計者や΀ンΐΣ

ͺ͈ͺͼΟͺざ一̾一͈̾΃ΗΙざ

細̥̈́ΟͻΞーσざ素材・材料ざ周

辺環境̈́̓様々̈́要素̦折ͤ重̈́

ͤȂ積͙上̦ͤȂ存在̱合う̭͂

̷̭́ͅ価値ͬ見出̵ͥ͂考え̀

い̳͘ȃ壮観́美̱い建物͉品格

や威厳ͬ人々ͅ与え圧倒的̈́存在

感ͬ示̳Ȃ様々̈́要素͈変化あͥ

建物͉豊̥̈́表情ͬ持̻人々ͅ賑

わいや親̱͙ͬ与えͥȃ̭うい̽

̹誰̱̦͜身近ͅ感̲̀いͥ価値

観や感性ͬ設計者̱͂̀忘̭ͦͥ

͈͂̈́い͢う大切̱ͅȂ普遍的̈́

社会資産ͬ生͙出̳共通͈΅ー

ワーΡͬ追求̱̀い̧̹い͂考え

̀い̳͘ȃ̷う̱̀生͙̺̱̹建

物͉将来ͅ渡ͤ人々͈記憶ͅ残ͤ

続̫Ȃ愛着ͬ持̾建物̱͂̀存在

̱続̫̀い̩̭͂ͬ望ͭ́ȃ

̭ͦͣͬ踏͘え今後͜社会̤ͅい

̀求͛ͣͦ̀いͥ建築的̈́価値ͬ

理解̱Ȃͤ͢良い建築ͬ設計̱続

̫̹い͂思い̳͘ȃ

■すいせん者

岡本ȁ隆

㈱日建設計

設計部門

έͿυー役員ΟΎͼンέͿυー

京都産業大学/神山天文台 撮影：エスエス大阪

陽光保険/北京サポートセンター 撮影：淺川敏
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設計・計画部門

東
ひがし
村
むら
壮
たけ
裕
ひろ

生年月日　1981年 9月福岡県生まれ
最終学歴　 九州大学大学院人間環境

学府都市共生デザイン専
攻修了

業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、開発計画本部所属
●担当した主なプロジェクト
立命館大学大阪いばらきキャンパス
小倉駅南口東地区市街地再開発事業

■青年技術者のことば

建築・都市開発ͥ͢ͅ街ͅ与えͥ

影響͉Ȃ̷͈敷地̷̺̫̩́̈́

͈周辺ͅ大̧̈́影響ͬ与えͥ事ͅ

̈́ͥȃ̹͘ίυΐͿ·Π͈推進ͅ

͉Ȃ計画者・推進者́あͥ私̹̻

͉事業主̺̫̩́̈́Ȃ行政ȂΞ΢

ンΠȂ金融機関͈̈́̓ίυΐͿ·

Πͅ直接的̈́利害関係者̺̫́̈́

̩Ȃ周辺͈住民や来訪者̈́̓Ȃ多

種多様̈́ΑΞー·γσΘー͈͒影

響ͬ考慮̱̦̈́ͣ事業ͬ推進̱̀

い̩必要̦あͥȃ

̻̩̿ͤ͘・都市開発͈視点̥

ͣȂ私͉一事業者̦ίυΐͿ·Π

ͬ実施̳͈͉̩ͥ́̈́Ȃ多̩͈Α

Ξー·γσΘー̦連携̳ͥ事́Ȃ

ͤ͢魅力的̈́都市開発̦実現̧́

ͥ͂考え̀いͥȃ

現在͈都市͉ͅȂ法制度Ȃ権利̈́

͈̓様々̈́枠組͙̦あ̦ͥȂ来訪

者͈快適性や賑わい創出͈̈́̓都

市魅力向上ͬ共通目標̱͂̀各Α

Ξー·γσΘー̦枠組͙ͬ乗ͤ越

えͥ事́Ȃ単独͉́成̱え̈́い心

地͢い空間や機能性͈向上ͬ実現

̧́ͥȃ

今後͜都市͈魅力向上ͬ第一ͅ置

̧̦̈́ͣȂ既存͈枠組͙ͬ超え

̹開発ͬ実施̱̀い̧Ȃ社会ͅ貢

献̧́ͥ͢う研鑽ͬ続̫̀い̧̹

いȃ

■すいせん者

水方秀也

㈱竹中工務店ȁ開発計画本部

立命館大学大阪いばらきキャンパス 撮影：フォトビューロー

小倉駅南口東地区第一種市街地再開発事業
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設計・計画部門

水
みず
谷
たに
友
とも
也
や

生年月日　1983年11月滋賀県生まれ
最終学歴　神戸大学大学院工学研究科
　　　　　建築学専攻前期課程修了
業務経歴　2009年㈱昭和設計入社
　　　　　 現在、同社東京事務所建

築設計部主査
●担当した主なプロジェクト
2009年　創価学会八尾文化会館
2010年　神戸市立友生支援学校
2011年　東大阪生協病院
2012年　 登美ヶ丘リハビリテーショ

ン病院
2013年　気仙沼災害公営住宅
2014年　春日部市立病院
2014年　 ル・ソラリオン綾瀬特別養

護老人ホーム
2015年　UHA味覚糖赤坂ビル
2016年　藤沢公民館・労働会館
2016年　墨田区総合運動場

■青年技術者のことば

－心ͬ育͚建築－

人間͈͂̽̀ͅ幸̵͉͂何̥ȃ

建築͜人͈幸̵͈̹͛ͅあ̧͓ͥ

̺ȃ

僕̦生̧̀い̩上́指針̱͂̀い

ͥ言葉̦あͥȃȶ蔵͈財ͤ͢身͈

財̳̪̹ͦͤ身͈財ͤ͢心͈財

第一̈́ͤȷ̭͈言葉͉人生͈目的

ͬ的確ͅ捉え̀いͥ言葉̺ȃ人͈

̭͂ͬ思いやͦͥ心Ȃ̓ͭ̈́困難

͜乗ͤ越えͣͦͥ心ͬ持̭̦̾͂

̧́ͦ͊Ȃ̷̦ͦ本当͈幸福́あ

ͥȃ̭ͦͬ仏教͉́ȶ絶対的幸

福ȷ͂いうȃ

幸̵̦ȶ心͈財ȷ́決ͥ̈́ͣ͘

͊Ȃ心ͬ育͚建築̩̹ͬ̾ͤいȃ

人間͈生命͈事象͉Ȃ空間ͅ表ͦ

͈ͥ͂͜心͈内面ͅ表͈ͦͥ͜

͈相互関係̽̀͢ͅ成ͤ立̤̽̀

ͤȂ空間̦与えͥ心的影響͉大̧

いȃ人や自然Ȃ場所͂い̹̯̽͘

̰̈́͘関係性ͬȂ心͈豊̥̯ͅ結

び̫̾ͥ͢うͅȂ建築ͬ介̱̀構

築̱̀あ̬̭ͥ͂ͬ心掛̫̦̈́

ͣȂ日々設計ͅ取ͤ組ͭ́いͥȃ

̷͈̹͉͛ͅ自分自身͜ȶ心͈

財ȷͬ持̭̦̾͂大切̺ȃ誠実̯

や思いや͈ͤ心Ȃ困難ͬ乗ͤ越え

ͥ心ͬ兼͇備え̹設計士̱͂̀Ȃ

今後͜人々ͅ幸̵ͬ運͐建築ͬ

創̽̀い̧̹いȃ

■すいせん者

松田善弘

㈱昭和設計ȁ専務取締役

居心地の良い居場所のある建築
　 病院としての機能性に加え、居心地がよいと感じられる空間でリハビ
リができる病院を提案する。

①人⇔人の関係性（自他ともに認めあえる関係性の構築）
　 この病院では、吹き抜け、中庭を介して、平面的にも断面的にも他の
人のリハビリをする姿をみることができ、他の人がリハビリをがん
ばっている姿をみて自分も頑張ろうという気持ちになる。

②人⇔場所の関係性（記憶にある場所、地域との関係性の構築）
　 病院の敷地は、生駒山系等山並に囲われた地域特性を持っており、こ
の囲われた感覚が中庭のシェルターに囲われた感覚とフラクタルに繋
ぎ止め、共同幻想として地域性を感じ、心地よさを感じる。

③人⇔自然の関係性（自然との関係性の構築）
　 中庭形式を用いることで、縁側空間のようなかたちで雑多なものを遮
断し、安心感を持ちながら自然を感じることができる。

○空間
　 以上より、中庭や吹抜を介して平面的にも断面的にも、空や緑といっ
た自然、他の人のリハビリに取り組んでいる姿などが見え隠れし、居
場所を感じながら日々のリハビリ生活を送ることができる。

登美ヶ丘リハビリテーション病院

♀＋
枳悶

枳δ

願冗

畦〉「諞壥褌

扈鬮湮》龝兔枳

悶釁頤癩「英

爨龝睢爨冉

餐〞ヮ霤畦〉「諞

壥褌龝湮《兔悖讃

術＝嘘《詛箙睢龝

〉兔枳悶釁癩「英

甄翔釁龝扈箙》冉

経ダ睢》休苳壥

褌鬮兔芍〉芍「諞

繝霤磯誡＝術荵兔

悖讃術＝〓甄冉

á菜頤姿鯖＝釁》翔釁扈兔㌧ィ篝㌫▷霤宛…

「諞á扈兔枳悶釁癩「英甄翔釁龝扈箙兔休

苳頤譬宮睢〔頤舅遭茣兔〈《枳悶＝縮穡茣

遘繝聘霤術荵》翔釁龝扈箙》冉

援箙娠綮﹇á菜兔 諂伐＝＞茣遘

＋冤頤窗拳穿窗錦﹇付ю龝瘁甕諷「

山系

山系

Ü仞壥褌頤á扈頤枳δ頤爨》願冗頤瞼穡

侃貫偲＝術荵》揃滬ヮ㌫篝睢宛…「術

①人⇔人の関係性

②人⇔場所の関係性

③人⇔自然の関係性
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設計・計画部門

箕
みの
浦
うら
浩
ひろ
樹
き

生年月日　1985年三重県生まれ
最終学歴　2010年神戸大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
　　　　　博士課程前期課程修了
業務経歴　2010年㈱大林組入社
　　　　　現在、同社大阪本店
　　　　　プロジェクト設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2013年　城南信用金庫中野支店
2015年　大阪センター
2016年　KOBELCO摩耶ゲストハウス

■青年技術者のことば

ȶ人ͅ愛̯ͦͥ建築ͬ目指̱̀ȷ

建築͈設計ͬ行う̭͉͂Ȃ誰̥͈

Ȩ想いȩͬ実現̵̯̭ͥ͂ȃ

·ρͼͺンΠや都市や社会͈想い

ͬ具現化̳̹ͥ͛ͅȂ場所・時

代・求͛ͣͦͥίυΈρθͬ読͙

解̧Ȃ̷ͦͬ丁寧ͅ空間͒͂紡い

́い̩ȃ̷͈中́Ȃ̭͈ίυΐͿ

·Π̱̥́持̻え̈́い固有͈個性

̹ͬ̽͜最適解ͬ引̧出̳̭͂

̦Ȃ設計者̱͈͂̀責務͉́̈́い

̺ͧう̥ȃ

̷͈最適解̷͉う簡単͉ͅ出̭̀

̈́いȃい̩͈̾͜ΑΉΛΙͬ積͙

重͇Ȃ膨大̈́ΑΗΟͻͬ経͖̀ͭ

やͤ͂浮̥び上̦̩̽̀ͥ時͜あ

ͦ͊Ȃ̹͘原点ͅ立̻帰̽̀͏͂

気̩̿時͜あͥȃ̭͈場所ͅあͥ

̧͓空間ͬ追求̱Ȃͼιーΐͬ育

ͭ́い̩ȃ

̷̱̀描い̹ͼιーΐͬ図面̱͂

̀構築̱̀い̩中́Ȃ̷͈線͈じ

本 じ本ͅ対̱Ȃ一切͈妥協ͬ許̯

̴Ȃ設計者̱͂̀情熱͂責任͂信

念ͬ̽̀͜Ȃ細部́͘練ͤ込̺ͭ

ΟͻΞーσ̭ͬ̓́͘͜突̧詰͛

̀い̩̭͂́Ȃ初͛̀建築ͅȨ想

いȩ͂いう命̦灯ͥ͂考え̀い

ͥȃ

自身͂Ȃ関わͥ全͈̀人͈想いͬ

込͛̀実現̱̹建築͉Ȃい̾́͘

͜人̥ͣ愛̯͈ͦͥ̈́ͥ͂͜ͅ信

̲̀Ȃ̭̥ͦͣ͜全力̷͈́線ͬ

描̧続̫̀い̧̹いȃ

■すいせん者

伊藤ȁ泰

㈱大林組ȁ大阪本店ȁ建築事業部

ίυΐͿ·Π設計部ȁ部長

城南信用金庫中野支店（2013）　「地域に咲き誇る梅の花」
“人を大切にする”というクライアントの経営理念に基づき、従来の銀行店舗のイメージから脱却した、新たな銀行店
舗の提案。建物そのものが銀行イメージを象徴する様に、クライアントのコーポレートシンボルである“梅の花”をモ
チーフとしたサインウォールをデザイン。地域に開かれ、地域住民に愛される銀行店舗を目指した。

大阪センター（2015）　「場所性とプログラムの融合」
自然豊かな郊外に建つ国内最高レベルの性能を有するデータセンター。背後に広がる豊かな自然環境との調和と、建築
が内包する膨大な情報といったプログラムの可視化を、一つのデザインコードで表現した。細分化されたゆらぎのある
デザインを内外装・ランドスケープ・サインデザインに至るまで展開し、統一された空間を形成した。

KOBELCO摩耶ゲストハウス（2016）　「神戸を一望する迎賓空間」
摩耶山の自然と神戸の街並みへの眺望を享受できるゲストハウス。 1階は眺望をよりシークエンシャルに導く為に大地
に根を張る様なボリュームを構築。対比的に 2階は眺望を堪能する為の繊細な空間とし、山並みの中にそっと佇む品格
と存在感のある姿を追求した。訪れたゲストが眺望と同時にクライアントのおもてなしの心を体感する、ここだけにし
かない迎賓空間を目指した。 （撮影　ヴィブラフォト　浅田美浩）
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設計・計画部門

山
やま
本
もと
善
よし
宏
ひろ

生年月日　1982年 6月福岡県生まれ
最終学歴　2007年鹿児島大学大学院
　　　　　理工学研究科建築学専攻
業務経歴　 2007年㈱安井建築設計事

務所入社
　　　　　 現在、大阪事務所設計部

主任
●担当した主なプロジェクト
2010年　阪南病院
2013年　大阪府立精神医療センター
2013年　兵庫県立淡路医療センター
2014年　玉島中央病院
2016年　岡山西大寺病院
2017年　りんくう永山病院
　　　　（現在施工中　7月竣工予定）
2017年　市立伊勢総合病院
　　　　（現在施工中）
●受賞
兵庫県立淡路医療センター
　日本建築学会　2015年作品選集

■青年技術者のことば

ȸ活動ͬ描̩ȹ

入社後̥ͣ医療施設ͬ中心̷͈ͅ

他様々̈́用途͈ίυΐͿ·Πͅ

携わ̧̹̽̀ȃ̷͈経験͈中́積

͙重̧̹̈́̽̀考え̱͂̀Ȃ設計

͉Ȃ̷͈建物ͅ関わ̳͓͈ͥ̀

ȶ人ȷ͈ȸ活動ȹȂ̷̹͈͘建物̦

建̾ȶ地域ȷ͈ȸ活動ȹͬ各々͈

視点́見̾͛描̩̭̺͂͂思うȃ

特ͅ医療施設ͅ関̱͉̀Ȃ建築主

͉医療関係者́あͤȂ設計ͅ関̳

ͥ対話͜医療関係者̭̦͂̈́ͥ͂

多いȃ̱̥̱Ȃ医療施設͈利用者

͉ͅ患者や患者家族͜含ͦ͘Ȃ̷

͈方々͈͂対話̧͉͕͂ͭ̓́

̈́いȃ患者や患者家族͜重要̈́利

用者́あͤȂ自分̦代わ̷͈ͤͅ

視点͂̈́ͤȂ新̱̩̈́ͥ建物́̓

͈͢う̈́ȸ活動ȹ̳͈̥ͬͥͬ考

えȂ図面ͬ描い̀いͥȃ建築主͂

͜十分ͅ対話ͬ行いȂ医療関係者

͈視点̈́ͤ͜ͅ設計̱̀いͥȃ

̹͘建物̦新̱̩建̭̾͂͢ͅ

ͤȂ地域͈̻̩̿ͤ͘や景観͂

い̹̽地域͈ȸ活動ȹ͜ͅ変化̦

生̹ͦͥ͛͘Ȃ地域͈視点͜常ͅ

意識̱̀いͥȃ

建築主͈想い̺̫̩́̈́Ȃ様々̈́

視点̥ͣ建物ͬ見̾͛Ȃ多̩͈

ȸ活動ȹͬ描い̀い̧̹いȃ

■すいせん者

寺岡宏治

㈱安井建築設計事務所

常務執行役員ȁ大阪事務所長

兵庫県立淡路医療センター兵庫県立淡路医療センター

りんくう永山病院りんくう永山病院

玉島中央病院玉島中央病院

外観外観

中央待合中央待合 レンガスクリーン（透かし積み）レンガスクリーン（透かし積み）

エントランスイメージエントランスイメージ 外観イメージ外観イメージ

外観外観 中央待合中央待合

玄関玄関
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構造部門

片
かた
岡
おか
　 大
まさる

生年月日　1982年11月大阪府生まれ
最終学歴　2009年大阪大学大学院
　　　　　 工学研究科地球総合工学

専攻
業務経歴　2009年㈱大林組入社
　　　　　 2010年大阪本店構造設計部
　　　　　 2013年東京本社構造設計部
　　　　　 2015年大阪本店構造設計部
●担当した主なプロジェクト
・豊中少路2丁目計画
・ 明石駅前南地区第一種市街地再開
発
・江東区豊洲5丁目計画
・片柳学園蒲田キャンパス再整備計画
・南青山3丁目プロジェクト
・大阪市北区豊崎三丁目計画
・神戸市中央区相生町1丁目計画

■青年技術者のことば

構造設計者͉Ȃ解析̱ͬȂ部材断面

ͬ決定̳̺̫͉ͥ́̈́いȃ直接

的ͅ建物͈空間ͅ関わ̽̀いͥ͂

いう意識ͬ持̹̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ

例え͊Ȃ梁̵いや柱͈必要̈́本数

̦変わ̺̫ͥ́Ȃ̷̭̥ͣ見えͥ

景色̦変わͥ等Ȃ構造設計者̱͂

̀空間ͬ創出̳̹ͥ͛ͅ意匠設計Ȃ

設備設計や建物ͅ関わͥ人͂協働

̱̀建物ͬ設計̳ͥ技術者̭ͬͦ

̥ͣ͜目指̱̀い̧̹いȃ

΋ンάνーΗー͈進歩Ȃ一貫計算

解析ίυΈρθ͈開発等ͤ͢ͅȂ

比較的簡単ͅ建物͈構造計算̦́

̧͈̦ͥ現状́あͥ͂思うȃ建物

͈構造設計̳ͬͥ上́Ȃ部材個々

͈復元力特性や変形性状͈理解͉

言う̩́̈́͘͜Ȃ一̾一͈̾建物

ͅ対̱̀構造的̈́性状̩ͬ͢理解

̱Ȃ̷͈性状ͬ解析κΟσ̱͂̀

͈̓͢うͅ表現̱Ȃ͈̓͢うͅ評

価̳̥͉ͥȂ構造設計者̱͈͂̀

力量ͬ問わͦͥ所́あͤȂ計算ί

υΈρθͅ頼ͤ過̨̀Ȃ̷うい̽

̹内容ͬ見落̱͉͂̀建物͈全体

͈構造的̈́性能ͬ正確ͅ把握̧́

̈́いȃ̷͈̹͉͛ͅȂ日々意識̱

̀技術力͈向上ͅ努̫͛̈́ͦ͊̈́

ͣ̈́いȃ̹͘世͈中ͅ同̲建物͉

無いȃȶ普通ȷ͂いう概念͂ͣͅ

わ̴ͦȂ一̾一͈̾建物ͅ対̱̀

新̹̈́目́設計̳̭ͥ͂ͬ意識̱

̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́い͂考え̀いͥȃ

■すいせん者

西村勝尚

㈱大林組ȁ大阪本店

建築事業部ȁ統括部長

ダンパー配置により捩れ変形を抑制した連結制振超高層集合住宅
●はじめに
本建物͉Ȃ駅前͈建̀替え計画́あ
ͤȂ集合住宅̱͈͂̀用途ͬ持̾ȃ
中央部ͅ立体駐車場ͬ内蔵̱̹剛性
͈高い連層耐震壁架構ͬ配置̱Ȃ廻
ͤͅ住戸部ͬ構成̳ͥ主体架構ͬ配
置̳ͥȃ̭͈主体架構͂連層耐震壁
架構͈間ͅ΂ͼσΘンΩーͬ配置̱Ȃ
両者͈速度差̤͢び変形差ͤ͢ͅȂ
高い制振効果ͬ発揮̳ͥ連結制振構
造́あͥȃ主体架構͉長周期化ͬ図
̹ͥ͛Ȃρーιン構造̱̹͂ȃ
本建物͉Ȃ連層耐震壁架構͈転倒
κーιンΠ̽̀͢ͅ生̲ͥ柱軸力͈
低減ͬ図̹ͥ͛͂ じ階ͅ立体駐車場
͈開口ͬ設̫ͥ必要̦あͤȂ当該階
͈連層耐震壁架構部分͈壁͈負担
̵ͭ断力͈低減ͬ図̹ͥ͛ͅȂ主体
架構̤͢び連層耐震壁架構ͬ ず階床
位置ͤ͢下部́一体化̱̀いͥȃ

外観パース

● オイルダンパーの選定
΂ͼσΘンΩー͈最適付加減衰量͉Ȃ
定点理論ͤ͢ͅ求̹͛ȃ主体架構̤
͢び連層耐震壁架構͈じ次κーΡ͈有
効質量̷̸͈͂ͦͦ振動数̥ͣ二̾
͈架構ͬ独立̱̹͂場合͂Ȃ剛結͂
̱̹場合͈伝達関数̷͈́値̦同̲
̈́ͥͅ伝達関数͈定点̦必̴存在̳
ͥȃ本建物͉́Ȃ主体架構側͈定点
͈́伝達関数̦最大値͂̈́ͥ͢うͅ
΂ͼσΘンΩー͈総量̱͈͂̀最適
付加減衰量ͬ決定̱̹ȃ

●オイルダンパーの配置計画
΂ͼσΘンΩー͈平面配置͉Ȃ外力
重心位置階͈τασ２地震動͈応答
加速度̤͢び主体架構͈ じ次͈有効
質量̥ͣ剛心位置廻͈ͤ捩ͦκーι
ンΠͬ求͛Ȃ̷ͦͅ対̱΂ͼσΘン
Ωー反力ͬςςーέ荷重̱͂Ȃ剛心
位置廻͈ͤ主架構͈捩ͦκーιンΠ
ͅ抵抗̳ͥκーιンΠ̦釣ͤ合う͢
うͅ平面的ͅ最適̈́΂ͼσΘンΩー
配置ͬ考えȂ実施設計段階́連層耐
震壁架構北側͜ͅ΂ͼσΘンΩーͬ配
置̳̭ͥ͂ͬ決定̱̹ȃ̹͘捩ͤ剛性
及び耐力̦大̧い連層耐震壁ͬ΂ͼσ
ΘンΩーͬ介̱̀利用̳̭ͥ͂ͬ考
えȂ΂ͼσΘンΩー͈平面的̈́配置̦
階̽̀͢ͅ異̹̈́ͥ͛Ȃ΂ͼσΘン
Ωー反力̽̀͢ͅ連層耐震壁架構ͅ生
̲ͥ応力Ȃ変形ͬ適切ͅ評価̳̹ͥ͛

ͅ連層耐震壁架構͈詳細̈́解析κΟσ
ͬ採用̳̭ͥ͂ͬ決定̱̹ȃ

● 偏心とオイルダンパー配置
の影響を考慮した振動解析
モデル

・主体架構
主体架構͉Ȃ曲̬変形成分ͬ弾性͂
̱Ȃ̵ͭ断変形成分ͅ弾塑性挙動ͬ
負わ̵̹曲̵̬ͭ断棒κΟσ̳͂ͥȃ
剛性̤͢び復元力特性͉Ȃ立体静的
弾塑性解析ͤ͢求̹͛各層͈剛心位
置͈́荷重－変形曲線ͅ基̧̿設定
̳ͥȃ̹͘Ȃ偏心͈影響ͬ考慮̳ͥ
̹͛Ȃ曲̵̬ͭ断棒ͬ各階͈剛心ͅ
配置̱Ȃ捩ͦ剛性ͬ考慮̳ͥȃ質量
͉各階͈重心位置ͅ設̫͈̱ͥ͂͜Ȃ
質量͂剛心͉剛棒́連結̱̹κΟσ
̳͂ͥȃ
・連層耐震壁架構
連層耐震壁架構͉Ȃ̵ͭ断変形成分
ͬ弾性̱͂Ȃ曲̬変形成分ͅ弾塑性
挙動ͬ負わ̵̹解析κΟσ̱̹͂ȃ
主体架構Ȃ連層耐震壁架構͈解析κ
Οσ間ͅ΂ͼσΘンΩーͬκΟσ化
̱̹Mよァれんん要素ͬ΂ͼσΘンΩー͈
位置ͬ考慮̱̀配置̱̹擬似立体振
動κΟσ̱̹͂ȃ
北側̤͢び南側͈最大応答層間変形
角ͅ大差͉無̩Ȃ本建物͈΂ͼσΘ
ンΩー配置ͤ͢ͅȂ捩ͦ変形̦低減
̯ͦ̀い̭ͥ͂ͬ確認̱̹ȃ

軸組図
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オイルダンパー配置 

偏心とオイルダンパー配置の影響を考慮した振動解析モデル

ケ

ザ

ゲケ

ゲザ

コケ

コザ

ゴケ

ゴザ

サケ

サザ

ザケ

ケ ァァァゲグサケケ ァァァゲグコケケ ァァァゴグサケケ ァァァゲグゲケケ ァァァゲグスケ

ゴザ

サケ

サザ

ザケ
艹

テネツハサケハピ フヂデフザコテヘ ドヂツドシスハピ 櫓1/5窗ゲ 櫓1/5窗コ

櫓1/5窗ゴ バピヂヌヂネゲ バピヂヌヂネコ 睛七祲箐磹穟箛磕

最大応答層間変形角（南側） 最大応答層間変形角（北側）

端典靤├㿉ァ

’榴u𪘚巍ァ

靤├砅便頹ァ

端典靤├㿉ァ

’榴u𪘚巍ァ

靤├砅瀧典尤ァ

ゴ 艹ァ

端典靤├ァ

’榴u𪘚巍靤├ァ

礥磹䈎䅣篖窾籞ァ

端典靤├"裴盪哲18

ョ褻採皿索 ¥Å獻三昨

嘖¹總磽ョ褻i綰"

鍠痓瘇砉贖鰈砅盆18ァ

瘇砉贖廸痂耨便舢畄尸磽ァ

鍠痓廸痂耨便舢畄磽ァ

蔬矟廸痂耨便舢畄磽

端典靤├"豊盪哲18

’榴u𪘚巍靤├示視識"

士使識私執歯実"

*OCZYGNN 夂ギ標+

豊鰈

士使識私執歯実

流沈哲1835珵"

θ端典靤├罵χ

荐彳"

豊鰈

豊鰈

Z

[

¥

豊盪哲18

顫ギ標ァ

鍠痓豊磽舢豊ァ

瘇砉贖豊磽舢巍瘇砉贖豊磽

Å跏塁豊磽ゾケァ

豊髫

倻n痂

Å跏塁窹窬

竨篖蘢淋

竨篖蘢淋

ゲケデネァ

ゴデネァ

コケデネァ

ゴケデネァ

サケデネァ

ザケデネァ

端典靤├

’榴u𪘚巍

靤├"

FL

FL

’榴u𪘚巍靤├示視識

ケ

ザ

ゲケ

ゲザ

コケ

コザ

ゴケ

ゴザ

サケ

サザ

ザケ

ケ ァァァゲグサケケ ァァァゲグコケケ ァァァゴグサケケ ァァァゲグゲケケ ァァァゲグスケ



青
年
技
術
者

27

構造部門

榊
さかき
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た

生年月日　1982年 3月愛知県生まれ
最終学歴　2008年名古屋大学大学院
　　　　　環境学研究科
業務経歴　2008年㈱日建設計入社
　　　　　構造設計部門構造設計室
　　　　　 現在、エンジニアリング

部門構造設計グループ構
造設計部

●担当した主なプロジェクト
2009年　飛騨市立古川小学校
2010年　九電工アカデミー
2011年　大妻学院本館
2012年　住友不動産／
　　　　 千代田ファーストウィング
2013年　専修大学国際交流会館
2014年　トスラブ館山ルアーナ
2015年　ソラリア西鉄ホテル京都
2016年　鳥取県立中央病院

■青年技術者のことば

兵庫県南部地震Ȃ東北地方太平洋

沖地震͈̈́̓大地震̦頻発̱Ȃ建

物͈構造安全性ͅ対̳ͥ一般͈

方々̥͈ͣ興味・要求̦大̧̩

̈́̽̀いͥȃ一方́Ȃ我々構造設

計者͉建物͈構造安全性̾ͅい̀

正確ͅ伝えȂ理解̱̀ͣ͜う努力

̺ͬ͘十分̧́̀ͅい̈́い͂感̲

̀いͥȃ構造設計ͬ通̱̀安全́

魅力的̈́都市空間作ͤͅ携わ̽̀

い̧̹い̭͉̻̺̦͂ͧͭ͜Ȃ設

計者̱͈͂̀自分͈思いͬȂ難

̱い専門用語ͬ使う̺̫̩́̈́Ȃ

ξーΎー͈立場̹̽̀ͅ一般的̈́

言葉́話̵ͥ構造設計者́あ̹ͤ

いȃ

ふぺmos͉Ȃ専門知識ͬ持̹̈́い一

般͈方々ͅ対̱̀自分͈生活̱

̀いͥ建築物͈耐震性能ͬȂ実感

ͬ持̽̀理解̱̀い̧̹̺Ȃ建物

͈耐震性能ͬ高̭͈͛ͥ͂重要性

ͬ理解̱̀い̹̺̩΋ηνΣΉー

ΏοンΜーσ̈́ͤͅ得ͥ͂思い開

発ͬ進̧̹͛̀ȃ

構造設計者̱͂̀身ͅ着̧̫̹̀

知識Ȃ経験Ȃ技術力ͬ用い̀Ȃ構

造設計͈͒理解ͬ広̭̦͛ͥ͂́

̧ͦ͊Ȃ我々͈職能͈地位向上ͅ

̦̾̈́ͥ͂͜考え̀いͥȃ

■すいせん者

田代靖彦

㈱日建設計

΀ンΐΣͺςンΈ部門

構造設計Έσーίȁ理事・副代表

崖から迫り出す保養所　トスラブ館山ルアーナ
1．建築計画
海̥ͣすをm程度離̹ͦ高台͈自然豊̥
̈́傾斜地ͅ建̾保養所ȃ建物͈高̯
ͬ抑えȂ計画地͈豊̥̈́自然ͅ可能
̈́限ͤ手ͬ付̫̈́い̭͂ͬ΋ンΓί
Π̱̹͂ȃ敷地ͅ合わ̵半円状͈長
大̈́形状Ȫ長辺長̯約じそしmȫ̳͂ͥ
̭͂́Ȃ客室̥͈ͣ海側͈眺望ͬ最
大限確保̱Ȃ山側͉ͅ周囲̥ͣ隔離
̯̹ͦ中庭空間ͬ合わ̵持̾建物͂
̹̈́̽ȃ

2．構造計画
鉄筋΋ン·ςーΠ造ͬ主体構造̱͂Ȃ
車寄̵庇やτΑΠρン部分͉ͅ一部
鋼管柱ͬ用い̹ȃ屋根͉耐火構造͈
金属屋根̱̹͂ȃ
せししmm×ぞししmm͈柱ͬ円周方向ͅ約「さしm
άΛΙͅ配置̱Ȃ梁͉基準΍ͼΒͬ
幅せししmm×̵いぞししmm̱̹͂ȃじ階͉耐
震壁ͬΨρンΑ̩͢設̫十分̈́壁量
ͬ確保̱Ȃ す階͉非剛床͈ρーιン
構造̱͂̀計画̱̹ȃ各方向Ȃ各ΑΩ
ン͕͖͂͜ͅ均一́Ḁ̑̾十分高い
層剛性ͬ持̵̹̭ͥ͂́水平力͈移
動̦少̩̈́̈́ͥ͢うͅ配慮̱̀いͥȃ

3．崖地に対する構造計画
設計͈ίυΓΑ͈中́敷地͈特性͈
一̾́あͥ崖地ͬ最大限生̵̥ͥ͢
うȂ建物͈一部̦崖̥ͣ迫ͤ出̳形
状ͬ提案̱̹ȃ̭ͦͤ͢ͅ崖̥ͣ迫
ͤ出̱̹開放的̈́υΫー空間̦生͘
̹̦ͦȂ じ階υΫー̥ͣ連続̳ͥ外
部ΞρΑ̦崖地̥ͣ最大そm以上跳͇
出̳̭͂̈́ͤͅȂȶ崖地ͅ対̳ͥ十分
̈́安全性ͬい̥ͅ確保̳̥ͥȷ̦構
造͈最大͈Ξーζ̹͂̈́̽ȃ
基礎͉深層混合地盤改良＋独立έー
ΙンΈ基礎ͬ基本̱͂̀い̦ͥȂ崖
地ͅ接近̳ͥ部分̾ͅい͉̀Ȃ崖周
辺͈地盤ͬ乱̯̈́い̭͂ͬ考慮̱基
礎底ͬ深̩̱̀改良ͬ行わ̈́い計画

̱̹͂ȃ̹͘Ȃ架構͈重心位置ͬ́
̧̺̫ͥ崖̥ͣ離̳̹͛ͅ当該架構
͈͙布基礎̱̹͂ȃ重心位置͉みず通
̥ͤͣ約じさしm程度崖̥ͣ離̹ͦ位置
͂̈́̽̀いͥȃ̯ͣͅȂみず通̥ͤͣ崖
͈́͘距離͉約ずさそm～「さすḿあ̦ͥȂ
一律ずさしm͈位置ͅ基礎梁͈支点位置
ͬ設定̱安全側͈評価ͬ行̽̀いͥȃ
̭ͦͣͅ加え万̦一崖̦崩ͦȂ片持
̻基礎梁͈支点̦無̩̹̈́̽場合́
͜Ȃ直交̳ͥ長辺方向基礎梁ͬ剛強
̳̭ͥ͂́ͅȂ床ͬ支え̭̦ͥ͂́
̧ͥ͢うͅ計画̱̹ȃ
以上ͤ͢ͅȂ敷地͈特性ͬ最大限生
̥̱̾̾Ȃ十分̈́安全性ͬ確保̱̹
建物̧̳̭̦̹͂ͥ͂́ȃ

日建設計版構造ヘルスモニタリングシステム（NSmos）の開発
1．システムの特徴
建物内ͅ地震計Ȫ加速度Γン΍ーȫ
ͬ設置̱Ȃ得̹ͣͦΟーΗ̥ͣ建物
͈揺ͦや被災度ͬ即時ͅ把握̧́ͥ
ΏΑΞθͬ開発̱̹ȃ地震発生後̳
̪ͅ被災度判定τεーΠͬ提供̧́Ȃ
通常時͉κΣΗー̀ͅ建物͈揺ͦͬ
監視̧́ͥȃ
被災度判定ͅ際̱Ȃ構造設計者̦建
物̮͈͂構造特性ͅ応̲̹判定値ͬ
設定̳̭ͥ͂́Ȃͤ͢正確̈́判定ͬ
提供̧̭̦́ͥ͂最大͈特徴́あͥȃ
すしじせ年 ず月̥ͣ実用化ͬ開始̱Ȃ高
層建物Ȃ免震建物̈́̓複数棟ͅ設置
̯ͦ̀いͥȃ

2．開発の経緯
構造設計͉Ȃ想定̱̹仮想地震͈揺
ͦや強̯ͬ͂͜ͅ行う̦Ȃ実際͈地
震発生時ͅ設計者͈想定通ͤͅ建物
̦揺̹͈̥ͦȂ検証ͬ行う̭͉͕͂
̧͂ͭ̓́̀い̈́いȃ
すししず年ͅ完成̱̹日建設計東京Ϋσ
͉ͅ建物内外各所ͅ地震計̦設置̯
̤ͦ̀ͤȂ東北地方太平洋沖地震͈
際͜ͅ設計時ͅ想定̱̹通ͤͅ建物
̦揺̹̭ͦ͂ͬ確認̧́̀いͥ※ȃ

̭͈͢う̈́分析や被災度͈簡易判定
̦地震後瞬時ͅ提示̧́ͦ͊Ȃ避難
指示や建物͈継続使用͈判断ͬ迅
速・的確ͅ行えͥ͢う̈́ͥ͂ͅ考えȂ
開発ͬ進̧̹͛̀ȃ
※ 榊原他Ȉすしじじ年東北地方太平洋沖地震ͬ受̫̹

日建設計東京Ϋσ͈地震記録く̷͈ じ ぐ～く̷͈

ず ぐこ日本建築学会学術講演梗概集こすしじす

3．実建物による精度確認
すしじ「年じす月ͅ防災科研́実施̯̹ͦȂ
EごΟͻέͿンΆ͈じし階建̀べな造建
物͈震動実験ͅふぺmosͬ搭載̱Ȃ被災
度判定結果̤͢び分析方法̦高い精
度́あ̭̦ͥ͂確認̧̹́ȃ
現在͜Ȃ新機能ͬ追加̳ͥ̈́̓開発
ͬ進͛̀いͥȃ

1階ロビーからの眺望

1,0003,000 

架構重心位置基礎梁支点位置 

7.0m 

崖位置
ロビー上の架構を鉄骨とし軽量化

長手方向：約160m、柱：約5.0mピッチ

コンストラクションジョイント（3か所）

7.0m 3.5m 

跳ね出し架構の軸組図

建物外観 構造モデル図
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NSmos の分析結果 

防災科研の分析結果 

E-ディフェンスでの実験の様子

最大層間変形角分布
（基礎固定、JMA神戸波25％） 判定レポートの例（簡易レポート）



青
年
技
術
者

28 建築と社会　 2017.06

 
 

【面外】

【面内】 スウェイ

スウェイ
EXP.J 

EXP.J 

6F 

3F 

北 南 

EXP.J

EXP.J

スウェイ

スウェイ

6F 

3F 

西 東 

新本館 

既存躯体利用

高圧噴射撹拌式
地盤改良 

約 12mの跳ね出し架構

N

竹中式座屈補剛ブレース
      （3,4,11F） 

TSP合成壁

基礎底盤

1FL

MB1

B1
B2

2FL

3FL

4FL

5FL

6FL

7FL

8FL

9FL

10FL

11FL

RFL

8,
60
0

4,
90
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
4,
90
0

6,
20
0

13
,5
68

オイルダンパー
（1,2F） 

CFT 柱
吊り材

座屈補剛 
ブレース架構 
（平面的剛性  
バランス確保）

純ラーメン架構
（長周期化によ
る地震力低減）

座屈補剛 
ブレース架構 
（補強部材の 
強制変形、応力
低減） 

オイルダンパー
付ラーメン架構
（集中的な減衰
付加） 

EXP.Jスウェイ

スウェイ EXP.J

 

免震 
（弾性すべり支承） 

8FL

7FL

6FL

5FL

4FL

3FL

2FL

1FL

B1FL

B2FL

底盤下端

スラブとの接続部

EXP.J

補強 RC 柱 

EXP.J

既存外壁 
保存部 

スラブとの 
接続部 

免震 
（弾性すべり支承） 

つなぎ材（線すべり支承）
補強柱

※

75
0

93
0

3 00

すべり板

新設本体梁

拘束
（面外）

自由
（面内）

構造部門

田
た
中
なか
健
けん
嗣
じ

生年月日　1982年 9月大阪府生まれ
最終学歴　2007年神戸大学大学院
　　　　　自然科学研究科
　　　　　建築学専攻修士課程修了
業務経歴　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　2008年～大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　ボージェスト中央漁具本社
2011年　 関西国際空港第 2ターミ

ナルビル
2013年　イオンモール京都桂川
2015年　 大阪商工信用金庫新本店

ビル
2016年　大丸心斎橋店本館
2017年　京都東山計画

■青年技術者のことば

構造設計者͈職務͉Ȃ建物ͅ応̲

̹必要性能や課題ͬ把握̱Ȃ時代

ͅ合̹̽解決法ͬ見̫̭̾ͥ͂́

あͥȃ̭ͦͅ対̱̀Ȃ私̷͉͈解

̦誰͜経験̱̹̭̦͂無い͈́͜

あ̽̀͜Ȃ建築主や社会͈ΣーΒ

ͬ満足̵̯ͥ最適解́あͥ͂判断

̱̹場合͉ͅȂ既成概念ͅ捉わͦ

̴Ȃ̷͈解決法ͅ挑͚̭͂ͬ信条

̱͂̀いͥȃ̹̺̱Ȃ新規性͈あ

ͥ解決法͉Ȃ常ͅ安全性や機能性

ͬ慎重ͅ検証̳ͥ必要̦あͥȃ̷

͈̹͛Ȃ既往͈設計技術や研究成

果ͅ加えȂ最新͈構造技術͈習得

ͅ努͛ͥ͂͂͜ͅȂ生産現場ͬ積

極的ͅ経験̳̭ͥ͂́Ȃͤ͢造ͤ

や̳̩Ȃ高い品質̦確保̧́ͥ技

術ͬ日々学ͭ́いͥȃ

幸い̭̈́͂ͅȂ私̦̭ͦ́͘携

わ̧̹̽̀建物͉Ȃ巨大̈́商業施

設や空港Ȃ著名̈́建築家͈͂協業

̈́̓Ȃい̴ͦ͜街創͈ͤ中核͂̈́

ͤȂ永年ͅ渡̽̀周囲ͅ大̧̈́影

響ͬ与え͈ͥ́͜あͥȃ私̦携わ

̧̭̦̹͈͉ͥ͂́構造設計͂い

う一分野́あ̹̦̽Ȃ建物ͬ成立

̵̯Ȃ安心安全̈́社会ͬ創̹ͥ͛

ͅ無̩͉̀̈́ͣ̈́い分野́あͤȂ

安全性ͬ提供̳̭ͥ͂́社会ͅ大

いͅ貢献̧̹́͂考え̀いͥȃ

今後͜構造設計ͅ限̴ͣȂ常ͅ社

会や街̩̿ͤ͂いう広い視野ͅ

立̽̀Ȃ最適̈́技術ͬ開発̱Ḁ̑

̾常ͅ謙虚̈́姿勢́安全性や機能

性ͬ検証̱̦̈́ͣȂ技術ͬ展開́

̧ͥ人材ͅ成長̱̹いȃ

■すいせん者

上田博之

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

設計部ȁ構造部長

ハイグレードの構造安全性と既存外壁保存を両立できる構造計画の立案と実施
～大丸心斎橋店本館～
1．建築概要
関西最大級͈繁華街́あͥ心斎橋́
たず年ͅ渡ͤ親̧̱̹ͦ̀͘大丸心斎
橋店ͬȂ高̯約そしm͈新本館̱͂̀
再生̳ͥ計画́あͥȃ
新本館͉御堂筋側͈既存外壁ͬ保存
̳ͥ͂͂͜ͅȂ新̹ͅ追加̳ͥ高層
部ͬΓΛΠΨΛ·̱Ȃ保存外壁͂景
観的調和ͬ図̽̀いͥȪ図じȫȃ
本計画͉新̱い心斎橋店͈創造͢ͅ
ͤȂ地域͈競争力向上や新̹̈́賑わ
い創出ͬ図ͥ͂͂͜ͅȂ建物͈安全
性͈向上や歴史的価値̦高い建築͈
継承ͬ通̲̀Ȃ地域͈発展ͅ貢献ͬ
目指̳͈́͜あͥȃ

2．構造設計概要
旗艦店舗ͅ相応̱い安心・安全性͈
ΈτーΡͬ確保̱̦̈́ͣȂ既存外壁
͈保存͂いう特徴的̈́建築主要望ͬ
実現̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ
̷̭́Ȃȶ既存外壁ͬ安全̥̾合理
的ͅ保存̱Ȃ旧本館͈様ͅ長年ͅ
渡̽̀使用̯ͦȂ旗艦店舗ͅ相応̱
い構造安全性͈建物ͬ提供̳ͥȷ̭
͂ͬ΋ンΓίΠ̱̹͂ȃ
2. 1　既存外壁の合理的な補強計画
既存外壁͉べな造͈柱梁壁ͬ支持材͂
̱̀い̹̦Ȃ今回͈建替え工事͢ͅ
ͤ既存躯体̦解体̯̹ͦͥ͛Ȃ支持
̳ͥ架構ͬ新̹ͅ計画̳ͥ必要̦生
̲̹ȃ̷̭́Ȃ仕上̬種別͈切替

え階́あͥ ず こ そ階́水平ͅ切断̱Ȃ
EみPさJͬ設̫̀外壁及び̷͈支持架
構ͬ ず分割̳ͥ案ͬ考え̹ȃ本案͉
外壁͈意匠性͈保存͂いうΣーΒͬ
満足̧́Ḁ̑̾構造的͜ͅ ず こ そ階
τασ́地震時ͅΑ;Ϳͼ̳ͥ機構
̱͂Ȃ本体ͥ͢ͅ強制変形ͬ受̫̈́
い合理的̈́架構́あͥȪ図す こ ずȫȃ
̭͈架構ͅ対̱Ȃ既存外壁背面ͅべな
造͈補強柱梁͂壁ͬ設̫Ȃ 「 こ ぞ階
床́本体͂接続̵̯̹Ȫ図 せȫȃ
次ͅȂ外壁͈仕上̬̦石̈́̓́非常
ͅ重い̭͂ͬ考慮̱ȂEァpさJ́分割
̯̹ͦ柱間ͅ弾性̳͓ͤ支承ͬ設̫
̹ȃ̭ͦͤ͢ͅȂ鉛直荷重͉下部柱
ͅ伝達̧̦́ͥȂ水平荷重͉伝達̵
̴Ȃ接続̱̹Αρήͬ通̲̀本体́
負担̱̀いͥȪ図せȫȃ
̹͘Ȃ̯ͣ̈́ͥ安全性向上͈為Ȃ中
間部分͈下端͉ ず階́線̳͓ͤ支承
ͤ͢ͅ本体͂接続̵̯̹ȃ̭͉ͦȂ
面内͉ͅ滑̽̀固定̵̴ͬȂ面外方
向͈͙変形ͬ拘束̳͈ͥ́͜Ȃ既存
外壁͈剛性̦高い面内方向͉ͅȂ本
体͈͂接続ͥ͢ͅ強制変形̦既存外
壁ͅ生̲̈́い͢うͅ配慮̱̀いͥȃ
面外方向̾ͅい͉̀Ȃ本体 ず こ せ階
ͅήτーΑͬ集中配置̳̭ͥ͂́Ȃ
変形ͬじざ「しし以下ͅ納͛Ȃ強制変形
̦生̲̀͜外壁仕上̬͈剥離・剥落
̦生̲̈́い計画̱̹͂Ȫ図せ こ「ȫȃ
設計͉静的荷重͈他Ȃ既存外壁̦平
面的ぼ形配置́あ̹ͥ͛Ȃ面外変形

時͈͇̲ͦ挙動̦許容範囲́あ̭ͥ
͂ͬ立体応答解析ͤ͢ͅ確認̱Ȃ十
分̈́安全性ͬ確保̱̹ȃ
2. 2　 高い安全性を確保し既存外壁

補強と整合した架構計画
そしmͬ僅̥ͅ下回ͥ建物高̯́あͥ
̹͛Ȃ超高層建物͂同等͈耐震性能
ͬ確保̳̭̱ͥ͂͂Ȃ保有水平耐力
͈安全率じさ「倍͂Ȃ告示波ͬ用い̹
時刻歴応答解析̤ͅい̀層間変形角
じざたし以下Ȃ塑性率 す以下ͬ目標耐震
性能̱͂̀設定̱̹ȃ
̭͈性能ͬ満足̵̯ͥ計画̱͂̀Ȃ
下記͈架構ͬ立案̱̹Ȫ図「ȫȃ
Ⱥ じ こ す階Ȼ直上 す層͈剛性̦高い̹
͛ȂΕέΠυーワーΑΠーςー͈視
点́΂ͼσΘンΩーͬ設̫Ȃ集中的
̈́減衰付加ͤ͢ͅ応答低減ȃ
Ⱥ ず こ せ階Ȼ既存外壁補強部材̦接続
̳̹ͥ͛Ȃ補強部材ͅ生̲ͥ強制変
形ͥ͢ͅ応力ͬ低減̧́ͥ͢うͅȂ
座屈補剛ήτーΑͬ配置ȃ
Ⱥ 「～じし階Ȼ長周期化ͥ͢ͅ地震力
低減͈為Ȃ純ρーιン架構ͬ採用ȃ
Ⱥじじ階Ȼ北館͈͒跳͇出̱通路ͬ吊
̹ͥ͛配置̱̹ήτーΑ͂平面的剛
性ΨρンΑͬ確保̧́ͥ͢うͅȂ座
屈補剛ήτーΑͬ配置ȃ
̭͈͢うͅ各階͈目的ͅ応̲̀最適
化̱̹架構ͬ計画̱Ȃ目標耐震性能
ͬ満足̵̯ͥ事̧̦̹́ȃ

図1　新本館パース 図 2　地震時の動き（概念図） 図 3　模型での効果確認

図 4　既存外壁補強の概要 図 5　構造概要
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生年月日　1985年 1月大阪府生まれ
最終学歴　 2009年京都工芸繊維大学

大学院　工芸科学研究科
造形工学専攻

業務経歴　2009年㈱安井建築設計
　　　　　事務所入社
　　　　　 現在、大阪事務所構造部 

主任
●担当した主なプロジェクト
2010年　トラスコ中山　姫路支店
2011年　 山辺広域行政事務組合消防

庁舎
2013年　 チュチュアンナグループ　

本社ビル
2014年　小野薬品水無瀬研究所
2015年　常翔学園　梅田キャンパス
2016年　大阪国際大和田幼稚園

■青年技術者のことば

構造設計͂いう立場̥ͣ建築ͅ向

̧合う̧͂Ȃ̴͘ȶ安全ȷ́あͥ

̭͉͂大前提̱͂̀Ȃ̷͈上́建

築主͈要望事項や予算Ȃ他部門設

計者͈設計意図やΟΎͼンͼιー

ΐȂ周辺地域や社会͈要望Ȃ̹͘

建築ͅ関わͥ人々͈想い̺ͬ̓ͦ

̫実現̵̧̯̭̦̥ͥ͂́ͥȂ̷

̷̱͈̀ͦͣ要望ͬ越え̹先ͅあ

ͥȂͤ͢魅力あ͏ͦͥ建築ͬ実現

̳̭̦ͥ͂構造設計͈醍醐味́あ

ͥ͂感̲̀いͥȃ

今回紹介̳ͥ建物͉ͺΩτσιー

΃ー͈本社Ϋσ͂いう̭͂͜あ

ͤȂ΋ーετーΠͼιーΐ͈発信

̷̭͂́働̩人々͂̽̀ͤ͢ͅ快

適̈́空間̦実現̧́ͥ͢うȂίυ

ΐͿ·Π関係者͈̭̺わ̦ͤ随所

ͅ込̹͛ͣͦΟΎͼン͂̈́̽̀い

̹ȃ̷͈̹͛ͅȂ構造設計ͬ担当

̳ͥ筆者̷͈͜意図ͬ汲͙取ͤȂ

̷ͦͅ͏̯わ̱い構造計画・構造

設計͂̈́ͥ͢う打合̵͂検討ͬ重

̧͇̹̀ȃ

̷͈結果Ȃ建物͈安全性ͬ確保̱

̾̾Ȃ意匠設計者̦当初思い描い

̀い̹ͼιーΐ̱̥ͬ̽ͤ͂ͺ;

ΠίΛΠ̧̳̭̦̹ͥ͂́͢うͅ

思うȃ

今後͈設計̤ͅい̀͜ȂίυΐͿ

·Π̮͂ͅ求͛ͣͦͥ条件Ȃ他部

門設計者͈設計意図͂向̧合いȂ

̷͈΋ンΓίΠや想い͈純度ͬ下

̬̭̩ͥ͂̈́建築物ͅ反映̵̯ͣ

ͦͥ͢う̈́ΟΎͼンͬ目指̱̀い

̧̹い͂考え̀いͥȃ

■すいせん者

山浦晋弘

㈱安井建築設計事務所

構造部ȁ部長

想いのその先にあるものをカタチに　チュチュアンナグループ本社ビル
1．建物概要
本建物͉地上 た階Ȃ塔屋 じ階͈ͺΩ
τσιー΃ー͈本社Ϋσ́あͥȃ計
画地͉大阪城͈南東ͅ位置̱Ȃ計画
敷地東側͉幹線道路́あͥ玉造筋ͅ
面̱̀いͥȃ
図 じͅ じ階平面図ͬ示̳ȃ敷地形状
͉北東角͈隣地͈関係́L字形́あ
ͥȃ南側ͅιͼン͈執務ΑβーΑͬ
配置̱Ȃ建物北西方向͈大阪城天守
閣͒向̥̽̀放射状͈平面形状̱ͬ
̀いͥȃ東西方向͈ΑΩン͉そさしm×ぞ
＝せすさしmȂ南北方向͈ΑΩン͉じずさすmȂ
ずさそ～じたさ「mȂすさせmȂせさぞ「ḿあͥȃ

2．構造計画概要
みȪ桁行ȫ方向͉そさしm͈ ぞΑΩンȂむ
Ȫ梁間ȫ方向͉せさぞ「～じたさ「m͈鉄骨造純
ρーιン架構́あͥȃ
ιͼン͈執務空間͂̈́ͥ南側͉Ȃ
じずさすm͈ΑΩン͈無柱空間̱͂̀Ȃ北
側͈裏方͂̈́ͥ΋ͺ周͉ͤΑΩン
せさぞ「ḿ計画̱̹ȃ構造種別͉鉄骨造
ͬ採用̱̹ȃ
架構形式̾ͅい͉̀Ȃ計画建物͉事務
所Ϋσ́あͤ執務ΑβーΑͬέτ΅Ώ
ήσ̈́空間̳̭̦͂ͥ͂求̹͛ͣͦͥ
͛Ȃ純ρーιン架構ͬ採用̱̹ȃ
基礎͉独立έーΙンΈ͈杭基礎̱͂Ȃ
ぺのL－じださしm付近ͅ分布̳ͥふ値そし以上
͈礫混̲ͤ砂層ͬ支持層̳͂ͥ場所
打̻΋ン·ςーΠ杭̱͂̀いͥȃ
構造躯体͈構成ͬ図すͅ示̳ȃ

3．2つの軸線（平面計画）
本計画固有͈条件͉す点́あͥȃ
ӱ 本社Ϋσ̱͂̀企業͈顔̹͂̈́ͥ
͛Ȃ周辺道路͈͂関係性ͅ留意̳
ͥ必要̦あͥȃ̩͂ͅ敷地東側ͬ
通ͥ玉造筋͉交通量̦多̩Ȃ正面
性ͅ配慮̳ͥȃ

Ӳ 建築主͈希望́敷地͈北西͈方角
ͅあͥ大阪城天守閣ͬȂ執務室
Ȫ特ͅ社長室ȫ̥ͣ望̭͛ͥ͂ȃ

̭͈ͦͣ条件ͬ満̹̳͈̱͂̀͜Ȃ
長方形平面や扇形平面͈案ͬΑΗ
Οͻ̱̹̦Ȃ̷̸ͦͦ長所短所͂̈́
ͥ部分̦あ̹̽ȃ̷̭́長方形͂扇
形ͬ合わ̵̹平面Ȫ図ずȫͬ考え̹ȃ
̭ͦͤ͢ͅȂ玉造筋͈͒正面性ͬ確
保̱̾̾Ȃ大阪城天守閣͈͒眺望͜
確保̧̳̭̦ͥ͂́ͥȃ̭う̱̀Ȃ
東西南北ͅ沿うみこむ軸ͅ加え̀Ȃ大阪
城天守閣ͅ向̥う軸͂いう す͈̾軸
線ͬ̾͜平面計画͂決̹͛ȃ
̭ͦͅ対応̳ͥ構造架構̱͂̀長方
形͂扇形Ȃ三角形ͬ組͙合わ̵̹い
̩̥͈̾ΩΗーン͂水平力͈大部分
ͬ負担̳ͥιͼン架構͈ͬ̓͢うͅ
構成̳̥ͥ͂いうΑΗΟͻͬ行̹̽ȃ
最終的ͅ南側ͅ配置̳ͥ執務Αβー
Α͈使いや̳̯ͬ考慮̱̀Ȃ南側ͬ
長方形͂三角形ͬ組͙合わ̵̹ιͼ
ン架構̱͂Ȃ北側͈΋ͺ部分ͬ΍ή
̱͂̀構成̳̭̱̹ͥ͂ͅȃȪ図せȫ
柱͈形状̾ͅい͉̀Ȃ執務ΑβーΑ
ͅ出̩̀ͥ柱͉視覚的͜ͅ応力的ͅ
͜方向性͈̈́い円形̱͂Ȃ΋ͺ部分
̾ͅい͉̀小̯̈́Αβーᾼ納ͤ͘
や̳い͢う角形̱̹͂ȃ

4．軽快な塔屋
建築主̥ͣ屋上͉簡易̈́ΩーΞͻー
ͬ行えͥΑβーΑ̱̹͂い͂いう要
望̦あ̹̽ȃ̷͈̹͛Ȃ階段室͈塔
屋͉軽快̈́印象͈ΟΎͼン̳̭͂ͥ
͂ͬ決̹͛ȃ̷͈̹͉͛ͅȂ屋根͉
͓̩̈́ͥ薄̩Ȃ柱͉͓̩̈́ͥ細̩̳
ͥ必要̦あ̹̽ȃ
塔屋͈架構͈考え方ͬ図 「ͅ示̳ȃ
円盤形状͈屋根Ȫ直径約じしmȫͬ̈́
͓̩ͥ薄い͈̱͂̀͜設計̱͢う͂
̱̹時ȂέρΛΠΑρή̳͂ͥ案̦
思い̩̾ȃ̱̥̱Ȃ塔屋͈屋根͉ͅ
建築主͈΋ーετーΠζー·Ȫ図
そȫͬͼιーΐ̱̹ΠΛίρͼΠͬ
設̫̹い͈͂要望̦あ̹̽ȃ̷̭́Ȃ
はごじぞ「×じぞ「×ぞさ「×じじ͈鉄骨梁ͬȂ八
角形ͬ三角形́分割̱̹形状ͅ架̫

͈̱̹ͥ͂͜ȃ̷う̳̭ͥ͂ͤ͢ͅ
梁̧͈̳間ͬ΋ーετーΠζー·ͬ
模̱̹ た͈̾円形͈ΠΛίρͼΠ͂
̱̀利用̱Ȃ意匠ΟΎͼンͅ合致̯
̵̧̭̦̹ͥ͂́ȃ
鉛直部材̾ͅい͉̀Ȃ̴͘΋ーε
τーΠζー·͈ た͈̾円ͅ合わ̵̀
た本͈円形鋼管̳̭̱̹͂ͥ͂ͅȃ
̷̱̭͈̀ͦͣ柱͓̩ͬ̈́ͥ細い͜
͈̳̹͂ͥ͛ͅȂ目̧̩̾ͅͅい設
備機械置場ͅ面̳ͥ場所ͅ独立べな壁
Ȫ厚̯す「しmmȫͬ設置̱̀塔屋͈水平
力̳͓ͬ̀負担̵̯̭̱̹ͥ͂ͅȃ
̷う̳̭ͥ͂ͤ͢ͅȂ柱͉͕͖鉛直
力͈͙ͅ対̱̀設計̳̩ͦ͊̈́ͥ͢
̹͛Ȃ極力細い͈͜Ȫじずださたφȫ̳͂
̧̭̦̹ͥ͂́ȃ

5． コーポレートイメージを
前面に打ち出す外装材

本社Ϋσ̱͂̀企業ͼιーΐͬ強̩
ͺάーσ̳̹ͥ͛ͅȂ南側͈外壁͉
΋ーετーΠζー·形͈窓ͬ じ層辺
ͤ す段̴̾́千鳥配置ͅ並͓̹ΟΎ
ͼン̱̹͂いȂ͂意匠設計者̥ͣ要
求̦あ̹̽ȃ
のべな͈ΩΥσ割ͤͬ複数案検討̱̹結
果Ȃ水平目地ͬや͛ͥ発想転換̱ͬ
̀Ȃ斜͛ͅ目地ͬ設̫ͥ案Ȫ図ぞȫͬ
提案̱̹ȃ̧ͦいͅ割ͦͥ上ͅȂ建築
主̦下着等ͬ中心ͅ扱うͺΩτσιー
΃ー̺͂いう̭͂͜あͤ繊維̦編͙
̭̹ͦ͘͢う̈́外観̈́ͥ͂ͅ考え̹
̥ͣ́あͥȃ̭͈案͉最終的ͅ意匠
設計者͜ͅ受̫入̹ͦͣͦȃȪ写真じȫ

図 1　1階平面図

図 3　平面形状

図 4　構造架構イメージ

図 2　構造躯体の構成

塔屋の水平力を処理するRC壁 
塔屋鉄骨柱

コーポレートマークをイメージした
8つの円形のトップライト 水平力を 

負担するRC壁 
円形の屋根 

写真 1　施工中のパネル裏側

図 7　パネルの割り形状案

パネルの割り

（約1km北西に）
大阪城天守閣

図 6　コーポレートマーク

図 5　塔屋の架構鉛直力を負担するS柱  
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生年月日　1983年12月愛知県生まれ
最終学歴　2008年京都大学大学院
　　　　　工学研究科修了
業務経歴　2008年㈱大林組入社
　　　　　 2008年大阪本店構造設計部
　　　　　 2012年九州支店構造設計部
　　　　　 2014年大阪本店構造設計部
●担当した主なプロジェクト
・フレイザーレジデンス南海大阪
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・堂島ザ・レジデンスマークタワー
・パークタワー北浜
・JRJP博多ビル
・（仮称）新南海会館ビル

■青年技術者のことば

じし年弱͈΅λςͺͬ通̱̀様々̈́

規模͈建物ͬ設計̳ͥ機会ͬ頂̧

̱̹͘ȃ設計̱̹建物̦人͈流ͦ

ͬ変えȂ新̱い空間や価値観̦都

市͈中ͅ浸透̱文化ͬ創͈ͥͬ感

̲̭̦ͥ͂出来̱̹͘ȃ̷ういう

仕事ͅ恵̹̭ͦ͂ͬ͘嬉̱̩思う

͈͂同時ͅȂ設計者̱͂̀ͤ͢価

値͈あͥ建物ͬ後世ͅ残̱̩̀͠

責務̦あͥ͂感̲̀い̳͘ȃ

超高層建物͈設計̈́̓最先端͈技

術ͬ扱う̭͂ͅ魅力ͬ感̲̀構造

設計ͬ志̱̱̹͘ȃ技術者̱͂̀

知識や技術ͬ磨い̀日々͈研鑽ͬ

積͚̭͂Ȃ設計者̱͂̀意匠・構

造・設備・施工̈́̓多̩͈関係者

͂協力̱̀良い͈ͬ͜作ͥ気持̻

͂情熱ͬ大切̱̀ͅい̳͘ȃ

近年͉́社会的̈́要求͈高ͤ͘͜

あͤ構造設計者̦̤客様͈前ͅ立

̻建物͈性能ͬ説明̳ͥ機会̦増

え̀い̳͘ȃ地震国́あͥ日本ͅ

̤い͉̀同̲΋ΑΠ́高い耐震性

能ͬ持̾建物ͬ設計̱Ȃ構造設計

者̦責任ͬ持̽̀建物͈性能ͬ分

̥ͤや̳̩̳̭̦̤ͥ͂客様͈安
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外観パース

西口広場外観パース

●はじめに
本建物͉南海会館Ϋσ͈建替計画́
̳ȃ建設地͉̈́ͭ͊΀ςͺ͈中心ͅ
位置̱Ȃ̈́ͭ͊Ωー·ΑȂ̈́ͭ͊
なばほむȂ髙島屋大阪店Ȃ戎橋筋商店街
͈̈́̓多様̈́商業施設͂̈́ͅわ͈食
文化や文楽・演芸͈̈́̓伝統芸能̦
集積̳ͥ観光͈拠点̱͂̀発展̱̀
̧̹場所̳́ȃ建替ͬ行うく仮称ぐ新
南海会館Ϋσ͉̈́ͭ͊Ηーη΢σͅ
直結̳ͥずし階͈高層複合Ϋσ́低層
͉ͅ商業施設Ȃ高層部͉ͅ΂έͻΑ
ͬ設̫Ȃ中層部̤͢び低層部͉ͅ΃
ンέ͹τンΑȂιΟͻ΃σΓンΗー
̦̈́̓配̯̳ͦ͘ȃ̈́ͭ͊΀ςͺ͈
特性や資源ͬ生̥̱̹新̹̈́価値ͬ
創造̳ͥ建物͂̈́̽̀い̳͘ȃ
敷地͉く仮称ぐ新南海会館Ϋσͬ含͚
ぞ͈̾建物́ じ͈̾街区ͬ形成̱̀
い̳͘ȃ各棟͉構造上EみPさJ́分離̱
̀い̳̦͘Ȃ建築計画上͉ じ͈̾建
物̱͂̀動線計画ͬ行̤̽̀ͤȂ新
南海会館Ϋσ͈新築工事ͅ合わ̵̹
多数͈接続工事ͬ行̽̀い̳͘ȃ

●構造計画
上部構造͉鉄骨造Ȫ柱なねほȫ͈両方向
ρーιン架構̳́ȃ曲̬変形抑止͈
̹͛Ȃ中間機械室͂最上階̷̸ͦͅ
ͦασΠΠρΑ͂ΧΛΠΠρΑͬ配
置̱Ȃ層間͈制振部材̱͂̀΂ͼσ
ΘンΩー̤͢び座屈拘束ήτーΑ͂Ȃ
建物頂部ͅ地震̤͢び風ͅ有効̈́ζ
ΑΘンΩーͬ併用̱̹制振構造̳́ȃ

どなP͈観点̥ͣ長周期ͬ含͚大地震
時͈揺ͦͬ低減̳̹ͥ͛大質量Ȫ約
すそししtonȫȂ大振幅͈ζΑΘンΩーͬ
設置̱̀い̳͘ȃζΑΘンΩー͂制
振ΘンΩーͬ組合̵̭ͥ͂ͤ͢ͅ大
地震時͈層間変形角ͬ約じざじずずrよる以
下ͅ抑えȂワンρン·上͈耐震性能
ͬ確保̱̀い̳͘ȃ

○変動軸力への対策
短辺方向͈ͺΑβ·Π比͉約「させ͂
̤̈́̽̀ͤȂ地震時͈変動軸力̦大
̧̩̈́ͥίυεーΏοン̳́ȃͺΑ
β·Π比͈͒対策̱͂̀上部架構ͅ
̤い͉̀機械室ͬ利用̱̀ασΠΠ
ρΑ͂ΧΛΠΠρΑͬ設̫曲̬変形
ͬ抑止̳ͥ計画̱̱̹͂͘ȃ
杭͈設計̤ͅい͉̀Ȃ変動軸力̦特
ͅ大̧̩̈́ͥ建物͈外周部͉ͅ必要
̈́支持力͂引抜抵抗力ͅ合わ̵̀大
̧̈́引抜抵抗̦期待̧́ͥ杭長͈長
い拡頭拡底杭ͬȂ変動軸力͈小̯い
建物͈内部͉杭長͈短い拡底杭̤͢
びΑΠτーΠ杭͈ ず種類͈杭ͬ使い
分̫̀い̳͘ȃ

○既存建物による制約
建物͈南側ͅ位置̳ͥ西口広場͉Ȃ
南海̈́ͭ͊駅͂̈́ͭ͊Ωー·Αͬ̾
̪̈́連絡通路͈上ͅ覆い̥̯͐ͥ͢
うͅȂ新築̳ͥ計画̤͂̈́̽̀ͤ既
存建物ͥ͢ͅ設計上͈制約̦多数あ
̱̹ͤ͘ȃ
新築建物ͬ支持̳ͥ柱͉既存建物ͬ
貫通̳̹ͥ͛Ȃ建築計画上͈支障̦

̩̈́Ȃ施工可能̈́位置ͬ意匠・構
造・設備・施工͂何度͜協議ͬ重͇
選定̱̱̹͘ȃ杭基礎͈計画̤ͅい
͉̀Ȃ杭ͬ既存建屋内́施工̳̭ͥ
̥͂ͣ通常͈重機̦使用̧́̈́い̹
͛Ȃ省ΑβーΆ͈施工̦可能̈́ほどは
工法ͬ用い̹場所打̻ΑΠτーΠ杭
̱̱̹͂͘ȃ̹͘Ȃ既存͈躯体̦あ
̹ͥ͛基礎梁͈設置͉困難́あͤȂ
柱͈応力ͬ直接杭ͅ伝達̳ͥΦン
έーΙンΈ工法Ȫぶふね工法ȫͬ採用̱
̱̹͘ȃ

○ 既存建物との接続にともな
う増改築工事

Ϋσ͈性格上Ȃ建物͈低層部͉ͅ他
棟͈͂接続̦多̩Ȃ耐震改修ͬ含͚
増改築工事̦多数あ̳ͤ͘ȃ意匠・
構造・設備・施工̦協力̱̀一̾一
͈̾課題ͬ解決̱̦̈́ͣ工事ͬ進͛
̀い̳͘ȃ

●おわりに
新築建物́あ̦ͤ̈́ͣ改修案件͈難
̱̯͜内包̱̤̀ͤȂ建築・設備・
施工͈理解͂協力̦重要́難易度̦
高いίυΐͿ·Π̱̹́ȃ大規模̈́
ίυΐͿ·Π́多数͈関係者̦い͘
̳̦Ȃ̤客様ͬ含̹͛皆̦良い͈͜
ͬ創̹ͤい͂いう情熱̦あͤȂ良い
雰囲気́取ͤ組ͭ́い̳͘ȃ
今後͜建築・設備・施工͂協力̱͢
い建物ͬ創̫̽̀ͥ͢͠う精進̱̀
い̧̹い̳́ȃ

意匠・構造・設備・施工の総合力で創る超高層複合ビル

■建物概要 
地上30階 
地下 2 階 
建物高さ 約148m 
延床面積 約84,000㎡ 
地上：鉄骨造 
地下：SRC造 

■制振装置 
マスダンパー 

+ 
座屈拘束ブレース 

+ 
オイルダンパー 

基礎：杭基礎 

■基礎 
外周：拡頭拡底杭 
内周：拡底杭 
   +ストレート杭

西口広場： 
ストレート杭 
TBH工法/ONF 工法 

構造計画 杭姿図

建物配置図

（仮称）新南海会館ビル（仮称）新南海会館ビル
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大型複合商業施設́あͥȂͼ΂ン
κーσ堺鉄砲町͈設備設計̤ͅい̀Ȃ
建築主͈想いͬ共有̱具現化̳̹ͥ
͛Ȃ建築主͈なぺべ́あͥȂ地域貢献ͬ
強̩意識̱̀計画̱̹ȃ

1．コンセプトの共有
ӱ地域͈ΑΠΛ·́あͥȂ下水再生
水͈有効活用ȃӲ地域電力ΟζンΡ
抑制͈̹͈͛ΟζンΡτΑεンΑΏ
ΑΞθȃӳ地域͈水資源͈有効活用ȃ
Ӵ地域住民͈憩い͈場͈提供͂Ȃ地
場産業͈活用ȃӵ近隣住民͈一時避
難所̱͈͂̀地域防災̥ͣȂ主要΋
ンΓίΠͬȪ図ご じȫ̱͂̀設定̱Ȃ
設備計画Ȃ設計ͅ取ͤ組̺ͭȃ

2．具体的な取り組み
2. 1　下水再生水の高度複合利用
地域͈ΑΠΛ·́あͥ未利用΀Υσ
Άー͈活用̳̹ͬͥ͛Ȃ下水再生水
ͬ温熱源̱̹͂給湯供給ΏΑΞθͬ
計画̱̹ȃȪ図ご すȫ給湯͈供給先͉Ȃ
一般飲食店舗΀ςͺ͂比͓Ȃ給水及
び給湯使用量変動幅̦小̯いέーΡ
΋ーΠ΀ςͺ͈Ξ΢ンΠͬ対象̱͂
̹ȃΏΑΞθ容量ͬ決定̳ͥ際Ȃ平
日͂休日͈給湯使用量͈差͂ȂͼΣ
Ώλσ΋ΑΠ͂ρンΣンΈ΋ΑΠ͈
費用対効果ͅ配慮̱̀計画̤̭ͬ
̹̈́̽ȃ休日ͬ基本使用量̱͂̀Ȃ
全͈̀給湯ͬ賄う計画̤̭ͬ̈́う͂Ȃ
平日ͅ対̱̀過大̈́設備̦必要͂̈́
̥ͥͣ́あͥȃ̹̺̱Ȃ休日͉給湯
供給温度̦低下̳ͥ可能性ͬ考慮
̱Ȃ供給先ͬΞ΢ンΠ͈΄Α給湯器
͈一次側̱̹͂ȃ̭ͦͤ͢ͅȂΓン
Πρσ給湯͈供給温度̦低下̱̀͜Ȃ
ξーΑεͼンΠ́安定的̈́給湯利用
̦可能͂̈́ͥȃ̹͘Ȃ給湯供給温度
͉Ȃ一般的̈́局所式΄Α給湯器͈一
次側流入温度ͅ上限Ȫせ「℃程度ȫ制
限̦あ̹ͥ͛Ȃη΅ΏンΈΨσή́
せし℃程度͈送水計画̱̹͂ȃ
2. 2　BEMS連携DRの採用

Ȫじȫ Ξ΢ンΠ参加型ΟζンΡτΑε
ンΑȪにべȫ

地域͈電力ΟζンΡ̦逼迫̱̹時ͅȂ
電力ΟζンΡ͈抑制ͅ貢献̳̹ͥ͛Ȃ
従来͈共用部͈͙͈消費電力削減́
͉̩̈́ȂΞ΢ンΠ参加型ΟζンΡτ
ΑεンΑͬ計画̱̹ȃ̭͈計画ͬ実
現̳̹͉ͥ͛ͅȂ多̩͈関係者͈協
力̦必要́あ̹̽ȃ私͉Ȃ各者͈協
力ͬ得̹ͥ͛ͅȂ取ͤ組͙͈背景̥
ͣȂ実現̵̯̹い̭͂́ͬ͘丁寧ͅ
説明̱Ȃ関係者ͅ協力̱̀頂̩̭͂
̧̦̹́ȃ多̩͈̮協力ͤ͢ͅȂΞ
΢ンΠ内͈照明͈細̥い回路分̫やȂ
調光Ȃ完全LEに化ȂΟζンΡτΑεン
Α時ͅ削減̳ͥ電源͈明確化等ͬ実
現̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ
Ȫすȫ特型内外融氷蓄熱ΏΑΞθ͈開発
ΟζンΡτΑεンΑ発令時ͅȂ消費
電力ͬ大幅ͅ削減̳̭ͥ͂ͬ実現̳
̹ͥ͛ȂΓンΠρσ熱源͈氷蓄熱槽
̥ͣ大放熱ͬ行いȂ他͈熱源機器ͬ
停止̳ͥ特型内外融氷蓄熱ΏΑΞθ
ͬ開発̱̹ȃ加え̭͈̀ΏΑΞθ͉Ȃ
従来͈蓄熱ΏΑΞθͬ改良̱Ȃ高効
率化͂小型化ͬ実現̱̹ȃ̭͈取ͤ
組͙̦評価̯ͦȂ国土交通省͈補助
金ȶ住宅・建築物省なぶす先導事業補助
事業ȷͬ獲得̱̹ȃ̹͘Ȃ下水再生
水͈熱利用̤ͅい͉̀Ȃ外気処理空
調機Ȃ給湯Ȃ氷蓄熱ΏΑΞθ͂段階
的ͅ利用̳ͥȂȶ熱͈΃ΑΉーΡ利
用ȷ̦評価̯ͦȂ経済産業省͈補助
金ȶ住宅・建築物省なぶす先導事業補助
事業ȷͬ獲得̱̹ȃ建築主͂共ͅ新
̱い事ͅΙλτンΐ̱̹̭̦͂Ȃ補
助事業͂̈́ͤ社会ͅ発表̯ͦȂ社会
貢献ͅ繋̦ͥ͂考えͥȃ
2. 3　水資源の有効活用
地域͈水資源ͬ有効活用̱Ȃ上水͈
使用量͈削減͂Ȃ̷ͦͅ伴う上水ͬ
精製̳ͥ΀ΥσΆー͈削減ͅ貢献̳
ͥ計画̱̹͂ȃ̭͉ͦȂ熱利用̱̹
後͈下水再生水͈一部ͬ取水̱Ȃぼね
膜処理͂塩素注入̳̭ͥ͂ͤ͢ͅȂ
便所洗浄水͂敷地内̵̵̨͈ͣ補給
水̱͂̀活用̳ͥȶ水͈΃ΑΉーΡ
利用ȷ́あͥȃ本ΏΑΞθ͈採用ͅ
ͤ͢Ȃ下水処理場́高度処理̱̹下
水再生水̦Ȃ本施設́便所洗浄水͂
̱̀活用̯̹ͦ後Ȃ下水放流ͤ͢ͅ
下水処理場ͅ還̭ͥ͂͂̈́ͤȂ水͈
地域循環ͬ構築̱̹ȃ
地域͈憩い͈場͈創出ͅ貢献̳ͥ敷
地内̵̵̨͈ͣ補給水͈水質͉Ȃ安
全Ȃ安心ͅ配慮̱Ȃ親水用水͈基準
ͬ参考̱͂Ȃ全͈̀項目ͬ満足̳ͥ
膜処理ΏΑΞθͬ採用̱̹ȃ

2. 4　歴史・憩い・地域貢献
歴史遺産́あͥ赤煉瓦建物͈周囲ͅ
地域͈憩い͈場̱͂̀創出̵̯̹ͦ
̵̨ͣ水路͉ͅȂ同市内͈工場́製
作̯̹ͦ水車ͬ設置̱̹ȃ水車͉Ȃ
大阪΀΋ΞΛ·ΌーσΡ賞ͬ受賞̱Ȃ
発電量̦優ͦ̀いͥ製品ͬ設置̱̹ȃ
̯ͣͅ水͈流ͦͅ外観͈楽̱̯͂音
ͬ付加̱̀Ȃ憩い͈空間ͬ演出̳ͥ
効果ͅ配慮̱̀選定̱̹ȃ̹͘Ȃ水
車͈発電͉ͅȂ水͈落差͈΀ΥσΆー
̦必要̹͂̈́ͥ͛Ą̵̵͈̑ͣ勾配計
画͉ͅ綿密̈́調整̤̭̹ͬ̈́̽ȃ
2. 5　一時避難所と地域防災貢献
地域住民͈安全・安心ͅ配慮̱Ȃ防
災͈一時避難所̳͂ͥ計画̤̭ͬ
̹̈́̽ȃ具体的͉ͅȂ耐震型ぺぼぺ製受
水槽ͬ採用̱Ȃ震災時́͜上水ͬ確
保̳ͥ可能性ͬ向上̱̹ȃ̹͘Ȃ長
時間対応非常用発電機́上水εンίȂ
排水εンίȂ防災ΓンΗー͈電源ͬ
確保̱Ȃ防災拠点̱͈͂̀機能ͬ備
え̹ȃ津波対応̱͂̀Ȃ ず階͈ͼ΂
ンγーσͬ一時避難場所̱͂̀計画
̱̹ȃͼ΂ンγーσ͈照明͉保安回
路̱͂Ȃͼ΂ンγーσ直近͈便所͉Ȃ
耐震型高架水槽̥͈ͣ供給̳̭͂ͥ
͂́Ȃ津波̦引̩́͘Ȫ想定 「時間
想定ȫ͈給水ͬ確保̱̹ȃ非常電源
͈確保͉Ȃ太陽光発電用΅νーΫ·
σ̥ͣ電源ͬ取得̧́ͥ͢うͅ非常
用ήτー΃ーͬ設̫Ȃ電源取出̱̦
可能̈́仕組͙ͬ取ͤ入̹ͦȃ

3．今後の展望
本ίυΐͿ·Π͉Ȃ建築主͂ίυ
ΐͿ·Πͅ関わͥ多̩͈方々̥ͣȂ
新̱い取ͤ組͙ͅ対̳ͥ協力ͬ非
常ͅ強̩感̲̹ȃ設備設計者̱͂
̀Ȃ建築主͂想いͬ共̱ͅȂ建物ͬ
作ͤ上̬̀い̩̭͈͂重要性ͬ再認
識̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ̹͘Ȃ新̱い
技術͈Ιλτンΐ̦実現̱Ȃ多̩͈
見学対応やȂ論文Ȃ学会͈́発表ͬ
̤̭̈́̽̀いͥȃ今後Ȃ年間ΟーΗ
͈検証結果ͬ発信̱Ȃ環境配慮技術
͈発展Ȃ地域貢献͂防災対応ͥ͢ͅ
安全・安心͈̻̩̿ͤ͘ͅ貢献̱̀
い̧̹いȃ̹͘Ȃ近年͉どばM͈取ͤ組
͙やȂ΋ンάνΞーΏο΢σΟΎͼ
ン͈汎用性͈拡大ͤ͢ͅȂ視覚的ͅ
͜分̥ͤ易い合意手法̦増え̧̹̀ȃ
建築主͂想いͬ共同̳ͥ手法̱͂̀Ȃ
最新͈技術ͬ習得̱Ȃ̳̳͈͘͘設
備技術͈発展ͅ臨͙̹いȃ

設備部門
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生年月日　1981年 5月広島県生まれ
最終学歴　 2004年職業能力開発総合

大学校生産機械工学科卒
業務経歴　2004年㈱竹中工務店入社
　　　　　2005年大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2006年　竹中工務店　松山営業所
2007年　滋賀銀行皇子山倉庫
2007年　イオンモール神戸北
2009年　りんくうシークル
2010年　イオンモール大和郡山
2010年　塩野義杭瀬レクチャー棟
2012年　 松谷化学　ドライスターチ

ミックス工場
2015年　大地化成兵庫工場
　　　　（原薬工場、研究所）
　　　　（危険物倉庫等）
2016年　イオンモール堺鉄砲町

■青年技術者のことば

設備設計者͉建築主͈ΣーΒͬ的

確ͅ捉えȂ想いͬ共有̱̀建物ͬ

作ͤ上̬ͥ事̦大切́あͥȃ想い

ͬ共有̳̹͉ͥ͛ͅȂ建築主͈求

͛ͥ期待以上͈環境配慮技術やȂ

安全・安心・快適̯ͬ実現̳ͥ提

案・説明ͬ丁寧̤̭̈́ͅいȂ十分

̈́理解ͬ得ͥ事̦重要́あͥȃ私

͉設備設計͈ίυέͿΛΏο΢σ

̱͂̀Ȃ建築主͈頼ͤ̈́ͥͅ存在

̭͂̈́ͥ͂́Ȃ共ͅ建物ͬ作ͤ

上̬ͥ関係̦構築̧́ͥ͂考え

ͥȃ̹͘Ȃ建築主͈期待以上͈環

境配慮技術͈設備計画̳̹ͬͥ͛

͉ͅȂ最新͈省΀ΥσΆー技術͈

積極的採用͈͙ͅ留̴ͣ͘Ȃ新̱

い技術ͅΙλτンΐ̳̭̦ͥ͂重

要͂考え̀いͥȃ̯ͣͅ新̱い技

術ͅΙλτンΐ̱̹情報ͬ社会ͅ

発信̳̭ͥ͂́Ȃͤ͢技術̦発展

̱Ȃ結果̱͂̀社会貢献ͅ繋̦ͥ

͂考えͥȃ

私͉本計画ͅ取ͤ組͚ͅあ̹ͤȂ

建築主͂共ͅ建物ͬ作ͤ上̬̭ͥ

͂ͬ意識̱̀Ȃ建築主͈なぺべ́あ

ͥ地域貢献ͬ中心ͅȂ新̱い技術

͈͒Ιλτンΐ͂省΀σΆー計画

ͅ取ͤ組̺ͭȃ̹͘Ȃ学会発表Ȃ

論文Ȃ見学対応̤̭ͬ̈́う̭͂

́Ȃ本計画͈技術ͬ社会ͅ発信̳

̭ͥ͂ͅ努̹͛ȃ

■すいせん者

椎葉隆代

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

設計部ȁ設備部長

イオンモール堺鉄砲町における設備計画

図-1　主要コンセプト 図-2　給湯供給システム概要

①行政との連携による
下水再生水の高度複合利用
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エコシェア
スポット構想
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再生水
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散水
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下水再生水
高度複合利用

④歴史・憩い・地域貢献

上水
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ミキシング
バルブ

40℃

60℃以上
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水
再
生
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チタン製
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排熱回収型
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⑤一時避難所としての
地域防災への貢献

③水資源の有効活用
照明・空調の省CO2技術
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先端生産施設̤ͅい̀市場͈ΣーΒ
や動向ͅ合わ̵̀生産計画Ȃτͼͺ
;Π計画ͬ変更̳̭͉ͥ͂珍̱̩̈́
いȃ̷͈際̺̫̓ͦͅέτ΅ΏΫς
Ξͻͬ持̹̽建築̤͢び建築設備́
あ̥̦ͥȂ̷͈変更ͅ柔軟ͅ対応́
̧̥ͥ否̥ͬ分̫ͥ重要̈́εͼンΠ
͂̈́ͥȃ今回Ȃ日亜化学工業㈱様͈
新Kごじ棟新築工事̤ͅい̀将来配管
ΑβーΑ͈最大化や将来拡張性͈高
い空調ΏΑΞθͬ実現̷̱̹͈͈́
内容ͬ紹介̳ͥȃ

1．建築主ニーズ
じ  ご じȫ空調ΏΑΞθ͉生産΀ςͺ
や天井内ͬ圧迫̱̈́い極力΋ンΩ
·Π͈̱̈́͂͜Ȃ生産用ξーΞͻ
ςΞͻ配管等͈将来敷設や延伸性
ͬ確保̳̭ͥ͂ȃ

じ  ご すȫ生産装置͈多様化̤͢びτ
ͼͺ;Π͈変更ͅ追従̳̹ͥ͛Ȃ
熱負荷͈Ψρ̧̾ͅ対̱έτ΅Ώ
ΫςΞͻ͈高い空調ΏΑΞθ̳͂
̭ͥ͂ȃ

2．将来配管スペース最大化
今回͈生産΀ςͺ͉·ςーンσーθ
̤͂̈́̽̀ͤȂ·ςーンσーθͬ
持̾他͈生産施設͂同様ͅ室内発生
熱負荷͉΋ͼσ付έ͹ンέͻσΗξ
ΣΛΠȪ以下Ȃねなねぼȫͬ設置̳ͥ計
画́あ̹̽ȃねなねぼ͉ͅ床置型Ȃ天井
΃ΓΛΠ型Ȃ天井内隠͔い型れtり…
͂複数͈種類̦あ̦ͥ床置̧̱̹ͅ
場合Ȃ生産΀ςͺ͈有効面積ͬ犠牲
̳̹ͥ͛ͅ今回͈場合͉不適́あͥȃ
̷͈̹͛今回͉天井΃ΓΛΠ型Ȃ天
井内隠͔い型́検討ͬ開始̱̹ȃ
従来Ȃ冷水ͬ熱源̳͂ͥねなねぼ͉冷水主
管ͤ͢ねなねぼ͈設置τασͬ下̬Ȃ管内
΀ͺ̦冷水主管ͅ戻ͥ͢うͅ高̯設
定̳͈̦ͬͥ一般的́あͥȃȪ図じȫ
̱̥̱̦̈́ͣȂ従来通ͤ配置̳ͥ͂
必然的ͅ梁下͈将来配管Αβーᾼ
ねなねぼ̦΀ςͺ的ͅ干渉̱̱̀͘いȂ
将来配管σーΠͬ限定̱̱̀͘うȃ
̷̭́今回͉梁成Ȫはじこしししmmȫ͈中
̤̯ͥ͘ͅ隠͔い型ねなねぼȪはぞししmmȫ

ͬ専用設計̱̀全̀ͬ梁͏̭͂ͧͅ
̤̯̭̱̹͛ͥ͂͂ȃȪ図すȫ
図 す͈ΟιςΛΠ̱͂̀Ȃねなねぼ̦΀
ͺ̺̱ͤ̈́̽̀͘͘ͅうȃ̷͈̹
͛Ȃ冷水還管接続部ͅ΀ͺ抜̧΋Λ
·ͬ設̫ねなねぼ本体͈ΡτンΩンͅ返
̳͢う設計̱̹ȃȪ写真じȫ

エア抜きコック

写真1　FCFUエア抜きコック

̹͘Ȃ前述͈通ͤ梁成じこしししmmͅ対
̱̀ねなねぼͬぞししmm̱͂Ȃねなねぼ上部ͅ
ずししmm͈·ςͺͬ設̫̹ȃ̭͉ͦ将
来上階̥͈ͣ排水管ͬねなねぼ直上͒設
̫̭̹ͥ͂̈́̽ͅ場合͜排水管̦敷
設可能̈́高̯設定̱͂̀い̭ͥ͂͜
εͼンΠ́あͥȃ

3． フレキシビリティの高い
空調システム

生産装置͈多様化̤͢び生産装置τ
ͼͺ;Π変更ͬ行う͂Ȃ室内͈熱
負荷ͅΨρ̧̦̾生̲̱̀͘うȃ̷
͈際Ȃ空調̦追従̧́̈́い͂生産΀
ςͺ͈環境̦維持不可能̱̈́̽̀ͅ
͘うȃ都度Ȃねなねぼ配置ͬςΫσΡ̳
͈ͥ͜現実的͉́̈́いȃ̷̭́今回

͉ねなねぼ̥ͣ天井面͈ぺとδΛ·Ά͘
͈接続ͅͺσηέτ΅ͬ採用̱Ȃ生
産装置͈負荷ͅ合わ̵̀接続̳ͥぺと
δΛ·Αͬ可変̵̯局所的̈́ぺと供給
̦可能͂̈́ͥΏΑΞθ̱̹͂ȃȪ図ずȫ
̹͘Ȃねなねぼ͉吐出圧一定制御̱͂Ȃ
ͺσηέτ΅Θ·Π͈延長やはEPと͈
目詰ͤ͘ͅ追従̧́ͥ制御̱͂管
理・運用面̤̫ͥͅ利便性向上͜実
現̱̹ȃȪ図せȫ

SA RA 
Pdt 

図 4　FCFU一定圧制御

ͺσηέτ΅Θ·Πͬ採用̱̹二次
的̈́効果̱͂̀将来大口径Θ·Πや
配管̦敷設̯ͦͥ場合́͜迂回̦容
易̹̈́̽ͅȃ̭ͦͤ͢ͅ熱負荷͈Ψ
ρ̧͈̾͒έτ΅ΏΫςΞͻ͂将来
配管ΑβーΑ͈確保ͬ両立̵̯̭ͥ
͂ͅ成功̱̹ȃ

4．今後の展望
今回͈取ͤ組͙͉建築主͈将来投資
計画͈可能性ͬ制限̵̴Ȃ建築主͈
今後͈ΫΐΥΑ͈可能性ͬ拡̬̭ͥ
̧̦̹͂́͂確信̱̀いͥȃ
̱̥̱̦̈́ͣȂ̭͈取ͤ組͙ͅ満足
̳̭̩ͥ͂̈́日々刻々͂変わͥ建築
主ΣーΒͬ的確ͅ捉えȂ既成概念ͅ
捕ͣわͦ̈́いなぺ͈高い空調ΏΑΞθ
や建築設備͈ΏΑΞθͬ提案・展開
̱̀い̧̹いȃ

設備部門

川
かわ
原
はら
圭
けい
貴
き

生年月日　1982年 7月広島県生まれ
最終学歴　 2006年東京理科大学大学

院 理工学研究科経営工学
専攻修了

業務経歴　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　2007年大阪本店作業所
　　　　　 2008年東京本社エンジニ

アリング本部
　　　　　2011年大阪本店作業所
●担当した主なプロジェクト
2007年　京都府総合病院
2008年　山梨県飲料水工場
2011年　高知県製紙工場
2014年　日亜化学工業新K-1棟
2016年　徳島県製薬工場

■青年技術者のことば

今回Ȃ私̦担当̱̹日亜化学工業

㈱様͈新Kごじ棟新築工事̤ͅい̀Ȃ

̺͘経験͈浅い設備技術者́あͥ

私̦電気・空調・衛生・ξーΞͻ

ςΞͻ͈全̀ͬ担当̧̹̭͉́͂

今後設備技術者̱͂̀非常ͅ大̧

̈́糧͂̈́ͥ経験́あ̹̽ȃ特ͅȂ

空調設備ͅ関̱̀既成概念ͅ捕ͣ

わͦ̈́い思想・発想́建築主Σー

Βͅ沿̹̽ȶなぺ͈高い空調ΏΑΞ

θȷ͈あ̧͓ͥ姿ͬ追求̱Ȃ課題

ͬ洗い出̱Ȃ̷͈解決方法ͬ検

討・提案̧̹̭͉́͂設備技術者

̱͂̀成長̱̀い̩̹͈͛有用̈́

経験́あ̹̽ȃ

今後͜日亜化学工業㈱様͈͢う̈́

先端生産施設̤ͅい͉̀市場動向

や市場͈旬ͅ合わ̵̹生産τͼͺ

;Π͈変更̦頻繁ͅ行わ͈ͦͥ͜

͂想像̧̦́ͥȂ̷͈͢う̈́Σー

Βͬ持̹̽建築主͈ΫΐΥΑ͈可

能性ͬ拡̬ͥ選択肢̱͂̀Ȃあͥ

̧͓姿ͬ追求̱Ȃなぺ͈高い空調Ώ

ΑΞθや建築設備͈ΏΑΞθͬ提

案・展開̱̀い̧̹いȃ

̷ͦͬ実現̳̹ͥ͛͜ͅȂ今後͜

一層͈自己研鑚ͬ図ͤȂ設備技術

者̱͈͂̀΀ンΐΣͺςンΈ力ͬ

磨̩̭͂́社会ͅ貢献̧́ͥ͢う

ͅ努力ͬ続̫̀い̩所存́あͥȃ

■すいせん者

寺西泰裕

㈱竹中工務店ȁ四国支店

設備ΈσーίςーΘー

先端生産施設におけるＣＳの高い空調システム実現への取り組み

外観写真 生産エリア内観写真

 

 梁下の将来配管可能ルートが 
 大幅に制限されてしまう。 

 天井内梁下有効を 
 最大限残すことが可能 

熱負荷 

生産装置 生産装置 

生産装置 
生産装置 

熱負荷 

熱負荷 
熱負荷 

図1　FCFUと冷水主管の一般的な高さ関係

図 2　梁成の中に全てをおさめたFCFU配置 図 3　生産装置に合わせて接続先SAボックスを可変させる
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■非常時の自立エネルギー確保
非常用発電機Ȃ΋ーΐͿΥτーΏο
ンΏΑΞθͤ͢ͅȂ電力ΟζンΡ
άー·͈じしし％ͬΨΛ·ͺΛί̳ͥ
容量ͬ備え̹ȃ第三次救急医療ͬ担
う災害拠点病院́あ̹ͥ͛Ȃ救命救
急ΓンΗー͈͒無停電電源やみ線撮
影機器͈͒発電機電源͈供給ͬ行
いȂ非常時ͅ自立̳ͥ信頼性͈高い
ΏΑΞθͬ構築̱̹ȃ

■エネルギーの地産地消の取り組み
省΀ΥσΆー͉ȶ地産地消ȷͬ主軸
̧̤ͅȂ風・光・熱͈̈́̓自然͈恵
͙ͬ取ͤ込͚工夫ͬ行いȂȶ省なぶす建
築物等先導事業ȷͅ採択̯̹ͦȃ
Ⱥ電気設備̥͈ͣ省΀ΥσΆー手法Ȼ
・太陽光発電ͥ͢ͅ電力削減
・昼光ͅ応̲̹適正照明制御
・人感Γン΍ーͥ͢ͅ自動点滅制御

■街区内でのエネルギー面的利用
将来Ȃ街区内͈住宅・業務施設̥ͣ
太陽光発電͈余剰電力ͬ受̫入ͦͥ
連系点ͬ病院ͅ設̫̀いͥȃどEMぺͬ
導入̱̀Ȃ将来的ͅなEMぺく地域΀Υ
σΆーζΥΐιンΠΏΑΞθぐ͂連
携ͬ行いȂ街区全体́Δυ・΃ーδ
ン͒取ͤ組͚計画́あͥȃ

設備部門

小
こ
浦
うら
一
いっ
平
ぺい

生年月日　1983年12月岡山県生まれ
最終学歴　名古屋大学大学院
　　　　　情報科学研究科　修了
業務経歴　2008年 ㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　 設備設計グループ設備設

計部所属
●担当した主なプロジェクト
2012年　福岡大学中央図書館
2013年　岡山ろうさい病院
2013年　北播磨総合医療センター
2014年　あき総合病院
2014年　九州厚生年金病院新棟
2015年　あかがねミュージアム
2015年　 龍谷大学瀬田キャンパス

9号館
2015年　吉野川医療センター
2016年　大阪医科大学中央手術棟
2016年　北九州総合病院
2017年　西鉄ソラリアホテル京都
●受賞
2012年　照明普及賞

■青年技術者のことば

ȶΑΉσΠン・ͼンέͻσȷ͈概

念ͬ意識̱̀設計̱̀いͥȃ電気

設備͈́ȶΑΉσΠンȷ͉受変

電・発電機・幹線͈̈́̓基幹ͬ̈́

̳設備Ȃȶͼンέͻσȷ͉分電盤Ȃ

動力盤Ȃ照明・΋ンΓンΠȂ弱電

̈́̓内装ͅ伴う設備ͅ大別̧́

ͥȃ̭͈͢うͅ分類̳ͥ͂Ȃ両者

ͅ求͈̦͛ͣͦͥ͜異̭̦̈́ͥ͂

わ̥ͥȃȶΑΉσΠンȷ͉́信頼

性̦求͛ͣͦȂΏンίσ̈́構成͂

̱安全̥̾確実̈́設計ͬ心̦̫̀

いͥȃȶͼンέͻσȷ͉使い勝手

ͬ重視̱̹柔軟性̦求͛ͣͦȂ利

用者͈ΣーΒͅ合わ̵̀΃ΑΗζ

ͼΒ̧̯͓̺ͦͥ͂考え̀いͥȃ

北九州総合病院͉́ȶΑΉσΠ

ンȷͅ注力̱Ȃ信頼性͈高い電源

ΏΑΞθ͈構築Ȃあ̥̦͇ηνー

ΐͺθ͉́ȶͼンέͻσȷ̱͂̀

照明計画ͅ焦点ͬあ̀Ȃ建築ΟΎ

ͼン͈͂調和ͬ図̹̽ȃ今後͜建

物ͅ適̱̹電気設備͈あͤ方ͬ見

極͛Ȃ両者ͬΨρンΑ̩͢設計̳

̭ͥ͂́長̩使用者ͅ愛̯ͦͥ建

物͂̈́ͥ設計ͬ目指̱̀い̧̹いȃ

■すいせん者

向井文悟

㈱日建設計ȁ΀ンΐΣͅ ςンΈ部門

設備設計Έσーίȁ設備設計部長

北九州総合病院 －急性期医療に求められる信頼性の高い電源システムの構築－

建物外観

電力を相互に
融通する
電力ネットワーク

余剰熱を相互に融通する
熱のネットワーク

住宅
街区

業務施設

住宅
街区

本計画

病院

エネルギーモニタリング
に参加する
スマートネットワーク

地域エネルギーマネジメント構想

■中央アトリウムの照明計画
΀ンΠρンΑ̥ͣ繋̦ͥ中央ͺΠς
;θ͉́Ȃ目ͅ入ͥ湾曲̱̹壁面
ͅ仕込̹ͦ͘間接照明̦Ȃ来館者ͬ
優̱̩館内ͅ迎え入ͦͥȃ間接照明
͉足元̈́̓光͈重心ͬ低̩̳̭ͥ͂
́Ȃ視認性ͬ高͛Ȃ安全性ͬ確保
̱Ȃ文化芸術空間ͅ相応̱い凛̱͂
̹佇͘いͬ演出̱̹ȃ手̳ͤ照明͉
΍ͼン計画ͅ頼̴ͣ自然ͅ美術館͒
誘導̳ͥ役割ͬ担̽̀いͥȃ

■外壁のライトアップ
̭͈施設͈特徴́あͥ銅板ͬ装̹̽
外壁ͬρͼΠͺΛί̱̀いͥȃ外壁
̥ͣ約じししm離̱̹ す台͈投光器͈照
射́Ȃあえ̀光͈θρͬ作ͤȂ銅板
͈無垢̈́表情ͬ大胆ͅ表現̱̹ȃ中
央ͺΠς;θ̥͈ͣ柔̥ͣい光͈͂
対比ͤ͢ͅȂ外観̦一層引̧立̾演
出̱͂̀いͥȃ̹͘Ȃέσ΃ρー
LEにͤ͢ͅ季節・催事ͅあわ̵̀色
温度可変制御ͬ行う̧̭̦͂́ͥȃ

■展示室の照明計画
展示室͉Ȃずさそm×ずさそm͈κΐνーσ
ͅ間仕切ͤ壁͂照明ρͼΞͻンΈΘ
·Π̦じさたmάΛΊ交互ͅ配置̯ͦ
̀いͥȃ̭͈照明ρͼΞͻンΈΘ·
Π̥͈ͣ照射ͤ͢ͅȂ展示物͈͒光
源͈映ͤ込͙̦̩̈́Ȃ展示物͈凹凸
ͥ͢ͅ影̦́̈́い計画̱͂̀いͥȃ
̹͘Ȃ照明器具͉高演色べよだ「̱͂Ȃ
じ灯́͜作品͈͒照射ͅ対応̧́ͥ
配光角度すず°͂ ̱̹ȃ

あかがねミュージアム －照明の果たすべき機能と建築デザインとの調和－

建物外観

外壁ライトアップ

中央アトリウム

展示室
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京都駅ビル
京都市̦環境κΟσ都市ͅ選定̯ͦ
̹すししだ年̤ͅい̀Ȃ京都駅Ϋσ͉建
物単体͉́市内́最͜΀ΥσΆー消
費量̦多いΫσ́あ̹̽ȃ̭͈現状
ͬ改善̱Ȃ環境κΟσ都市ͬ代表
̳ͥ省΀ΥσΆーΫσ̳͓̩͂ͥ改
修̦決定̯ͦȂ΋ηΛΏοΣンΈ委
員会̦立上̬̹ͣͦȃ調査・基本設
計・実施設計・現場対応̤͢び一連
ͬ通̲̀行わ̹ͦ΋ηΛΏοΣンΈ
ͅȂ空調設備技術ͅ関̳ͥ主担当者
̱͂̀携わ̹̽ȃ本ίυΐͿ·Π͉
平成すそ年度͈国土交通省͈住宅・建
築物省なぶす先導事業̤͢び経済産業省
͈再生可能΀ΥσΆー熱利用加速化
支援対策費͈補助金事業ͅ採択̯ͦ
̤̀ͤȂ他͈κΟσ͓̩͂̈́ͥ取ͤ
組̺ͭȃ

コミッショニング会議
現在Ȃ国内́採用̯ͦ̀いͥ΋ηΛ
ΏοΣンΈ͈多̩͉建物̦竣工̱
̹後͈運用改善ͅ特化̯ͦ̀いͥ
̦Ȃ本件͉現状調査段階̥ͣ設計・
現場・竣工後͂段階毎ͅ都度採用̯
̹ͦ大規模案件͉́初͈試͙́あ̽
̹ȃ΋ηΛΏοΣンΈ会議͉ͅ総勢
じず名͈有識者͂共ͅ発注者・建物管理
者・設計者・施工者̦参加̱Ȃ会議͉
Ξーζͅ沿̽̀原則 す週間ͅ じ度程
度Ȃ施工期間中͉週ͅじ度開催̯ͦȂ
設計者̱͂̀参画̱̹ȃく図す ぐȃ

省エネ改修概要
導入̱̹改修項目͉以下͈通ͤ
く図 ずȂせ ぐȃ
・ 効率͈͢いΗーδ冷凍機＋空冷はP
案ͬ選定

・熱源容量͈縮減
・蒸気使用範囲͈極小化
・΀ンΐン式΋ΐͿΥ͈͒変更
・εンί動力削減
・太陽熱給湯͂井水はP͈導入
・ 空調機変風量・なぶす制御・΢ͼΠ

Ωーΐ採用

営業支障を回避した更新計画
過去 「年間͈月毎͈最大熱負荷ͬ確
認̱Ȃ図 「͈冷熱源更新計画͈ す月
時点͈͢うͅ更新期間中Ȃ仮ͅ熱源
機器̦ じ台故障̱̀͜熱源容量̦最
大熱負荷ͬ下回ͣ̈́い時期設定́更
新計画ͬ立̹̀ȃ

設計意図伝達文章の作成
通常͈設計͉́設計意図ͬ文章̱͂
̀作成̳͈͉ͥ基本設計書́́͘あ
ͤȂ以降͈実施設計や現場̀ͅ変更
̱̹内容̾ͅい͉̀発注図面̱̩͜
͉竣工図面̱̥ͅ反映̯ͦ̈́いȃ基
本設計以降Ȃ変更̦全̩̈́い物件͉
稀́あ̹ͥ͛Ȃ最終的̧́ͅあ̦̽
̹ΏΑΞθ͈設計意図ͬ理解̳ͥͅ
͉あͥ程度͈専門知識͂想像力̦必
要͂̈́ͥȃ̭͈結果Ȃ建物管理者ͅ
͉設計意図̦伝わ̩̩ͤͅȂ手元ͅ

残ͥ竣工図͂機器取扱い説明書́彼
͉ͣ運用̳̱̥̩ͥ̈́Ḁ̵̩͈̑̽
高効率ΏΑΞθや省΀ΥσΆー手法
̦有効ͅ使わ̴ͦ運用̯̭ͦͥ͂͜
多いȃ今回Ȃ各段階́整備̱̹設計
意図伝達文書̦Ȃ図面͈͂併用ͅ
̽̀͢Ȃ管理者͈空調設備ΏΑΞθ
͈͒ͤ͢深い理解͈助̫̭͂̈́ͥ͂
ͬ期待̱̀いͥȃく表 じ ぐ

今後の展望
改修工事͉すしじそ年 た月ͅ竣工̱Ȃ現
在͉じ年間͈機能性能試験έͿーΒ͂
いう新ΏΑΞθ͈ΟーΗ取得・分析̤
͢び試行運転期間中́あͥȃȪ図そȫ
̷͈後 す年間͈最適運転έͿーΒͅ
̤̫ͥ΋ηΛΏοΣンΈͬ実施予定
́あͤȂ̯ͣ̈́ͥ省΀ΥσΆー化ͬ
目指̱̹いȃ

設備部門

副
そえ
島
じま
正
まさ
成
しげ

生年月日　1982年 5月佐賀県生まれ
最終学歴　九州大学大学院
　　　　　人間環境学府　修了
業務経歴　2008年 ㈱日建設計入社
　　　　　設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2009年　赤坂センタービル
2009年　福岡大学中央図書館
2010年　福岡大学筑紫病院
2010年　徳之島病院
2011年　岩国錦帯橋空港
2011年　京都駅ビル（熱源空調改修）
2013年　関西国際空港（増改築）
2013年　長浜病院（増改築）
2014年　日東電工尾道総合事務所
2015年　鳥取砂丘センター

■青年技術者のことば

Α·ρΛί＆ΫσΡ時代̥ͣΑ

ΠΛ·時代͂̈́ͤȂ建物͈生涯ͬ

見守ͥLなにȪρͼέ΍ͼ·σΟΎ

ͼンȫ̦求͛ͣͦͥ͢う̈́̽̀ͅ

̧̀いͥȃ設備改修̤ͅい̀あͤ

̦̻̈́老朽取替͉̩́̈́Ȃ現時点

͈́最高水準機器・ΏΑΞθͅ改

修̱Ȃ高い建物性能ͬ維持̱続̫

̀い̩̭̦͂今後重要͂考えͣͦ

ͥȃ

一方́Ȃ省΀ΥσΆー性͈高い機

器・ΏΑΞθͬ導入̱̀͜不具合

ͅ気̥̿̈́い͘͘運用̯̹ͦͤȂ

設計意図ͅ合わ̈́い運転̯ͬͦͥ

̭͂̽̀͢ͅ性能̦十分ͅ発揮́

̧̈́いΉーΑ͉依然Ȃ多̩散見̯

ͦͥȃ̭う̱̹状況͈中Ȃ΋ηΛ

ΏοΣンΈίυΓΑ͂いうȂ実際

͈能力ͬ確認̱Ȃ本来͈性能ͬ実

現̳̹ͥ͛ͅ行うίυΓΑͬ採用

̳ͥΉーΑ͜増え̧̀̀いͥȃȶ京

都駅Ϋσ͈大規模改修工事ȷ͉́

現状調査段階̥ͣ竣工後͈性能確

認́͘継続̱̀担当̱Ȃ΋ηΛ

ΏοΣンΈ会議̀ͅ有識者͂議論

ͬ重͇ͥ̈́̓Ȃ得̦̹い経験や知

識ͬ身ͅ着̫ͥ事̧̦́̀いͥȃ

̭͈経験ͬ今後͈省΀ΥσΆーΏ

ΑΞθȂ環境建築設計ͅ生̥̱̀

い̧̹いȃ

■すいせん者

水出喜太郎

㈱日建設計ȁ΀ンΐΣͅ ςンΈ部門

設備設計部長

写真１　北側外観
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図1　ストック時代における改修イメージ

図 2　コミッショニング会議と体制

図 3　改修前熱源システム

図 5　 機器不具合も想定した熱源更新計画
（冷熱源）

図 4　改修後熱源システム

表1　設計意図伝達文章の作成

図 6　改修部分エネルギー量実績

京都駅ビル省エネルギー改修のための調査・設計・施工・試験フェーズと
コミッショニング
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■炉室換気条件の設定
炉室͉Ȃ焼却炉やȂ焼却排熱ͬ利用
̱̹蒸気δͼρーȂ排΄Α処理装置
ͬ有̳ͥずぞm吹̧抜̫͈大空間́あ
ͤȂ室内́発生̳ͥ発熱͉約ずこ「ししをま
́あͥȃ̭͈室͈発熱͈処理͈̹͛Ȃ
す種換気ͬ用い̦ͥȂ設計温度条件
ͤ͢ͅ必要換気量͉莫大̈́ͤͅȂ͘
̹適切̈́換気計画ͬ行わ̫̈́ͦ͊Ȃ
熱̺ͤ͘等̦生̲Ȃ効果的̈́換気ͬ
行う̧̭̦͂́̈́いȃ
̷͈̹͛Ȃ̴͘既存͈·ςーンΓン
Ηー͈実測調査ͬ行いȂ他市͈·
ςーンΓンΗー͈設計条件͂比較̳
̭ͥ͂ͤ͢ͅȂΔt＝じす℃̱͂̀設計
̳̭ͥ͂́合意̱̹ȃ

■温熱環境シミュレーション
室内͈換気風量͉約だし万mずざh́あͤȂ
分散̱̀各所ͅ吹̧出̱口ͬ設置̱
̀い̦ͥȂ建物形状̦複雑́あ̭ͥ
͂ȂίρンΠ機器等̦障害物͂̈́ͥ
̭̥͂̈́̓ͣ全体ͬ効率的ͅ換気̳
̹ͥ͛ͅȂなねにͬ用い̹温熱環境Ώ
ηντーΏοンͬ行̹̽ȃ̭͈結果
̥ͣ熱̺ͤ͂̈́ͥ͘部分ͅ対̱ȂΑ
εΛΠ送風機ͬ用い̀外気ͬ供給̳
ͥ計画ͬ行̹̽ȃ

■防臭区画を考慮した
　換気フローの設定
工場内͉́Ȃ臭気͈度合いͅ応̲̹
防臭区画ͬ設定̱̀いͥȃ

一般̮͙ͬ貯留̳ͥ焼却̮͙άΛΠ
ͬ含͚̮͙άΛΠ区画やȂ灰άΛΠ
区画Ȃ一般防臭区画等̦あͤȂίρン
Πιー΃ーͥ͢ͅ基本的̈́換気έυー
ͅ基̧̿Ȃ各所͈換気計画ͬ行̹̽ȃ
ίρΛΠγーθ͉͒出入ͤ口部分͢
ͤ外気ͬ取ͤ入ͦȂ̮͙άΛΠ͈べな
壁ͅ設置͈給気口̮͙ͤ͢άΛΠ͒
給気̱Ȃ焼却̮͙άΛΠ内͈空気͉
ίρンΠέ͹ン̀ͅ燃焼空気ͅ利用
̯ͦͥȃ

■3Dデータの利用
建物形状͈複雑̯ͅ加えίρンΠȂ
別途工事等多̩͈機器や配管͈͂取
ͤ合いͬ検討̳̹ͥ͛ͅずにΟーΗͬ
有効ͅ活用̱̀いͥȃ

設備部門

名
な
倉
ぐら
真
ま
紀
き
子
こ

生年月日　1981年 4月広島県生まれ
最終学歴　名古屋大学大学院
　　　　　環境学研究科 修士課程修了
業務経歴　2006年鹿島建設㈱入社
　　　　　建築設計エンジニアリング
　　　　　本部設備設計グループ配属
　　　　　 2009年関西支店建築設計

部設備設計グループ配属
●担当した主なプロジェクト
2006年　 フジテレビ湾岸スタジオ温

熱環境測定
2009年　千里中央プライムステージ
2010年　ユニ・チャーム共振館
2011年　 京都市立病院PFI職員宿

舎・院内保育所
2012年　ニシヤマ大阪支店、
　　　　  IDEC本社・研究所
2013年　ブランズタワー大阪備後町
2014年　 神戸YMCAファミリー

ウェルネスセンター
2015年　 兵庫医大健康医学クリニック
施工中　某市クリーンセンター

■青年技術者のことば

多̩͈建物́共通̱̀重要̭̈́͂

͉Ȃ快適性͂省΀ΥσΆー́あ

ͥȃ当̹ͤ前͈̭͈͂͢う̺̦Ȃ

快適性ͬ提供̳̭͉ͥ͂設備̦顧

客͈満足ͅ貢献̧́ͥ重要̈́部分

̺͂考え̀いͥȃ施主͈ΣーΒͬ

引̧出̱Ȃ̷ͦͬ設計ͅ落̱͂込

͚̹͛Ȃ竣工後͈ͺέΗーέ΁

υーͬ他物件ͅέͻーΡΨΛ·̳

̭ͥ͂Ȃ他物件͈事例ͬ良̩研究

̳̭ͥ͂ȂずにやΏηντーΏοン

等顧客͈͂΋ηνΣΉ―Ώοンͅ

役立̾Μーσͬ模索̳̭ͥ͂ͬ心

掛̫̀いͥȃ̹͘Ȃ現在育児中́

あ̦ͥȂ育児ͬ通̱̀社会̥̥͂

わͥ経験͉Ȃ直接的͉ͅ保育所や

学校͈設計やξΣΨー΍σΟΎͼ

ン等ͅȂ間接的͉ͅ多様性ͬ抱え

ͥ社会͈ΣーΒ͈͒想像力̱͂̀

今後役ͅ立͈̾͂͜考えͥȃ今後

増えͥ制限付̧͈働̧方͒い̥ͅ

建設業全体̦対応̱̀い̩̥ͬ提

案̱Ȃȶ働̧方改革ȷͅ貢献̧́

ͥ良い機会͂͂ͣえȂ技術力ͬ磨

̩͂͂ͤ͜͢ͅ良い設計業務͈あ

ͤ方͜考え̀い̧̹いȃ

■すいせん者

菅野忠司

鹿島建設㈱ȁ関西支店

建築設計部長

クリーンセンター建替え整備工事における設備計画

施主͈自社技術́あͥLEに照明や制御
技術ͬ全館ͅ採用̱Ȃ本社機能ͬ集
約̱̹低層棟͂研究室・開発室ͬ有
̳ͥ高層棟ͤ͢ͅ構成̯ͦ̀いͥȃ
全館LEにȂ階段室ͬ利用̱̹自然換
気ΏΑΞθȂ人感Γン΍ーͥ͢ͅ個
別空調Ȃ低層棟屋上緑化Ȃ西日対策
͈縦σーΨー及び陽光Γン΍ー͢ͅ
ͥ可動電動ήρͼンΡȂ植栽散水͒
͈雨水利用等様々̈́環境配慮対策ͬ

採用̱̀いͥȃ̹͘Ȃ作業室͉́精
密機器͈加工作業ͬ行う̹͛Ȃ空冷
ΪーΠεンίΙρーͬ用い̹恒温恒
湿空調ͬ採用̱̀いͥȃ

■エコシャフトを利用した
　自然換気
高層棟΂έͻΑ部分͉́階段室ͬ利
用̱̹自然換気ͬ採用̱̤̀ͤȂ各
階͈自然換気口̥ͣ流入̳ͥ風量及

び中間期͈冷房負荷͈削減量ͬ算出
̱Ȃ̷͈効果ͬ確認̱̹ȃ

■ガス・電気空調の比較
東日本大震災後ͅ設計ͬ行̽̀い̹
̭͂͜あͤȂ節電要請ͅ対̳ͥ懸案
̦施主ͅあ̹̹̽͛ȂのはP・EはP͈採
用ͬ比較̱Ȃ利用時間ͅ応̲̹使い
分̫ͬ提案̱合意̱̹ȃ

IDEC本社・技術研究センターにおける環境配慮技術

 

 

 

 
 

 
A工場 200t/日

×3炉

機械給気
機械排気
＋自然排気、
点検通路へ
スポット冷房設置

：外気温＋13℃以下
：50℃以下
：35℃以下

B工場 147t/日 自然換気主体
：外気温＋15℃以下
：外気温＋18℃以下

C工場
71t/日
×2炉

機械給気
機械排気
＋自然排気

：45℃以下
：50℃以下
：40℃以下
：44℃以下

D工場
65t/日
×3炉

機械給気
自然排気

：外気温＋12℃以下
：外気温＋12℃以下
：外気温度＋12℃以下
：外気温度＋12℃以下

E工場 127t/日
×3炉

機械給気
自然排気

　・炉室内温度
　・炉室局部温度
　・電気関係諸室室内温度
　・電気関係諸室内局部温度

　・炉室内温度
　・炉室内局部温度
　・電気関係諸室内温度、電気関係諸室内局部温度
　・機械関係諸室内温度

室温が高い炉室･各機器室･電気室等や、粉じん･臭気が問題とな
る諸室等は、室内条件を十分把握して換気設計基準を設定する。

施設 規模 換気方式 換気条件（発注仕様書、要求水準書に記載）

　・炉室内の平均温度
　・炉室内の局部的な最高温度
　・輻射熱の影響のある点検通路等

　・炉室内の平均温度
　・炉室内の局部的な最高温度
　・但し、温度測定に当たっては輻射熱の影響は排除する。

【他都市クリーンセンター換気設計条件比較】
【CFD解析：炉室中央付近　断面温度分布】

【既存クリーンセンター炉室 サーモカメラ画像】

表面温度
100℃近い
部分

【CFD解析：炉室内平面温度分布】 【誘引通風機室内プラント機器と有圧扇の干渉確認】

【プラットホームからごみピットへの空気の流れ】

表面温度
100℃近い
部分

有圧扇

誘引通風機

有圧扇

誘引通風機

○ 100（EHP メンテナンス費用は含まない） ◎ 93（GHPメンテナンス費用含む） ◎ 81（GHPメンテナンス費用含む）

B案 EHP +GHP 併用（採用）A案 EHP
電気式空冷ヒートポンプビル用マルチ

回収年数

コ
ス
ト

ランニング
コスト(*1)

概要

C案 GHP
ガス式空冷ヒートポンプビル用マルチ

10.8年5.0年基準

全館EHP

GHP

GHP
EHP

EHP：室外ユニットの圧縮機を電気により
　　  運転する。

EHP：室外ユニットの圧縮機を電気により運転する。　  
GHP：小型発電機を室外機に搭載し、圧縮機と同時
              に小型発電機をガスエンジンで運転し、発電し
               た電力を室外機の補 機電力として使用する。

長時間利用する部分は EHP とし、利用時間の短い
低層棟部分をGHPで空調することで契約電力を削減
するとともに、節電要請に対して空調での節電対応が
不要な部分を確保する。

GHP：小型発電機を室外機に搭載し、圧縮機
               と同時に小型発電機をガスエンジンで
               運転し、発電させた電力を室外機の補
               機電力として使用する。

西日対策の縦ルーバー エコシャフト内 【自然換気利用階の中間期冷房負荷削減量】

【自然換気概念図】
風量、温度は換気計算プログラムにて算出

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000
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（階段室）

研究室

開発室

28.8℃
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26.0℃
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12,389㎡/h
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2,820㎡/h
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A部

：自然換気あり
：自然換気なし

月別
冷房
負荷
（k
Wh
/月
）

研究室

開発室

28.8℃

28.9℃

28.3℃

27.9℃

27.7℃

26.0℃

26.0℃

26.0℃

12,389㎡/h

1,109㎡/h

2,820㎡/h

3,776㎡/h

エコシャフトへの
ガラリ
エコシャフトへの
ガラリ
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36 建築と社会　 2017.06

■関西電力南大阪営業所
当ίυΐͿ·Π͉Ȃ長年親̱̹ͦ͘
関西電力南大阪営業所͈建替え計画
́あͥȃ
地域͈ρͼέρͼンͬ守ͥ企業͈営
業所̱͂̀Ȃ災害ͅ強い安全・安心
̈́施設̩̿ͤȂ環境・人ͅや̯̱い
施設̩̿ͤͬ目指̱̹ȃ
●環境負荷低減手法の導入
一次΀ΥσΆー消費量ͬ基準建物́
あͥじだだずMJざ㎡・年̥ͣずし％削減̳ͥ
じこずだせMJざ㎡・年ͬ目標値̱̹͂設備
計画ͬ行̹̽ȃ環境負荷低減技術͉多
岐ͅ渡ͥȃ省΀Υ効果͉高い̦΋Α
Π͉高いȂ効果͉大̧̩̈́い̦Pべͅ
̦̾̈́ͥ̈́̓技術̽̀͢ͅ様々́あ
ͥȃ本建物͉設計段階̤ͅい̀環境
負荷低減手法͈初期費用͂効果Ȫ一
次΀ΥσΆー消費削減量ȫͬ検討̱Ȃ
費用対効果̦高い技術ͬ採用̳̭ͥ
͂́目標͈達成ͬ図̹̽Ȫ図ご じȫȃ
・外皮計画
庇・σーΨーͬ設置̳̭ͥ͂́外皮
負荷ͬ効果的ͅ抑制̱Ȃ日射負荷͈
削減ͬ行̽̀いͥȃ南面͂東面͉ͅ
遮熱げ高断熱効果͈あͥLowごE複層΄
ρΑͬ採用̱Ȃ壁͈断熱材͈厚̯ͬ
「しmm̳̭̯͂ͥ͂́ͣ̈́ͥ外皮負荷
͈抑制ͬ図̹̽ȃ
・空調・換気設備
空調熱源͉高効率形͈空冷式ζσΙ
ΩΛΉーΐ΀ͺ΋ンͬ採用̱̹ȃ換
気設備͉全熱交換ξΣΛΠͬ採用̱
外気負荷͈低減ͬ図̹̽ȃ全熱交換
ξΣΛΠ͈排気͉廊下ͬ経由̱̀便
所̥ͣ排気̳ͥ計画̱͂Ȃ熱͈΃Α
ΉーΡ利用ͬ行̽̀いͥȃ一部͈執
務室͉ͅ空気式天井放射冷暖房ΏΑ
Ξθͬ採用̱̹ȃ

・照明設備
執務室͉明̯ͥΓン΍ー͂連動̱̹
調光機能付̧͈高効率はろ照明器具及
びLEに照明器具採用̱Ȃ消費電力͈
削減ͬ図̹̽ȃ̹͘Ȃ天空光ͬ積極
的ͅ取ͤ込͚̹͛Ȃ太陽光追尾装置
付電動ήρͼンΡͬ採用̱̹ȃ一部
͈執務室͉ͅΗΑ·ͺンΫ΀ンΠ照
明ͬ採用̱̹ȃ
●運用評価
計画目標値じこずだせMJざ㎡・年ͅ対̱
̀Ȃ実績値そ「せMJざ㎡・年͂「ずが削減
ͬ達成̱̀いͥȪ図ご すȫȃ̹͘Ȃ改
正省΀Υ法ͅ基̩̿どEぺほ計算結果́
あͥじこしし「MJざ㎡・年ͅ対̱Ȃず「％削
減̹͂̈́̽ȃ基準建物͈原単位ͬ
じこだだずMJざ㎡・年͂想定̳ͥ͂Ȃ本建
物͉ȂめEどrれよるア·ρΑ͈性能ͬ実現
̱̹建物́あͥȃ
̹͘Ȃ設計段階́実施̱̹なとぺどEE堺
̤ͅい̀Ȃ全項目́τασ ず以上ͬ
獲得̱ȂどEEつずさじȪぺρン·ȫͬ取得
̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ

設備部門

西
にし
村
むら
鉄
てっ
平
ぺい

生年月日　1982年12月兵庫県生まれ
最終学歴　 立命館大学大学院　創造

理工学専攻
業務経歴　2008年㈱昭和設計入社
　　　　　設備設計部
●担当した主なプロジェクト
2008年　御津・道の駅
2009年　関西電力南大阪営業所
2010年　 住吉川リバーサイドフォー

ラム文化施設棟
2012年　 筑後地域消防指令セン

ター・久留米消防署東出張
所合同新庁舎

2013年　大槌学園小中一貫教育校
2014年　御影公会堂（改修）
2014年　ベルランド看護助産専門学校
2015年　高瀬南部保育所
●受賞
2017年　空気調和・衛生工学会
　　　　 技術振興賞

■青年技術者のことば

近年Ȃ省΀ΥσΆーȂ低炭素化Ȃ

どなPȂばなほ化ȂどばM等Ȃ·ρͼͺン

Π̥͈ͣΣーΒ͉多岐ͅわ̹ͤ建

築設備設計者͈έͻーσΡ͉広̦

ͤ̾̾あͥȃ技術͈進歩̳ͥΑ

άーΡ͉͂̀͜速̩Ȃ置い̀行̥

ͦ̈́い͢うͅ情報収集̱Ȃ自分͈

͈̱̀͜ͅい̥̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́

いȃ̹͘同時ͅȂȶ建築ȷ設備設

計者́あ̹͉ͥ͛ͅȂ建築計画ͅ

い̥ͅ反映̧̥̦́ͥ重要́あͥ

͂考えͥȃ設備͈知識̺̫͉́̈́

̩Ȃ建築・構造͈知識͜蓄積̱̀

い̥̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ

設計̳ͬͥ際ͅ心̦̫̀い̭ͥ͂

͉ȶ環境共生建築͈実現ȷȂȶ使い

や̳い設備ΏΑΞθ͈構築ȷȂȶ運

用後͈έͻーΡΨΛ·ȷ́あͥȃ

建築・構造・設備̦一体͂̈́̽̀

建物́消費̳ͥ΀ΥσΆー͈ͬ̓

͢うͅȂ̭̓́͘下̬̥ͣͦͥͬ

検討̱Ȃ運用̤ͅい̀想定̱̹Ω

έ΁ーζンΑ̦発揮̯ͦ̀い̥ͥ

ͬ追求̱̀い̩̭̦͂設計者͈Α

΅σ͜向上̱Ȃ建物͈価値͈向上

̦̾̈́ͥ͂ͅ考え̀いͥȃ

今回紹介̱̹す͈̾物件͉設計́

想定̱̹΀ΥσΆー消費量Ȃ導入

̱̹技術̦運用̤ͅい̀͜性能̦

発揮̧́̀い̭ͥ͂ͬ確認̳̭ͥ

̧̦̹͂́ȃ今後̭͈͜͢う̈́物

件ͬ増や̱Ȃ社会ͅ貢献̧́ͥ建

築設備設計者̹̈́ͤͅいȃ

■すいせん者

谷口勝則

㈱昭和設計

設備設計部部長

一次エネルギー消費量30％削減を目指した環境配慮型オフィスの計画

■大槌学園小中一貫教育校
東日本大震災́大̧̈́被害̦あ̹̽
岩手県大槌町͈小中一貫教育校͈建
設工事́あͥȃȶ時ͬ超え̀Ȃ̻̦͘
人ͬ育̀Ȃ人̦̻ͬ͘育̀ͥ学校ȷ
ͬ΋ンΓίΠ̱͂̀いͥȃ子供̹̻
̦長時間生活̳ͥ教室ͬ快適ͅ過̮
̱̀ͣ͜えͥ設備計画ͬ目指̱̹ȃ
●設備計画
設備計画͉ιンΞ΢ンΑ性Ȃ省΀Υ
σΆー性̤͢び快適性ͬ重要視̱Ȃ
空調熱源͉高効率運転̦可能̈́空
冷κΐνーσΙρーげ灯油δͼρー
Ȫ一部軽油δͼρーȫȂ空調方式͉
教室̾ͅい͉̀変風量単一Θ·Π方
式Ȫ特別教室͉個別制御性ͬ考慮̱
空冷ΪーΠεンίΩΛΉーΐ΀ͺ΋
ンȫ̱̹͂ȃ特ͅ教室͈空調͉天井
高̦高い̹͛効率的̈́空調計画̦必
要́あͤḀ̑̾静寂性͜確保̳ͥ必
要̦あͥȃ̷̭́Ȃ教室部͉ͅ床輻
射空調方式ͬ採用̱Ȃ快適性͂静寂
性ͅ配慮̱̹空調方式̱͂̀いͥȃ
̹͘Ȃ災害時ͅ体育館̦避難所͂̈́
̹ͥ͛Ȃ非常用発電設備やζンγー
σΠͼτȂ輻射ΩΥσ暖房ͬ設置̱
̹ȃ

● 教室における空気式床輻射空調方
式の導入と運用実績

本学校͉岩手県͈沿岸部́あ̦ͥȂ
冬͉し℃ͬ下回̭ͥ͂͜あͥ地域
́あͥȃ̹͘勾配屋根ͬ採用̱̀
̤ͤȂ天井高̦高い部分́せす「し～
そぞししmmあͥ教室̦あ̹ͥ͛Ȃ効率的
̈́空調計画̦要求̯ͦͥȃ̷̭́Ȃ
教室͈空調方式͉空気式床輻射空調
方式ͬ計画̱̹ȃ̹͘Ȃ単一Θ·Π
方式̱͂室内͈空調設備̩̳̭ͬ̈́
͂́機器騒音ͬ減̱ͣ静寂性͜ͅ配
慮̱̹ȃ
教室部ͅ導入̱̹空気式床輻射空調
方式ͥ͢ͅ温熱環境ͬ明̥̳ͣͥͅ
̹͛実測ͬ行̹̽Ȫ図ご ず～ 「ȫȃ
PMV͉快適範囲内ͬ推移̱̤̀ͤȂ
ͺンΉーΠ調査̤ͅい̀温熱環境ͅ
満足頂い̀いͥ結果́あ̹̽ȃ

空気式床輻射冷暖房方式を採用した学校の空調計画

高断熱化

太陽光発電
雨水利用設備

高効率型ビル用マルチ空調
ヒートポンプ給湯器 非常用発電機

受変電設備

機器置場植栽
（中木植付部）

植栽
（中木植付部） 屋上

食堂 機械室等厨房

書庫等

会議室事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

会議室

植栽庇
Low-E
複層ガラス 太陽光追尾装置付

電動ブラインド

南西面事務室窓廻り断面

放射冷暖房
タスクアンビエント照明
（5階事務室に採用）

高効率照明
（Hf蛍光灯、LED照明）
昼光利用

災害用汚水槽 雑用水槽

受水槽

非常用発電機用
オイルタンク（72時間）

タイル打込
プレキャスト
コンクリート板

縦ルーバー
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図-1　環境配慮計画

図- 3　温熱環境実測結果
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図- 5　床輻射空調用ダクト施工写真図- 4　教室内観

図-2　一次エネルギー消費量原単位
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節電͈取ͤ組͙̱͂̀Ȃ居住者̦軽
装化ͬ行う̭͂́Ȃ冷房設定温度ͬ
すた℃͂高̩̳ͥ·ーσΫΒ空調̦推
奨̯ͦȂ多̩͈事務所Ϋσ́行わͦ
ͥ͢う̹̈́̽ͅȃ一方Ȃ従来͈空調
ΏΑΞθ͉́Ȃ夏期͈除湿͉室内空
気温度制御ͅ伴い成行̭̦͂̈́ͥ͂
多いȃ̷͈̹͛Ȃ設定温度ͬ高̩̳
ͥ·ーσΫΒ空調͉́Ȃ除湿量̦減
ͤ室内͈温熱環境ͬ損̈́̽̀い̹ȃ
̷̭́Ȃ·ーσΫΒ空調́͜快適性
ͬ向上̵̯̹ͥ͛Ȃ室内相対湿度ͅ
着目̱Ȃ過冷却ͥ͢ͅ除湿ͬ利用̱
̹潜熱顕熱分離空調ͬ開発̱̀導入
̱̹ȃ̭ͦͤ͢ͅȂ室内温度̦すた℃
́͜湿度̦せ「％以下ͬ可能̳͂ͥ空
調ΏΑΞθͬ実現̱̹ȃ

●空調システム概要
空調方式͉Ȃ汎用性や利便性̦高い
個別分散空調方式ȪΫσ用ζσΙ΀
ͺ΋ンȫ̱̹͂ȃ
本ΏΑΞθ͉́Ȃ潜熱顕熱分離空調
ͬ目的̱͂̀Ȃ外気処理空調機́外
気ͬ過冷却̳̭ͥ͂ͥ͢ͅ潜熱ͬ主
体̱̹͂熱処理Ȃ̹͘室内空調機́
高顕熱運転ͬ行う̭͂ͤ͢ͅ顕熱ͬ
主体̱̹͂熱処理ͬ行̹̽ȃ̭ͦͅ
ͤ͢Ȃ夏期͉·ーσΫΒ空調͈設定
温度́あͥすた℃Ȃ湿度せ「％以下ͬ実
現̱Ȃ̹͘冬期͈建築物衛生法ͬ考
慮̱̹すす℃Ȃせし％以上ͬ十分ͅ確保
̱̾̾快適性͂省΀ΥσΆー性ͬ両
立̱̹ΏΑΞθͬ開発̱̹ȃ
外気処理空調機͉Ȃ過冷却̱̹外気
ͬ室内ͅ供給̳̹ͥ͛Ȃ空調立上ͤ
時͈執務室͈湿度̦高い場合ͅȂ結
露̦生̲ͥ恐̦ͦあͥȃ̷͈̹͛Ȃ
執務室̦室内空調機̽̀͢ͅあͥ時
間冷却̯̹ͦ後ͅ外気処理空調機ͅ
ͥ͢外気͈冷却ͬ行うΏΑΞθ̱͂
̹ȃ
ˍ 過冷却による外気処理システム
外気処理ΏΑΞθ͉Ȃ省΀ΥσΆー
ͬ目的̱͂熱回収ͬ行う̹͈͛全熱
交換器͂Ȃ外気ͬじす℃́͘冷却̱定
温吹出ͬ可能̳͂ͥ外気処理空調機
̥ͣ構成̯̤ͦ̀ͤȂ̭͈過冷却ͅ
ͤ͢除湿ͬ行うȃ人体̥͈ͣなぶす発
生量ͬ処理̳̹͈ͥ͛外気風量͢ͅ

ͤȂ同時ͅ人体̥ͣ生̲ͥ潜熱負荷
͈処理ͬ行う̭͂ͬ目的̱͂̀Ȃ外
気ͬじす℃́͘冷却̳ͥΏΑΞθ̱͂
̹ȃ過冷却ͬ行̹̽外気ͥ͢ͅ顕熱
処理量͉Ȃ外皮負荷ͬ除̩人員負荷
くしさす人ざmすȫȂぶと΋ンΓンΠ負荷くじしまざ
mすȫȂ照明負荷くたまざmすȫ͕͖͂同等͂
̈́ͤȂ室内͈冷え過̨͈現象ͬ防止
̱̀いͥȃ̹͘外気処理空調機ͅ
̽̀͢Ȃ室内͈顕熱負荷ͬ処理̳ͥ
̭͂́Ȃ室内空調機Ȫ天井΃ΓΛΠ
型΀ͺ΋ンȫ͈έ͹ン動力ͬ削減̳
̭̦ͥ͂可能͂̈́ͥȃ
ˎ 高顕熱型室内空調機
事務室͉ΏΑΞθ天井ͅ合わ̵̀Ȃ
室内空調機͉ͅȂΏΑΞθ天井用天
井΃ΓΛΠ型΀ͺ΋ンͬ採用̱̹ȃ
室外機͉Ȃ立上ͤ時̈́̓空調負荷̦
大̧̈́場合͜ͅ対応̧́ͥ͢うͅȂ
標準運転̦可能̈́室外機̱͂Ȃ室内
͈温湿度̦あͥ条件ͬ満̹̱̹時
ͅȂ制御ͤ͢ͅ高顕熱運転̧̦́ͥ
ΏΑΞθ̱̹͂ȃ

●運用期間中の室内温湿度
図ず͉Ȃすしじせ年た月せ日̥ͣた日͈́͘
代表室内͈温度湿度́あͥȃΧΛΙ
́示̱̹範囲͉夜間͈̹͛空調̦
止̽̀͘いͥȃ昼間͈空調̦動い̀
いͥ時間帯̾ͅい͉̀Ȃ目標̱͂̀
い̹すた℃Ȃせ「％͈執務環境̦概͇
達成̧́̀いͥȃ夏期͉́快適性ͬ
確保̱̹·ーσΫΒ空調̦実現̧́
̀い̭ͥ͂ͬ確認̱̹ȃ図 「͉́Ȃ
じ月じだ日̥ͣすず日͈́͘絶対湿度ͬ
示̱̀いͥȃ冬期́͜すす℃Ȃせし％͈
絶対湿度́あͥそさ「そgざをgͬȂ一日ͬ
通̱̀確保̱̤̀ͤȂ十分ͅ加湿́
̧̀い̭̦ͥ͂確認̧̹́ȃ

●省エネルギー性
図 そͅ夏期Ȫたざせ～たざた・たざじた～たざすすȫ
͈部分負荷時͈室内空調機͈なぶPͬ
示̳ȃ高顕熱運転Ȃ標準運転͂͜ͅ
概͇能力̦出̀い̭̦ͥ͂わ̥ͥȃ
̹͘Ȃ図 ぞ́ΏΑΞθ̮͈͂なぶPͬ
示̳ȃ高顕熱運転͉標準運転ͅ比͓
̀ȂなぶP̦高い状態́稼働̱̀いͥ
̭̦͂確認̧̹́ȃ
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生年月日　1985年 8月奈良県生まれ
最終学歴　 京都大学大学院工学研究

科都市環境工学専攻
業務経歴　2010年㈱大林組入社
　　　　　2010年東京本社設備設計部
　　　　　2016年大阪本店設備設計部
●担当した主なプロジェクト
・某Oビル
・某K病院
・某研究所

■青年技術者のことば

設備設計͈仕事͉利用者͈快適性

͈確保́あͥ͂Ȃ私͉考え̀い

ͥȃ̷͈̹͛ͅȂ目ͅ見えͥ΃Η

Ι以外͈΀ΥσΆーや音Ȃ̤ͅい

等͈έ͹·ΗーͬΠーΗσͅ΋ー

ΟͻΥーΠ̳̭̦ͥ͂重要́あͥȃ

技術者̱͉͂̀室温͈̈́̓定量的

̈́要素̽̀͢ͅȨ快適ȩͬ判断̳

̧͓͂考え̀いͥȃ̱̥̱Ȃ風͈

流ͦや̤ͅい̈́̓Ȃ定量的ͅ判断

̧́̈́い場合͉ͅȂ例え͊Ώην

τーΏοン̽̀͢ͅ徹底的ͅ検

証ͬ行う必要̦あͥȃΏηντー

Ώοンͬ用い̦̈́ͣȂ利用者͈目

線̹̽̀ͅ物事ͬ考え̭̦ͥ͂͂

̀͜重要́あͥȃ

一方Ȃ建築的̈́視点͜必要́あ

ͥȃ例え͊Ȃ天井高̯͉高い方̦

開放感̦あͤȂ̹͘窓͉大̧い方

̦眺望͜良いȃ機械設計̺̫͈視

点̷̷̺̫͉̤̥̱́ͦͣͬͧͅ

̱̀͘う可能性̦あͥȃどばM̈́̓ͬ

利用̳̭ͥ͂́Ȃ見え方̈́̓͜検

証̳̭̦ͥ͂可能̧̹͂̈́̽̀ȃ

利用者͈快適性͈確保͈̹͛ͅȂ

設備専門技術͈͒理解ͬͤ͢深͛

̀い̩͂同時ͅȂ建築全体͈͒知

識ͬ身̫̾ͅȂ総合的̈́快適性ͬ設

計̧́ͥ設計者̹̈́ͤͅい͂思うȃ

̷̱̀快適性ͬ実現̳̹͈ͥ͛自

分͈ͺͼΟͺȂ創意工夫̦形̱͂

̀残̽̀い̩̭͂ͅ喜び̥͙ͬ締

̦͛̈́ͣȂ̭̥ͦͣ͜努力̱̀い

̭う͂思うȃ

■すいせん者

西脇里志

㈱大林組ȁ大阪本店

建築事業部ȁ設備設計部長

過冷却を利用した潜熱顕熱分離空調システム
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図 3　夏期室内温湿度 

図 4　冬期室内温湿度"

図 5　冬期室内絶対湿度 

1月 19日 

1月 19日 

図－1　建物外観

高顕熱対応
室外機 外気処理空調機用

室外機
全熱交換器システム天井用

天井カセット型
空調機

外気処理空調機
（12℃定温吹出）

図 2　空調システムのフロー図
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図 6　 夏期における高顕熱運転時と
標準運転時の比較
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大光電機株式会社͉Ȃ昭和すず年ͅ設
立̯̹ͦ照明設備Ȃ照明器具ͬ製
造Ȃ販売̳ͥ照明ιー΃ー́あͥȃ
本ίυΐͿ·Π͉Ȃ既存倉庫ͬ解体
̱̹跡地ͅȂ鶴橋・東大阪ͅ点在̳
ͥ試験室Ȃ展示室Ȃ設計や営業拠点
ͬ統合̱̹新施設ͬ建設̳ͥ͂いう
͈́͜あ̹̽ȃ照明ιー΃ー͈新技
術研究所̱͂̀ȂΟΎͼン͂機能ͬ
兼͇備え̹設備計画ͬ実現̳ͥ͂͂
͜ͅȂ照明͈ばoほ 技術ͬ応用̱̀照
明以外͈建築設備͜統合的ͅ制御̳
ͥΏΑΞθͬ開発̱Ȃ本建物ͅ導入
̱̹ȃ

●事務室の空調計画
図ご すͅ示̳͢うͅȂ事務室͉約ぞすm
×じずm͈柱͈̈́い大空間́Ȃ南側ͅ
͉͕͂ͭ̓窓̦無̩Ȃ北側͈中庭ͅ
面̱̀開い̀いͥ計画́あͥȃ事務
室͈大̧̈́天井面ͅ対̱Ȃ照明͈͙
ͬ設置̳ͥ計画̳̹͂ͥ͛Ȃ空調ͅ
̾い͉̀床吹出̱空調ͬ採用̱̹ȃ
空調ΖーΣンΈ͉東・中央・西͈ ず
̾ͅ分̫̤̀ͤȂ̷̸͈ͦͦΖーン
ͅ対̱Ȃ床置̧型室内機ͬ す台̴
̾Ȃ外気処理ΩΛΉーΐͬ じ台̴̾
設置̱̀いͥȃ北側͈折上̬部分ͅ
設̫̹ͣͦ吹出口̥ͣ外気処理空気
ͬ供給̳̭ͥ͂́Ȃ冬期ͅβςιー
Η͈͙暖房要求̈́ͥͅ場合ͅ対応̱
̀いͥȪ図ご ずȫȃ還気͉全̀南側ͅ
設̫̹間接照明上部ͅ設̫̹ΑςΛ
ΠȪ図ご せȫ̥̭ͣ͂ͥ͂́Ȃ事務
室͈天井面ͅ吹出口ͬ設置̱̈́いί
ρンͬ成立̵̯̹Ȫ図ご 「ȫȃ床吹出
口͉ȂͺンΫ΀ンΠ用ͬ通路ͅ設置
̱Ȃ座席横ͅΗΑ·用ͬ設置̱̹ȃ
ΗΑ·用͉指向性̦あͤȂ表面͈Ω
Υσͬ回転̵̯̭ͥ͂́風向̧ͬ変
更̳̭̦ͥ͂可能́あͥȃ̹͘Ȃ開
閉用͈͙̾ͥ͘͢ͅ開度調整͜行え
ͥ仕様́Ȃ個人ͥ͢ͅ風量調整̦可
能́あͥȪ図ご そȫȃ
照明̾ͅい̀͜ȂΗΑ·ͺンΫ΀ン
Π照明̱͂ȂͺンΫ΀ンΠ照明͉調
光・調色可能̈́仕様́ȂͺンΫ΀ン
Π照明͈͙点灯̱̹場合Ȃ机上͈́
照度͉じししが時͉ぞししんァ程度「しが調光時
͉ずししんァ程度́あͥȃΗΑ·照明ͅ
̾い̀͜調光機能̦̾い̤̀ͤȂ̧
͛細や̥̈́照度調整̦可能́あͥȃ

●建築設備統合制御システム
施主̦保有̳ͥだすしMはィ新無線調光制
御ΏΑΞθȶにごぺとVEȷ͉ȂͼンΗー
ΥΛΠ͈·ρ;Ρ上ͅ制御用ͺίς
ΉーΏοンͬ載̵̭ͥ͂ͤ͢ͅȂͼ
ンΗーΥΛΠͅ繋̦̹̽照明器具ͬ
自在ͅ΋ンΠυーσ̧̳̭̦ͥ͂́
ͥばoほ技術́あͥȃ·ρ;Ρ上̥ͣ
ͼンΗーΥΛΠͬ介̱ȂΊーΠ;Ϳ
ͼ͂いわͦͥ無線制御ιͼン΋ン
Πυーρーͅ情報̦渡ͤȂ̷̭̥
ͣ無線́ΑΗͼσどぶみ͂呼͊ͦͥ無
線制御端末器ͅ指示ͬ出̱ȂΑΗͼ
σどぶみͅ接続̯̹ͦ器具ͬ制御̳ͥȃ
̭͈技術ͬ活用̱Ȃ照明ͅ限̴ͣȂ
様々̈́建築設備͈統合制御ΏΑΞθ
ͬ新技術研究所ͅ適用̳͓̩共同́
構築̳̭̹ͥ͂͂̈́̽ȃ
新̹ͅ開発̱̹ΏΑΞθ͈う̻͈ じ
̱̾͂̀ȂȶΗΑ·照明͂空調͈連

動制御ȷͬ図ご ぞͅ示̳ȃΗΑ·照
明͈点灯状況ͅ応̲̀各Ζーンͅ設
置̯̹ͦ す台͈室内機͈台数制御ͬ
自動́行うȃ̹͘Ȃ外気処理̾ͅい
͉̀ȂΗΑ·照明͈点灯状況ͅ応̲
̀Ȃ外気取入ͦ用Θ·Π͂還気用Θ
·Πͅ設̫̹ͣͦ風量調整ΘンΩ͈
開度ͬ自動́切替̭ͥ͂́Ȃ外気導
入量ͬ調整̱Ȃ熱負荷͈低減ͬ図
ͥȃ事務室͈省΀Υ手法̱͂̀一般
的̧̹̈́̽̀ͅΗΑ·ͺンΫ΀ンΠ
照明͈計画ͅあわ̵Ȃ照明制御技術
ͬ応用̱ȂΗΑ·照明ͬ在席管理͈
Μーσ̳̭͂ͥ͂́空調͈省΀Υ性
向上ͅ繋̬̹ȃ

●まとめ
本ΏΑΞθ͉Ȃ在席管理͈̹͛͂いう
名目́ΗΑ·照明͈運用ͬ促̳͂共
ͅȂ空調͈自動省΀Υ化ͅ居住者̦参
加̧́ͥ仕様̺ȃ居住者̦自ͣ建物͈
省΀ΥσΆーͅ対̳ͥ取ͤ組͙ͅ参画
̧́ͥ͢う̈́ΏΑΞθ͈構築̷̭̦Ȃ
次世代͈省΀Υ社会̩ͬ̾ͥ͂考え
ͥȃ建物͈本格的運用͉̭̥͈ͦͣ̈́
́Ȃ年間͈運用ΟーΗͬ収集̱Ȃ省΀
Υ性や運用方法͈検証ͬ行う予定́あ
̦ͥȂ施主͂共同̩́̾ͤあ̬̹̭͈
ΏΑΞθͬ居住者̦楽̱ͭ́積極的ͅ
運用̱̩̭̀ͦͥ͂ͬ期待̳ͥȃ
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生年月日　1988年 2月東京都生まれ
最終学歴　東京理科大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻修了
業務経歴　2013年㈱大林組入社
　　　　　毎日放送新館建設・
　　　　　本館改修工事事務所
　　　　　2014年 5月
　　　　　大阪本店設備設計部
　　　　　2017年 4月
　　　　　本社設備設計部
●担当した主なプロジェクト
・いすゞ自動車近畿㈱
　京都支店改修工事・新築工事
・大光電機株式会社新技術研究所
　新築工事
・京都美術工芸大学新築工事
　（基本設計）
・奈良県営プール跡地活用
　プロジェクト（実施設計中）

■青年技術者のことば
ȶ私̹̻̦̩̾ͥ建物͉Ȃ施主̦
貯̧̹̤͛̀金̵̩́̾ͣ̀い̹
̺い̀Ȃ施主͈財産̈́ͥͅȷȃ入
社じ年目͈現場配属́学̺̭ͭ͂
͈じ̺̾ȃ多̩͈仕事ͬ任̵ͣͦ
ͥ͢う̈́ͥ͂ͅȂ̭͈̮̩当̹ͤ
前͈̭͂ͬ忘̱ͦ̀͘う者͉多い
͂当時͈上司́あͥ現場所長͉教
え̩̹̀ͦȃ竣工引渡̱́͘見届
̧̫̭̦̹ͥ͂́私͉Ȃ弊社ͅ全
̀ͬ任̵̩̹̀ͦȶ施主ȷ͂いう
存在ͬ何ͤ͢͜大切ͅ感̲Ȃ設計
部門ͅ異動̱̹後̷͈͜思い͉継
続̱̹ȃ
今回͈新研究所建設͉Ȃ施主ͅ
͂̽̀何度͜機会̦あͥわ̫͉́
̈́いȃ̷̺̥̭ͣȂ大光電機様ͅ
̧̱̥́̈́い͈ͬ͜創造̱̹い͂
考えȂȶΟΎͼン͂機能ͬ兼͇備
え̹設備計画ȷ͂ȶ照明͈ばoほ技
術ͬ応用̱̹建築設備͈統合制御
ΏΑΞθȷ̦実現̱̹ȃ
本建物ͅ導入̱̹新制御ΏΑΞθ
ͬ紹介̳̭ͥ͂́Ȃ省΀Υ手法͈
新̱い可能性ͬ発信̱̹いȃ施主
̩͂̾ͤあ̬̀い̩じ̾じ͈̾建築
͉Ȃ世͈中ͅ発信̳ͥ電波塔̈́ͅ
ͤえ̱ͥȂΠτンΡͬ生出̳ȃ建
築̤̫ͥͅ地球環境配慮͉Ȃ今後
͜求͛ͣͦȂ進化̱̀い̩分野̺
̦Ȃ決̹͛ͣͦ回答͉無̷̸̩ͦ
ͦͅ最適解ͬ見出̱̀い̩必要̦
あͥȃ私͉Ȃ施主͈想いͬ引出̱
̦̈́ͣȂ時代͈流ͦや社会的要求
ͅ柔軟ͅ対応̱ȂͺͼΟͻͺͬ提
供̱実現̳ͥ設計者́あ̹ͤいȃ

■すいせん者
山本雅洋
㈱大林組ȁ大阪本店
建築事業部ȁ設備設計部長

大光電機新技術研究所における空調計画とIoT技術の活用

図-1　建物外観
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写真1　建物外観

本ίυΐͿ·Π͉Ȃȶ智ͬ編͚ȷͬ
΋ンΓίΠ̱̹͂Ȃ京都発祥͈出版
社͈関西本社Ϋσ新築計画́あͥȃ
実施計画͉́Ȃȶ京都̱̯ͣȷ͈͒
新̹̈́展開ͬ試͙Ȃ創造性・知的生
産性ͬ向上̵̯ͥワー·ίτͼΑ͈
創出ͬ目指̱̹ȃ

1．設備計画の基本方針
本ίυΐͿ·Πͬ担当̳ͥͅ当̹
ͤȂ私͉建物΋ンΓίΠ́あͥȶ智
ͬ編͚ȷͬ読͙解̧Ȃȶ賢い建物ȷ
＝ȶ自然・環境・΀ΥσΆーͬ賢̩
使うȷ͂いう΋ンΓίΠ́あͥȃ͘
̹Ȃ本社機能ͬ持̾͂いう̭̥͂ͣȂ
ȶ̱͈͜͜時͜賢̩使うȷ͂いう΋
ンΓίΠȂ更͉ͅ省人化ͅ取ͤ組͙
ȶ賢̩建̀ͥȷ͂いう΋ンΓίΠ͜立
案̱Ȃ̭ͦͣ ず ̾ͬ基本的̈́΋ンΓ
ίΠ̱͂̀設備計画ͬ展開̱̹ȃ

2．エネルギーを賢く使う
省΀ΥσΆー性能ͬ確保̳̹ͥ͛Ȃ
本計画͉́高効率設備機器͈採用̺
̫̩́̈́Ȃ井水利用Ȃ自然換気Ȃ太
陽光発電͈̈́̓自然΀ΥσΆーͬ́
̧ͥ計画̱͂̀いͥȃ̭͈ͦͣ環境
配慮技術Ȫ図－ じȫ͈採用ͤ͢ͅ
なとぺどEE京都́ぺρン·ȪどEE＝ずさずȫͬ
取得̱̹ȃ
2. 1　使用実績評価
すしじそ年͈新関西本社Ϋσ͈年間一
次΀ΥσΆー消費量ͬ図－ すͅ示
̳ȃ新関西本社Ϋσ͈すしじそ年͈実績
͉「そだ MJざmすノア͂̈́̽̀いͥȃ基準
値͉じこせずぞMJざmすノアȂ旧関西本社Ϋσ
͉じこすずす MJざmすノア͈̈́́基準値̥ͣ比
較̱̀そし％Ȃ旧関西本社Ϋσ̥ͣ比
較̱̀「せ％͈΀ΥσΆー削減効果̦
得ͣͦ̀いͥȃ̹͘Ȃ水使用量̾ͅ
い͉̀全体͈たす％ͬ井水̥ͤ͘͢ͅ
̤̈́̽̀ͤȂ上水使用量͈低減ͅ大
̧̩貢献̱̀いͥȃ

3．もしもの時も賢く使う
本建物͉関西͈拠点́あͥ本社機能
ͬ有̱̤̀ͤȂ有事͈際ͅ本社機能
ͬ維持̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ̷͈̹͛
非常用・保安用兼用͈低圧ΟͻーΔ
σ発電機Ȫじじ「をVとȫͬ設置̱̹ȃ保
安負荷͉事務所͈一部͈照明・΋ン
ΓンΠ・換気・中水系統加圧給水ε
ンίȂ排水εンίȂΠͼτ内照明͂
̱Ȃ有事͈際͜΀ςͺͬ限定̱͈̀
業務ͬ継続̧́ͥ計画̱̹͂ȃ

4．快適環境を賢くつくる
本建物͈多̩͈面積ͬ占͛ͥ執務室
͈大半͉使用者̦一日ͬ通̲̀常
時席ͅ座̽̀業務ͬ行いȂ且̾女性
̦多いȃ΃ΓΛΠ型空調機ͬ設置̱
̀いͥ旧本社Ϋσ́実施̱̹使用者
ͺンΉーΠ͉́ȶ暖房時Ȃ足元̦寒

いȷȶ空調͈風́書類̦動̩͈́集
中̧́̈́いȷ͂い̹̽意見͜出̤̀
ͤȂ̷͈点͈改善͉必須́あ̹̽ȃ
̷̭́Ȃ空気式放射空調ͬ採用̳ͥ
̭̱̹͂͂ȃ水式͈場合͉Ȃ漏水͈
ςΑ·̦懸念̯̹̹ͦ͛Ȃ今回͉空
気式̱̹͂ȃ̹͘Ȃ営業室͈͢う̈́
一日ͬ通̲̀在席率͈変動̦大̧い
室̾ͅい͉̀ΓンΏンΈ空調機ͬ採
用̱Ȃ風向・風速・能力ͬ最適化́
̧ͥ計画̱̹͂Ȫ図－ずȫȃ

5．賢く建てる
今回大半͈執務室́採用̯̹ͦ空気
式放射空調͈快適性・省΀Υ性͈高
̯͉一般的ͅ知ͣͦ̀い̹̦Ȃ配管
やΘ·Π̥̥ͥͅ΋ΑΠ͉通常͈空
調方式ͤ͢高̩Ȃ手間̦̥̥ͥ͂い
う問題点̦あͤȂ採用̯̩ͦͅい͂
いう実態̦あ̹̽ȃ更ͅȂ快適性ͅ
̾い̀͜万能͂いうわ̫̩́̈́͜Ȃ
暖房期ͅ机͈̈́̓遮蔽物ͤ͢ͅ足元
̦寒い等͈改善̧̳͓点͜存在̱̀
い̹ȃ̷̭́Ȃ快適性̦高い͂言わ
ͦ̀いͥ放射空調͈省人化ͬ図ͤȂ
同時ͅ暖房期͈足元͈環境改善ͬ図
ͥ新̱い放射空調ͬ開発・標準化́
̧ͦ͊Ȃ̭̥͈ͦͣ知的生産性͈向
上ͅ貢献̧́ͥ͂考え開発͒踏͙
切̹̽ȃ開発ͅあ̹͉̽̀Ȃ̴͘Ώ
ηντーΏοンͬ実施̱Ȃ̷͈内容
ͬ実験̀ͅ確認̱̹ȃ更̷͈ͅ実験
͈結果ͬΏηντーΏοンͅέͻー
ΡΨΛ·̳̭ͥ͂́最終形̱̹͂
Ȫ図ご せȫȃ今回開発̱̹省人化放射
空調ͬΘ·ΠτΑ放射空調͂名付
̫ȂΘ·Π͈数量͈減͂ȂξΣΛΠ
型定風量Θ·Πͥ͢ͅVに͈省略Ȃ施
工人員͈更̈́ͥ減Ȃ試運転調整͈簡
略化ͬ可能̱̹͂ȃ今回開発̱̹Θ
·ΠτΑ放射空調ͤ͢ͅȂ最大そす％
͈省人化̦可能̹͂̈́̽ȃȪ図ご 「ȫ
更ͅȂ̭̺̫͈ͦ省人化ͬ図̦ͤ̈́
ͣ͜Ȃ冷房時・暖房時共ͅ室内͈快
適性ͬ維持̧́̀いͥȪ図ご そȫȃ竣
工後͈使用者͈͒ΪͺςンΈ͈際
͜Ȃ静穏̥̾快適性͈高̯ͬ確認́
̧̀いͥȃ̹͘Ȃ一般的̈́べな造Ȫだm
×だm×天井高̯ȇずmȫ͈標準形ξ
ΣΛΠȪ躯体Ȃ設備機器及びΘ·Π
τͼͺ;Πȫͬ作成̱̹ȃ事務所用
途͈場合́あͦ͊Ȃ図ご せ͈標準形
ξΣΛΠͬίρン上ͅ並͓̭ͥ͂́

今回開発̱̹放射空調ΏΑΞθ͈計
画ͬ行う̧̭̦͂́ͥȃ

設備部門

三
み
畑
はた
　 一

まこと

生年月日　1984年 8月岡山県生まれ
最終学歴　2010年三重大学大学院
　　　　　 工学研究科建築学専攻修了
業務経歴　2010年㈱竹中工務店入社
　　　　　2011年同大阪本店設計部
　　　　　2015年同京都支店設備部
●担当した主なプロジェクト
2012年　DXアンテナ西神電波暗室棟
2013年　大阪木材仲買会館
2013年　京都製作所新技術研究棟
2013年　未来学園京都校
2013年　ソフトウェアサービス
　　　　 西宮原本社ビル
2013年　立命館大学茨木キャンパス
2014年　イオンモール京都桂川
2015年　数研出版新関西本社ビル
2015年　SGP枚方駅前商業ビル

■青年技術者のことば

今回͈ίυΐͿ·Π͉́Ȃ様々̈́

省΀ΥσΆー技術͂新̱い放射空

調͈開発ͬ設計・施工ͬ一貫̱̀

経験̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ建築主͈

ΣーΒͅ合̹̽設備計画ͬ実施̱

̀い̩͈͉我々設備技術者͂̽ͅ

̀当然͈̭͂́あ̦ͥȂ加え̀建

設業界全体͈職人不足͂いう問題

̦顕在化̱始͛̀いͥ中́Ȃ今後

一層求͛ͣͦͥ快適̥̾知的生産

性͈高い空間ͬ̓う提供̱̀い̩

̥͂いう課題ͅȂ省人化施工方法

͈開発͂いう一͈̾答えͬ出̳̭

̧̦̹̭͉͂́͂Ȃ今後͈設備技

術者̱͈͂̀΅λςͺ͈中́大変

貴重͈̹̈́͂̈́̽͜ȃ

建築設備͈進歩͉日進月歩́Ȃ̷

͈内容͉̳̳͘͘複雑化・高度

化・専門化͈一途ͬ辿̭̦ͥ͂予

想̯ͦͥȃ̷͈数多͈選択肢͈中

̥ͣȂ建築主͈ΣーΒͅ応えͥ͜

͈ͬ取捨選択̱Ȃ品質ͬ確保̱Ȃ

満足̱̀ͣ͜うȃ更͉ͅȂ建設業

界͈生産性向上͜ͅ寄与̱̀い̩

必要̦あͥ͂考え̀いͥȃ今後͈

建設業会ͬ含͚社会全体̥ͣ求͛

ͣͦͥ設備技術者̱͂̀私͉成長

̱続̫̹いȃ

■すいせん者

道永ȁ剛

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

設備部ȁ部長

数研出版新関西本社ビルにおける設備計画

図-1　環境配慮の取り組み
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図- 6　快適性の確認
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施工部門

中
なか
川
がわ
啓
けい
太
た
郎
ろう

生年月日　1985年 7月京都府生まれ
最終学歴　 2011年大阪府立大学大学

院　工学研究科・機械系
専攻修了

業務履歴　 2011年㈱竹中工務店入
社、大阪本店技術部、神
戸支店作業所、大阪本店
見積部、大阪本店作業所、
現在、大阪本店技術部

●担当した主なプロジェクト・経歴
2011年　灘中高新校舎建設工事
2012年　あべのハルカス建設工事
2013年　大阪本店　技術部

■青年技術者のことば

昨年ȂΡͼΜ͈建設機械͈展示会

͂建設現場ͬ見学̳ͥ機会̦あ̽

̹ȃ̷͈際Ȃ建設作業員͈ワー·

ρͼέΨρンΑ͈確保͂͂͂͜

ͅȂ重労働作業ͬ機械化̱̀いͥ

̭͂ͬ目͈あ̹̱̹ͤͅȃ国内́

欧米͈͢う̈́労働環境ͬ実現̱͢

う̳͂ͥ͂日本͈技術τασ͈高

い作業員̦͜納得̧͈́ͥ́̈́͜

̩͉̀̈́ͣ̈́いȃ私͉今Ȃ建設機

械・υδΛΠ開発͈業務ͅ携わ̽

̀い̦ͥȂ機械͈開発͉ͅȂ作業

͈段取ͤȂ職人͈技や経験͈部分

̦失わͦ̈́い͢う̈́技術̳͂ͥ必

要̦あͥ͂感̲̀いͥȃ

開発̱̹技術ͤ͢ͅȂ生産性͈向

上ͬ実現̱Ȃ働̧方͈あͤ方Ȃ建

設現場͈環境ͬ改善̱Ȃ̭ͦ́͘

͈Υ΄Ξͻή̈́ͼιーΐͬ払̱͡

̩̱̹いȃ̷͈結果̱͂̀Ȃ女性

や若者̦建設業ͅ携わ̹ͤい͂思

えͥȂ̽͂͜·ςーン́夢̦あͥ

業種̱̹ͅいȃ

最終的͉ͅȂ開発̱̹機械・技術

ͤ͢ͅȂ建設業͈ȸずKȹͬȶ̧̾

い・汚い・危険ȷ͂いう͈́̈́͜

̩Ȃ本来建設業̦持̻合わ̵̀い

ͥȶ感動・感謝・貢献ȷͅ換えͣ

ͦͥ͢う̈́建設機械技術者͂̈́ͦ

ͥ͢うͅ挑戦ͬ続̫̀い̧̹いȃ

■すいせん者

岡橋ȁ稔

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

技術部副部長

建築生産における生産性・安全性向上への挑戦

近年͉大型地震̦頻発̱Ȃ施工中͈
地震ͅ対̳ͥ安全確保̦建設業界͈
課題͂̈́̽̀いͥȃ̹͘Ȃ建物͈地
震対策͉急速ͅ進̤ͭ́ͤȂ地下階
ͅ深いάΛΠͬ必要̵̴͂Ȃ敷地͈
制約ͬ受̫̩ͅい等͈ιςΛΠ̥ͣ
建物͈中間階ͅ免震構造ͬ有̳ͥ建
物̦増加̱̀いͥȃ従来工事用΀τ
αーΗͬ設置̳͉ͥͅȂζΑΠͬέ
υͺ̮͂ͅ壁̨̾̈́́固定̵̯̹ͥ
͛Ȃ地震̦発生̱̹際ͅ免震層͈上
下́過大̈́変形̦生̲Ȃ΀ταーΗ
ͬ損傷̵̯ͥ恐̦ͦあ̹̽ȃ免震層
͈層間変位ͅ対̱̀工事用΀ταー
Η͈安全ͬ確保̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ

・対策立案
今回Ȃ建物͂΀ταーΗζΑΠ͈間
ͅ縦流̱材くは型鋼ぐͬ設̫ȂζΑΠ
支持間隔͉従来͈間隔内ͅ納͛̾̾Ȃ
建物͂縦流̱材͈支持間隔ͬ大̧̩
̳̭ͥ͂́Ȃ建物変位ͬ吸収̳ͥ方
式́あͥȶ建物支持間隔拡張方式ȷ
ͬ考案̱̹ȃ

・実施計画
当該方式ͬ実現̳̹ͥ͛Ȃ工事用΀
ταーΗ͈設置・·ρͼηンΈ・縦
流̱材及び壁繋̨͈計画ͬ行̹̽ȃ
組立時壁̨̾̈́ͅ縦流̱材͈自重̦
作用̱Ȃ鉛直方向̾ͅい̀壁̨̾̈́
強度̦不足̳̹ͥ͛Ȃ壁繋̨形状ͬ

ίτーΠ̥ͣ溝形鋼ͅ変更̱̹ȃ加
え̀組解体・·ρͼηンΈ時̷ͦͅ
̸ͦ じ日̴̾作業日数̦増え̱̀͘
う̭̦͂判明̱̹̹͛Ȃ壁̨̾̈́
材・縦流̱材ͬξΣΛΠ化̱̀組͙
立̀ͥ方式ͬ採用̱̹ȃ

・成果
中間階免震建物ͅ工事用΀ταーΗ
ͬ設置̳ͥ場合ͅȂ地震ͤ͢ͅ大̧
̈́層間変位̦生̲̀͜΀ταーΗζ
ΑΠ̦損傷̱̈́いȶ当該方式ȷͬ考
案̱Ȃ解析̽̀͢ͅ΀ταーΗζΑΠ
̦十分̈́耐力ͬ有̳̭ͥ͂ͬ確認̱Ȃ
大阪市内͈作業所̀ͅ実適用̱̹ȃ

図1　 中間階免震建物における従来の工事用エレベータ設置方法と建物支持間隔拡張方
式での地震時挙動

EVマスト

層間変位 層間変位

壁つなぎ
躯体

免震装置
縦流し材

通常のEV設置方法 建物支持間隔拡張方式

EV搬器

EVマストの
変形角大 EVマストの

変形角小

●中間階免震建物における工事用エレベータ設置方式の開発

建設業͈数あͥ職種͈中́͜Ȃ΋ン
·ςーΠ床打設工事ͅ従事̳ͥ作業
員͈不足̦深刻̈́問題̈́̽̀ͅいͥȃ
΋ン·ςーΠ床打設工事̤ͅい͉̀Ȃ
昼休͙̩ͧ͜ͅ確保̴̧́ͅ作業ͬ
̳̭ͥ͂やȂ日̹̪͕ͬ̓͘遅̩͘
́作業ͬ行い次͈日͉朝一̥ͣ作業
ͅ入̭ͥ͂Ȃ重量物ͬ振ͤ回̱Ȃ腰
ͬ屈͈͛̀作業̦長時間続̩̭͂̈́
̓非常ͅ厳̱い環境̦常態化̱̀い
ͥȃ
現状͈課題ͬ把握̳͓̩Ȃ̭ͦ́͘
行わͦ̀いͥ床仕上̬工事̤̫ͥͅ
ȶ打設ȷȂȶ均̱ȷȂȶ押えȷ͈各工程͈
作業内容͈調査̱̹ͬ上́最新͈機
械化施工技術ͬ導入̱̹ȃ

・実施内容
ӱ打設工程
従来使用̱̀いͥ΋ン·ςーΠͬ充

填̵̯̹͈ͥ͛ΨͼήτーΗ͉電源
΋ーΡ̦邪魔̈́ͤͅ作業性̦悪い̭
͂ͅ注目̱̹ȃ̷̭́ΨΛ·ΩΛ·
式΀ンΐンΨͼήτーΗく写真 す ぐͬ
導入̳̭ͥ͂́Ȃ従来 じ台͈Ψͼή
τーΗ作業ͅ΋ーΡͬ介錯̳ͥ作業
員ͬ含͛ す～ ず名必要́あ̹͈̽͜
ͬȂ じ名͈͙́作業̧́ͥ͢う̱ͅ
̹ȃ
Ӳ均̱工程
従来͉τーΎーτασ̽̀͢ͅȂε
ͼンΠ̮͂ͅτασͬ確認̱̦̈́ͣ
均̱作業ͬ行̽̀い̹̦ȂηΣΑ·
ςーΡく写真 ず ぐ͂いう床τασͬ自
動的ͅ均一̳ͥͅ機械ͬ用い̀Ȃ作
業͈省力化͂Ȃ床精度く±ぞmm以上͈
不陸͈割合ぐ͈「し％向上ͬ両立̵̯ͥ
̧̭̦̹͂́ȃ
ӳ押え工程
従来͉ΧンΡΠυ;Ϳσͬ振ͤ回̱

͈̀作業́あ̹̦̽Ȃ最新式͈比較
的軽量́あͥ騎乗式Πυ;Ϳσく写真
せ ぐͬ導入̱̹ȃ実ίυΐͿ·Π̤ͅ
い̀Ȃ従来͈ΧンΡΠυ;Ϳσ͈͂
比較ͬ行̹̭̽͂ͧȂ施工面積̦たしし
㎡以上あͥ場合͉ͅȂ施工能率̦向
上̳̭ͥ͂ͬ確認̧̹́ȃ

・成果
ΨΛ·ΩΛ·式΀ンΐンΨͼήτー
ΗȂηΣΑ·ςーΡȂ軽量型騎乗式
Πυ;Ϳσͬ導入̱Ȃ施工法͈改善
ͬ行う̭͂ͤ͢ͅȂ省人化・品質向
上͈効果ͬ確認̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ
私͉今後͜Ȃ̯ͣ̈́ͥ床打設工事全
体͈́省人化͈実現ͅ向̫̀改善・
推進活動ͬ行̽̀い̩ȃ現在͉Ȃ̯
ͣ̈́ͥ省人化ͬ実現̧́ͥ技術͈開
発ͬ行̤̽̀ͤȂ左官工事͈改革ͬ
必̴実現̵̯̭ͥ͂ͬ決意̱̀いͥȃ

●コンクリート床打設工事における機械化施工技術の適用

写真1　縦流し材設置状況

写真 2　 バックパック式エンジンバイブ
レータ使用状況

写真 3　ミニスクリード使用状況 写真 4　小型騎乗式トロウェル使用状況

エレベータマスト

縦流し材
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生年月日　1986年 1月広島県生まれ
最終学歴　 2006年呉工業高等専門学

校建築学科卒業
業務履歴　 2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　2009年大阪本店作業所
　　　　　2014年技術研究所
　　　　　2016年大阪本店技術部
●担当した主なプロジェクト
2007年　大和屋繊維工業本町ビル
　　　　 新築工事
2008年　天理よろづ相談所学生寮
　　　　 新築工事
2009年　梅田北ヤードBブロック
　　　　 新築工事
2013年　京阪くずはモール2期　
2014年　技術研究所
　　　　 地盤・基礎部門
2016年　大阪本店技術部

■青年技術者のことば

ȶ地下工事͉難̱いȷ

建設業ͅじじ年従事̱Ȃや̷͈̽͂

言葉͈意味̦少̱̺̫分̧̥̽̀

̹͂思うȃ

地下工事͉Ȃ地盤͉̲̳ͬ͛͂ͥ

工事条件̦各ίυΐͿ·Πͤ͢ͅ

大̧̩異̈́ͤȂ地下水や地盤挙動

̈́̓直接目ͅ見え̈́い͈ͬ͜想定

̱̦̈́ͣ工事ͬ行う̹͛非常ͅ難

易度̦高いȃ̷͈̹͛地下工事͈

生産性ͬ向上̵̯̹͉ͥ͛ͅȂ高

い専門性͂Α΅σͬ有̱Ȃ̷ͦͣ

ͬ積極的ͅ活用・展開̱̀い̩̭

̦͂必須́あͥȃ

建設工事̤ͅい̀工期͈多̩ͬ占

͛ͥ地下工事ͬ合理化̳̭ͥ͂

͉Ȃ生産性向上ͅ大いͅ寄与̳ͥ

͈͂͜考えͥȃ̹͘Ȃ生産性͈͙

̴̈́ͣ安全性や周辺環境͈͒配慮

͜非常ͅ重要́あͤȂ̭ͦͣ全̀

ͬ·ςͺ̳̭̦ͥ͂我々技術者ͅ

求͛ͣͦ̀いͥȃ

私͉自͈ͣ研鑽ͅ加えȂ常͈͜ͅ

̮͈͂本質ͬ見極̦͛̈́ͣ問題提

起͂課題解決ͬ図̭ͥ͂́Ȃ建設

業界全体͈生産性向上ͬ実現̱̀

い̧̹いȃ

■すいせん者

三國昌則

㈱竹中工務店ȁ大阪本店

技術部課長ȁ計画じΈσーί長

地下工事計画の合理化による生産性向上

開発背景
砂礫層̧̦̾̿下層ͅΏσΠや粘土
͈̈́̓遮水層̦存在̱̈́い地盤̤ͅ
̫ͥ地下工事͈́地下水処理͉́Ȃ
じ分間あ̹ͤじしmず以上̈́ͥ͜ͅ大量͈
地下水ͬ揚水̳ͥ必要̦あͤȂ工事
敷地周辺͈井戸枯ͦや水位低下ͅ伴
う地盤沈下͈̈́̓問題̦発生̳̭ͥ
̦͂あͥȃ従来技術͉́ΓιンΠ系
改良̈́̓ͤ͢ͅ人工的ͅ難透水層ͬ
構築̱Ȃ地下水͈流入ͬ防̪人工低
透水層工法͂いう͈̦͜あ̦ͥȂ΋
ΑΠ̦高̩地下水͈ͺσ΃ς化̈́̓
地盤環境͒͜影響ͬ与え̭ͥ͂̈́̓
̥ͣȂ採用̯ͦͥΉーΑ͉少̈́いȃ
̷̭́Ȃ地盤環境͈͒影響̦少̈́い
中性化系薬液ͬ用い̹広範囲浸透型
薬液注入ͤ͢ͅ人工低透水層ͬ構築
̳ͥ方法ͬ考案̱Ȃ室内配合試験͂
原位置͈́試験施工̽̀͢ͅ技術開
発ͬ行̹̽ȃ

実施内容ӱ
本技術ͅ求͛ͣͦͥ薬液͈性能͉Ȃ
固結時ͅpは̦中性域̭͂̈́ͥ͂Ȃ長
時間͈ΊσΗͼθ調整̦可能́あͥ
̭͂Ḁ̑̾材料費̦安価́あ̭ͥ͂
́あͥȃ̷̭́Ȃ各ιー΃ーや専門
工事会社͈͒ΪͺςンΈͬ行いȂ数
種類͈薬液̾ͅい̀室内配合試験ͬ
実施̱最適̈́材料͂配合ͬ選定̱̹
Ȫ写真じȫȃ

実施内容Ӳ
低΋ΑΠ͈́施工ͬ可能̳̹͂ͥ͛Ȃ
礫層͈高い透水性ͬ利用̱Ȃ じύ所
͈注入井戸ͤ͢広範囲͈地盤ͬ改良
̳̭ͥ͂ͬ目指̱̹ȃ̭ͦͬ実現̳
̹͉ͥ͛ͅȂ注入薬液ͬ長時間連続
́地盤内ͅ低圧注入̳̭̦ͥ͂重要
́あͤȂ注入中͈薬液固結ͥ͢ͅ注入
圧力͈上昇ͬ抑制̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ
̷̭́Ȃ浸透流解析κΟσ̽̀͢ͅ検
討ͬ重͇Ȃ最適̈́注入井戸͈構造͂注
入方法ͬ決定̱̹Ȫ図じȫȃ

成果
本技術͈適用対象̱͂̀想定̱̀い
̹札幌市街地͈́工事̤ͅい̀注入
実験ͬ実施̱Ȃ じύ所͈注入井戸ͅ
ͥ͢広範囲改良͂難透水層͈構築̦
可能́あ̭ͥ͂ͬ実証̱̹Ȫ写真すȂ
図すȫȃ

●礫地盤の遮水改良技術の開発

工事概要と課題
梅田北μーΡどήυΛ·新築工事͉Jべ
大阪駅北側ͅ広̦ͥ大阪最後͈一等
地͂呼̹͊ͦȶ梅田北μーΡȷȪ約
すせhよȫ͈先行開発区域Ȫ約ぞhよȫ内
ͅ大規模複合施設ͬ建設̳ͥ工事́
あͤȂ地下工事͉平面形状約すししm×
じししmȂ掘削深̯じたさ「mȂ掘削土量約ずせ
万mず͈大規模大深度工事́あ̹̽ȃ
近隣協定ͤ͢ͅ躯体工事͉昼間作業
ͅ限定̯ͦͥ̈́̓工事上͈制約̦非
常ͅ多い̥̈́Ȃ膨大̈́地下躯体数
量Ȫ鉄筋ȇたこ「ししtȂ型枠ȇだ「こしししmすȂ
なぶふȇぞ「こずししmずȫͬ工期内́消化̳ͥ
̹͉͛ͅ合理的́生産効率͈高い施
工計画͈立案͂実施̦必要́あ̹̽ȃ

計画と実施
私͉地下工事担当̱͂̀Ȃ工事ͬ円
滑ͅ進̹͈͛ͥ͛工事車両動線計画
͂軟弱̈́沖積粘土地盤͈́逆打̻工
事͈施工計画̾ͅい̀Ȃ施工段階ͅ
̤い̀改善ͬ行い̦̈́ͣ実施̱̹ȃ

敷地一杯ͅ建物̦配置̯ͦ̀い̹ͥ
͛Ȃ地上工事͂地下工事͈車両動線ͬ
分離̳̭̦ͥ͂必須́あͥ͂考えȂ地
下γーσ͈大空間ͬ利用̱̹仮設Α
υーί͈設置͂本設車路Αυーί͈先
行構築ͥ͢ͅ地下工事車両͈動線確保
ͬ計画̱実施̱̹ȃ̭ͦͤ͢ͅ地下工
事基地ͬ地下す階τασ̱͂Ȃ仮設Α
υーί̀ͅΘンίͬ掘削敷̧́͘降ͧ
̱Ȃ直積͙ͬ実施̱̹Ȫ写真ずȂせȫȃ
逆打̻工事計画̾ͅい͉̀Ȃ当初計
画͉́鋼製斜͛切梁ͬ ず段設置̳ͥ
予定́あ̹̦̽Ȃ設置͂撤去̥̥ͅ
ͥ作業量̦多̩Ȃ工期的ͅ厳̱い̭
͂や安全面̾ͅい̀͜危険作業͈増
加̦懸念̯̹ͦȃ̷̭́Ȃ鋼製斜͛
切梁ͬべなΨΛΠτΑ壁ͅ変更̱Ȃ斜
͛鋼製切梁ͬじ段ͅ削減̳̭ͥ͂́工
事計画͈合理化ͬ実現̱̹Ȫ写真「ȫȃ
̷͈他͜ͅȂ地下水処理計画や地下
躯体工事計画̾ͅい̀合理化ͬ図̽
̹̭͂́Ȃ効率̩͢地下工事ͬ進͛
̧̭̦̹ͥ͂́Ȫ写真そȫȃ

成果
地上工事͈͂動線分離や施工計画͈
見直̱͂改善ͤ͢ͅȂ目標̱͂̀い
̹工期短縮Ȃ原価低減Ȫ仮設費削減Ȃ
目標施工歩掛ͤȫͬ実現̱Ȃ大規模
大深度地下工事ͬ合理的̥̾安全ͅ
実施̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ具体的̈́施
工歩掛̱͉ͤ͂̀Ȃ ず次掘削以降͈
掘削土量じこたししmずざ日Ȃ΋ン·ςーΠ打
設数量最大じこそぞしmずざ日Ȫ地下͈͙ȫͬ
達成̱̹ȃ

●大規模大深度地下工事における生産性向上

写真1　室内配合試験 図1　解析によるシミュレーション

地下水位
泣

6m

2m低pH

後続薬液による酸性化

地下水による希釈

写真 3　仮設スロープ設置状況 写真 4　5次掘削状況（B2階） 写真 6　地下躯体工事状況

写真 5　斜梁・RCバットレス

図 2　注入実験結果

貸障静遭
椿波静遭

季黙省手付捻稀
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写真 2　注入実験（掘出し調査）
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施工部門
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生年月日　1982年 2月大阪府生まれ
最終学歴　 2007年大阪市立大学大学

院工学研究科都市系専攻
修了

業務経歴　2007年㈱大林組入社
　　　　　 2007年大阪本店建築事業部
　　　　　2013年京都支店
　　　　　 2014年大阪本店建築事業部

生産技術部計画第一課、
現在に至る

●担当した主なプロジェクト
2007年　 （仮称）大阪淀屋橋ホテル

計画
2009年　 新多根総合病院新築工事
2011年　 市立奈良病院新築その他

工事
2013年　 NHK新京都放送会館建設

工事

■青年技術者のことば

我̦国͉Ȃ総人口̦すしした年度ͬ

άー·ͅ減少ͅ転̲̤̀ͤȂ生産

年齢人口̹͘͜減少͈一途ͬ辿

ͤȂ超高齢化社会ͅ足ͬ踏͙入ͦ

̀いͥȃ深刻̈́労働力不足Ȃ少子

高齢化͈͒対応͉Ȃ建設業界̤ͅ

い̀͜命題́あͤȂȸ生産性ȹ ͂

いう観点̥͈ͣȂ積極的̈́取ͤ組

͙̦求͛ͣͦ̀いͥȃ今回͈案件

͉́Ȃ私̦当初計画ͤ͢参画̱Ȃ

主ͅ施工技術面͈担当̱̹ͬ中

́ȂȨ省力化ȩͬ助成̱̹͂考え

ͣͦͥそ͈̾事例ͬ紹介̱̹ȃ昨

今͈社会情勢ͬ踏͘えȂ多角的

ͅȂ工期短縮や省力化Ȃ労務͈平

準化͒向̫̀積極的ͅ取ͤ組͚姿

勢͉Ȃ業界全体͈現在͈風潮ͅ変

化̹̳ͬͣ͜足掛̥ͤ͂̈́ͤȂ国

ͬあ̬̀取ͤ組ͭ́いͥ働̧方改

革͈一翼ͬ担̽̀い̩͈͂͜考え

̀いͥȃ今後͜Ȃ画期的́魅力あ

ͥ建設業界͈構築ͅ向̫̀Ȃ̷͈

一助ͬ担う͓̩Ȃȸ生産性ȹ ͬ念

頭̤ͅい̀業務ͅ取ͤ組͙Ȃ新̹

̈́課題ͅ挑戦̱̀い̧̹い͂思

うȃ

■すいせん者

山口善史

㈱大林組ȁ大阪本店ȁ建築事業部

生産技術部部長

生産性向上に向けた取り組み　～RC-S造 物流倉庫における省力化の事例
●概要
建設業界͉業界ͬあ̬̀Ȃ今後予想
̯ͦͥ深刻̈́労務や機械͈不足ͬ視
野ͅ入̹ͦȂ生産力͈確保͂生産性
͈向上ͬ図ͥ省力化工法͈開発Ȃ展
開͈推進ͬ強̩求͛̀いͥȃ̷͈点
ͬ踏͘え̀Ȃ本件͉́Ȃ労務͈͒負
担軽減̤͢び工期短縮ͅ繋̦ͥ省力
化工法̱͂̀Ȃ以下͈ そ͈̾手法ͬ
採用̱̹ȃ
ȁ◇柱躯体͈ίτ΅λΑΠくPなよぐ化
ȁ◇鉄骨梁͈ξΣΛΠ化
ȁ◇地中梁鉄筋͈地組
ȁ◇手摺壁͈΍ͼΠPな化
ȁ◇どばMͬ用い̹施工管理
ȁ◇ばなほͬ利用̱̹施工管理
̤̈́Ȃ今回取ͤ上̬ͥ案件͈建物概
要͉次͈通ͤ́あͥȃȪΩーΑȇ図じȫ
工事名称ȇ某物流倉庫新築工事Ȃ工
事場所ȇ大阪府大阪市Ȃ主要用途ȇ
物流倉庫Ȃ構造・規模ȇ柱べなご梁ぺ
造Ȃ地上 せ階Ȃ面積ȇ敷地面積約
すずこそせしmすȂ建築面積約じずこだぞしmすȂ延͓
面積約「じこせずしmす

●柱躯体のプレキャスト化
柱先行降伏型̀ͅ終局時ͅ全体崩壊系
ͬ形成̵̯ͥ設計仕様ͤ͢ͅȂ柱筋
͈継手位置ͅ制約ͬ受̫̹̭̥͂ͣȂ
柱ίτ΅λΑΠͬ図すȂず͈͢うͅ分
割̳̭ͥ͂́対応̱̹ȃ工期̱͂̀
͉じήυΛ·だ日΍ͼ·σ͈́構築ͬ
実現̱Ȃ̷͈建方計画͉Ȃ工期͈短
縮Ȃ労務͈山崩̱ͅ重点̤ͬい̀工
区ͬ分̫Ȃそししt·υーρー·τーン
ͥ͢ͅ建逃̬工法ͬ採用̱̹く図 せ ぐȃ
得̹ͣͦ効果͉次͈通ͤ́あͥȃ

ȁ◇品質͈向上
ȁȁ・柱躯体精度͈向上 
ȁȁ・Αρή打継̨͈低減
ȁȁ・表面美観͈向上
ȁ◇工期短縮・労務省人化
ȁȁ・躯体工期短縮
ȁȁ・労務͈山均̱
ȁȁ・仕上工事͈早期着手

●鉄骨梁のユニット化
鉄骨梁ͬξΣΛΠ化̳̭ͥ͂́Ȃ建
方効率͈向上ͬ図̹̽ȃ実施̱̹ ず
種類͈ξΣΛΠΗͼίͬ図「ͅ示̳ȃ
得̹ͣͦ効果͉以下͈通ͤ́あͥȃ
ȁ◇品質・安全性͈向上
ȁȁ・鉄骨建方精度͈向上
ȁȁ・高所作業͈回避
ȁ◇工期短縮・労務省人化
ȁȁ・ 揚重回数低減ͥ͢ͅ建方効率

͈向上
ȁȁ・労務͈山均̱͂習熟効果
ȁ◇接合部仕様VEくδσΠ→溶接接合ぐ
ȁȁ・地上作業ͥ͢ͅ品質͈安定化

●地中梁鉄筋の地組
地中梁鉄筋ͬ定̹͛地組μーΡ́あ
̥̲ͣ͛組͙立̧̤̀̀ȂΑΠΛ·
̱̹͈ͬ͜揚重機ͤ͢ͅ所定͈位置
ͅ配置̱̹ȃ得̹ͣͦ効果ͬ以下ͅ
示̳ȃ
ȁ◇生産性向上Ȃ労務͈山均̱
ȁ◇工期短縮
ȁ◇品質・施工性͈向上

●手摺壁のサイトPC化
車路部分͈外壁手摺壁ͬȂ現場΍ͼ
ΠPな̱͂Ȃ省力化ͬ図̹̽ȃ得ͣͦ
̹効果͉次͈通ͤ́あͥȃ

ȁ◇型枠転用回数͈増加
ȁ◇生産性向上Ȃ労務͈山均̱
ȁ◇工期短縮
ȁ◇品質・施工性Ȫ安全性ȫ͈向上

●BIMを用いた施工管理
どばMκΟσͬ用い̭ͥ͂́Ȃ施工後͈
手戻ͤͬ無̩̱Ȃ思い込͙͈払拭ͬ
図̹̽ȃ実現性͈立証͂細部͈検証
ͬ目的̱͂̀Ȃ以下͈事項́どばMͬ利
用̱̹ȃ
ȁ◇建方工法Ȃ工事ΑΞΛί͈把握
ȁ◇仕上工事範囲͈明確化
ȁ◇外観意匠͈確認

●ICTを用いた施工管理
積極的ͅ施工管理ͅばなほΜーσくΗή
τΛΠぐͬ活用̳̭ͥ͂́Ȃ職員͈生
産性向上ͬ図̹̽ȃ主ͅ用い̹項目
͉以下͈通ͤ́あͥȃ
ȁ◇検査Ȫ杭ノ配筋ノ仕上ȫざ工事写真
ȁ◇βーΩーτΑ会議・電話・ιーσ
ȁ◇ικく野帳ぐΏΑΞθざ工事指示書
ȁ◇図面・どばM・工程確認

●まとめ
本件́紹介̱̹物流倉庫͈͢うͅȂ
規模̦大̧̩Ȃ労務̦̈́̓大量ͅ必
要͂̈́ͥ反面Ȃ同様̈́納̦ͤ͘多い
建物͉́Ȃ省力化͈可能性̦高̩Ȃ
多大̈́効果̦期待̧́ͥȃ構造部材
͈単一化Ȃ工場化ͬ図ͤȂ施工ΏΑ
Ξθ͈構築Ȃ画一化ͬ含͛̀Ȃ設計
部門͂早期̥ͣ協議ͬ重͇̭ͥ͂́Ȃ
工期短縮Ȃ労務量͈大幅̈́削減̦可
能͂̈́ͤȂ事業全体͈生産性向上ͅ
繋̦͈ͥ͂͜考えͥȃ
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生年月日　1983年 4月奈良県生まれ
最終学歴　2006年 大阪工業大学
　　　　　 工学部電気電子システム

工学科卒業
業務経歴　2006年㈱きんでん入社
　　　　　 本店技術本部大阪エンジ

ニアリング部
●担当した主なプロジェクト
2007年　某石油化学工場
2008年　某石油工場
2009年　某石油工場
2010年　某発電プラント
2013年　某食品、医薬品原料工場
2015年　某化学繊維工場
2016年　某有機飼料工場

■青年技術者のことば

先輩技術者ͬ見̀思うͅȂ技術者

͉ͅ総合的̈́力量̦必要́あͥ

͂実感̱̀いͥȃ専門知識͉͂͜

ͤ͢周辺知識Ȃ広い視野Ȃ施工経験

͈̈́̓ΨρンΑͬ指̳̦Ȃ中́͜

ȸ現場́培わͦͥ力ȹ̦重要́あͥ

͂思うȃ単ͅ設計技術̴͈͙̈́ͣȂ

工法͜含̹͛総合的̈́技術͈向上

ͬ目指̱̀い̧̹い͂考え̤̀ͤȂ

̥̈́́͜実践͈͙́培わͦͥ

ȸ現場͈知恵ȹ͈蓄積͂伝承̦Ȃ

施工技術͈更̈́ͥ進化ͅ繋̦ͥ͂

信̲̀いͥȃ

ίρンΠ業界͉Ȃ技術者や技能者͈

高齢化ͅ加えȂ若い人材͈不足

̥ͣȂ技術伝承̦進̈́͘い͂いう

問題ͬ抱え̀いͥȃ先人̹̻̥ͣ

譲ͤ受̫̹知恵やȂ自ͣ得̹経験

ͬ次世代͂共有̳̭̦ͥ͂重要́

あͥ͂考え̤̀ͤȂ̭ ̥ͦͣͬ担う

技術者͈͒技術伝承ͅ努̹͛いȃ

施工Φ;Χ;̈́̓ȸ現場͈知恵ȹ

͈技術習得や新技術͈開発͉Ȃ

我々技術者̱͈͂̀責務́あͥȃ

̹͘Ȃ技術進歩̦急速́あͥ時代

̤ͅい̀Ȃ陳腐化̱̹知識や技術

͂̈́ͣ̈́い͢うͅȂ常ͅ最新͈技

術ͬ習得̳͓̩継続的̈́自己研鑚

ͅ励͚ȃ社会ͅ貢献̱うͥ技術者

̱͈͂̀心構え͂情熱ͬ今後͜強

̩持̻続̫̦̈́ͣ業務ͅ取ͤ組ͭ

́い̩所存́あͥȃ

■すいせん者

田中日出男

㈱̧ͭ́ͭ

常務執行役員ȁ技術本部長

プラント電気計装設備の設計・施工省力化
1．概要
本件͉Ȃ既設設備͈運転ͬ行い̦̈́
ͣȂ発電設備更新工事ͬ同時並行́
進͛ͥίυΐͿ·Π́あ̹̽ȃ東日
本大震災͈発生ͤ͢ͅȂ発電電力͈
早期安定供給̦必要̹̹͂̈́̽͛Ȃ
ίυΐͿ·Π全体͈工期短縮̦求͛
̹ͣͦȃ総長せ「し㎞͈長距離Ήーήσ
延線工事Ȃ防爆工事͈最適化Ȃ計装
計器͈選定͈ ず項目ͅ着目̱Ȃ工期
短縮ͬ図̹̽ȃ̷͈計画及び設計・
施工技術̾ͅい̀報告̳ͥȃ

2．長距離ケーブル延線計画
厳寒期̥ͣ酷暑期̥̫͈̀ͅ長期間
́あͤȂ高̯たｍ以上͈ΩͼίρΛ·
上̦大部分͈高所作業́あ̹̹̽͛Ȃ
作業負担軽減や災害・熱中症ςΑ·
低減ͬ考慮̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ̭͈
̭̥͂ͣȂ次͈三̾ͬ重点課題̱͂Ȃ
工期短縮͈計画ͬ検討̱̹ȃȪ表じȫ
ȁӱ作業省力化
ȁӲ品質確保
ȁӳ進捗͈安定化
従来工法͉́Ȃ̹わ͙や張ͤͥ͢ͅ
作業中断や再ΓΛΞͻンΈ̦必̴発
生̳ͥȃ̭͈ͦͣ打開策̱͂̀ȸ半
自動化工法ȹͬ採用̱̹ȃ

2-1．半自動化工法
ͼー΍ΥΛΠ通信ͥ͢ͅΩΕ΋ン́
͈一括集中管理及び一括操作̦可能
́あͥ延線制御ΏΑΞθȪ三菱電機
製ȫ́あͤȂ主̈́構成̱͂̀Ȃ延線
制御ΏΑΞθ盤Ȫ電源ȂΑͼΛΙン
ΈΧήȂΩΕ΋ンȫ͂制御どぶみȪͼン
ΨーΗーȂΑͼΛΙンΈΧήȫȂδー
σ延線機͂̈́̽̀いͥȪ図じȫȃ機能
ͬ以下ͅ示̳ȃ
・同期運転ざ個別制御機能
・ͼンΗーυΛ·制御機能
・状態監視機能

2-2．延線器材計画
延線ͥ͢ͅ過度̈́張力や側圧Ȃ曲̬
応力ͤ͢ͅȂΉーήσ損傷ςΑ·̦
あ̹̽ȃ
・導体ͅ伸び̦発生
・遮͒い層Ȫ銅Ξーίȫ損傷
・絶縁体やΏーΑ͈損傷
̷̭́Ȃ延線張力や側圧Ȃ屈曲限度
ͬ計算̱̀検討ͬ実施̱̹ȃ

2-3．延線器材計画
最長じぞししmȂ最大重量じしさぞをgざmȂ摩擦
係数しさずȂ延線機能力Ȃ電路͈立上̬
下̬や曲ͤͬ考慮̱̀Ȃ延線機台数
ͬ決定̱̹Ȫ図すȫȃ

2-4．省力化治具の開発
ӱ長距離Ήーήσ延線͉Ȃ摩擦係数
ͬ下̬̭̦ͥ͂作業͈省力化や品質
向上ͅ繋̦̭̦ͥ͂知̤ͣͦ̀ͤȂ
ΉーήσΘ·Π形状ͅあ̹̽Ήーή
σ延線治具ͬ開発̱̹Ȫ写真じȫȃ
ӲΩͼίρΛ·近傍ͅΉーήσΡρ
θͬ設置̱ȂΩͼίρΛ·最上部ͅ
Ήーήσͬ引̧上̬ͥ͂張力̦大̧
̩̈́ͥȪ約じしししをgろȫȃ̹͘ȂΩͼί
ρΛ·上部ͅΉーήσͬ引̧上̬ͥ
際ȂΉーήσ先端Ȫじししをgȫ̦落下̱
̩̀ͥ災害ςΑ·̦考え̹ͣͦȃ̷
̭́Ȃ作業͈省力化やΉーήσ͈͒
ΑΠτΑ低減Ȃ作業安全ͬ確保̳ͥ
̹͛ͅΉーήσ延線架台ͬ考案̱̀
設置̱̹ȃ
導入実績̦̥̹̈́̽ȸ半自動化工法ȹ
́あ̹̦̽Ȃ機械的強度やδーσ延
線機配置検討ͬ行いȂ採用可能͂判
断̱̹ȃ延線工期ͬ すώ月短縮̱Ȃ
ͤ͢安全性͈高い施工計画́Ȃȸ安
全ȹ・ȸ安定ȹ・ȸ高品質ȹ̈́省力化工法
ͬ確立̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ

3．防爆工事の最適化
照明設備̤̫ͥͅ防爆電気配線͉Ȃ
金属管配線́施工̳̭̦ͥ͂多̩Ȃ
特殊̈́施工方法́あ̹ͥ͛工期ͅ与
えͥ影響̦大̧いȃ防爆関連法規ͅ
適合̵̯̦̈́ͣ工事方法ͬ検討̳ͥ
必要̦あ̹̽ȃ
Ήーήσ配線ͅ設計変更̳̭ͥ͂́Ȃ

防爆工事̦容易͂̈́ͤȂ未経験́あ
ͥ技能労働者́͜技量ͅ関わ̴ͣ施
工品質͈統一化ͬ実現̧̹́ȃ防爆
構造機器͈引̧込͙口ͅΉーήσΈ
ρンΡͬ取ͤ付̫Ȃ爆発性΄Α͈流
入ͬ防止̳ͥ単純̈́工事́あͤȂ金
属管工事͈΋ンΩ;ンΡͬ詰͛ͥ
έͻΛΙンΈ施工͂比͓̀施工確認
̦明確ͅ実施̧͈́ͥ́Ȃ防爆性能
上͈安全性̦向上̱Ȃ す週間Ȫ照明
設備工事工期͈じし％ȫ͈工期短縮ͅ
̹̈́̽ȃ

4．計装計器の選定
液位伝送器͉Ȃ現場́ΩριーΗͬ
設定̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ事前ͅΗン
·͈差圧ΑΩンͬ求͛Ȃ工場出荷前
ͅ設定̳̭ͥ͂́現場作業量͈削減
ͬ実施̱̹ȃ
超音波τασ計͈計測精度向上̵̯
̹ͥ͛ȂΗン·ΦΒσ͈位置検討͂
波形判別曲線ͬ用い̹不要波除去ͬ
実施̱̹Ȫ図ずȫȃ
現場作業量͈削減͂円滑̈́試運転調
整ͬ実現̱Ȃ じώ月͈工期短縮͂
̹̈́̽ȃ

5．今後の展開
世͈中͉ͅ様々̈́施工技術や工法̦
あ̦ͥȂ絶対的̈́施工方法͉確立̯
ͦ̀い̈́いȃ施工計画͉各現場͈施
工物や物量Ȃ工期Ȃτͼͺ;ΠȂ技
能労働者͈技量ͤ͢ͅ立案̱検討̱
̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́いȃ電気計装設備技
術者̱͂̀Ȃ様々̈́施工技術や工法
ͬ組͙合わ̵Ȃ必要ͅ応̲̀工法・
治具͈開発̳̭ͬͥ͂́目標̳͂ͥ
ȸ安全ȹ・ȸ短工期ȹ・ȸ高品質ȹͬ満足́
̧ͥ工法ͬ立案̧̥̦́ͥȂわͦわ
ͦ技術者͈絶対的̈́使命́あͥȃ

表1. ケーブル延線手法比較 
 人力 機械

引き
半 
自動

省力化 △ ○ ◎ 
品質 ○ △ ○ 
進捗安定 ○ △ ◎ 
費用 ◎ ○ △ 
予想工期 7 ヶ月 8ヶ月 6か月
総合判定 ○ △ ◎ 

延線方向 

図1. 半自動化システム構成図 図3. 超音波レベル計計測波形

図2. 延線システム配置計画図

写真1. 延線治具と配置状況
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電源ケーブル
LANケーブル

＜ボール延線機＞

無線受信機

＜無線コントローラ＞ 有線通話装置
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制度拡充の背景
　大阪府、大阪市では、建築物の環境配慮促
進の観点から「大阪府温暖化の防止等に関す
る条例」、「大阪市建築物の環境配慮に関する
条例」を制定し、建築主に対し、快適で環境
にやさしい建築物の普及を図っている。
　国では「建築物のエネルギー消費性能の向
上に関する法律」いわゆる「建築物省エネ
法」の規制措置が平成29年 4月から施行さ
れ、「床面積の合計が2,000㎡以上の非住宅
建築物を新築・増改築する場合」に建築基準
法と連動し、国が定めた省エネルギー基準
（「一次エネルギー消費量」）に適合していな
いと建築確認がおりなくなり、建築工事に着
手することができなくなった。
　国における建築物省エネ法の規制措置部分
の施行など、建築物のエネルギー消費性能の
向上を図る機運が高まる中、大阪府、大阪市
は、条例改正を行い、建築物における環境配
慮制度の拡充を図った。

条例改正による制度の拡充
●大阪府温暖化防止等条例を改正
　大阪府では平成29年 3月に「大阪府温暖
化の防止等に関する条例」を改正し、①非住
宅の省エネルギー基準適合義務化対象の拡大
②大規模住宅の省エネルギー基準適合義務化
③建築物環境性能表示の義務の拡大などを新
たに盛り込んだ。
① 非住宅の省エネルギー基準適合義務化対象
を拡大
　従来の条例では「床面積10,000㎡以上の
非住宅建築物を新築・増改築する場合」に省
エネルギー基準への適合を義務化していた。
ここでいう省エネルギー基準とは「一次エネ
ルギー消費量」及び「外皮性能」の基準であ
る。
　今回、建築物省エネ法の規制措置部分の施
行により「床面積2,000㎡以上の建築物を新
築・増改築する場合」に「一次エネルギー消

費量」の基準への適合が義務化された。
　また、建築物省エネ法において義務化され
ていない「外皮性能」については、引続き
適合義務を課し、平成30年 4月 1日からは、
「外皮性能」の適合義務を課す対象建築物に
ついて、「床面積2,000㎡以上の非住宅建築
物を新築・増改築する場合」へ対象建築物の
拡大を図ることとした。
②大規模住宅の省エネルギー基準適合義務化
　従来の条例では、住宅については省エネル
ギー基準への適合については義務化してい
なかったが、平成30年 4月 1日より、国及
び全国都道府県に先駆け、特に環境への負
荷が大きいと考えられる、「床面積の合計が
10,000㎡以上かつ建築物の高さが60mを超
える住宅の新築・増改築する場合」に省エネ
ルギー基準（一次エネルギー消費量、外皮性
能）への適合を義務化する。
③建築物環境性能表示義務を拡大
　従来の条例では、「床面積2,000㎡以上の
建築物を新築・増改築する場合」に、分譲マ
ンションの募集広告に建築物の環境性能を表
示し（図 1）、市場で環境に配慮した建築物
が評価される仕組みをつくっていた。
　今回の条例改正では、建築物の環境配慮に
対する取り組みを、より広く市民の目に触れ
る機会を増やし、府民・市民の環境配慮への
関心を高めることを目的に、平成30年 4月
1日から、工事現場への表示について義務
化することとした。（環境性能表示の表示内
容については見直しを検討中）

図 1　建築物環境性能表示のラベル

　建築物環境性能表示とは、建築主が建築物
の断熱性や遮音性などの居住性の快適さや、
緑化、ヒートアイランド対策、省エネルギー
などの環境負荷の低減についての取り組み
を総合的に 1つ星の「劣る」から 5つ星の
「素晴らしい」までの 5段階に評価したラン
クや、CO2削減・省エネルギー対策・みどり
ヒートアイランド対策などの重点評価、太陽
光発電設備など再生可能エネルギー利用設備
の導入状況などをラベルでわかりやすく表示
したものである。

●大阪市建築物環境配慮条例を改正
　大阪市でも平成29年 2月に「大阪市建築
物の環境配慮に関する条例」を改正し、平成
30年 4月 1日から、非住宅の省エネルギー
基準適合義務化対象の拡大、建築物環境性能
表示の義務の拡大などの内容を新たに盛り込
んだ。
　（大阪市では、「床面積の合計が10,000㎡
以上で高さが60mを超える住宅を新築・増
改築する場合」に省エネルギー基準への適合
を義務化することについては、平成27年10
月より、全国で初の取り組みとして実施して
いる。）

（条例改正前の省エネルギー基準適合状況）

外皮性能
（断熱・遮熱）

10,000㎡以上
条例により
適合義務

（平成27年度～）
2,000㎡以上
10,000㎡未満
10,000㎡以上
（高さが60m超
のみ）

条例により適合義務
（大阪市のみ）

（平成27年10月～）

一次エネルギー消費量

条例により
適合義務

（平成27年度～）

条例により適合義務
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建築物環境配慮義務の
省エネ基準適合床面積の

合計用途

非住宅

住宅

（条例改正後の省エネルギー基準適合状況）

一次エネルギー消費量 外皮性能
（断熱・遮熱）

10,000㎡以上 条例により適合義務
（平成27年度～）

2,000㎡以上
10,000㎡未満
10,000㎡以上
（高さが60m超
のみ）

条例により適合義務
（大阪府：平成30年度より）
（大阪市：平成27年10月より）

：条例改正により適合化される内容
：条例改正により適合化される内容（大阪府のみ）

住宅

建築物省エネ法により
適合義務

（平成29年度～）

条例により適合義務
（大阪府：平成30年度より）
（大阪市：平成27年10月より）

建築物環境配慮義務の
省エネ基準適合床面積の

合計用途

非住宅

：法により適合化される内容

（平成30年度～）
条例により適合義務

図 2　条例改正前、改正後比較

おわりに
　新たな制度は平成30年度から適用され、
堺市建築物の総合環境配慮制度（略称：
CASBEE堺）についても適用される。
　大阪府下において環境に配慮した建築物を
促進するため、今回制度の拡充を行った内容
以外にも、再生可能エネルギー利用設備の導
入検討義務や建築物環境計画の公表、特に環
境配慮に優れた建築物を表彰する「おおさか
環境にやさしい建築表彰」などを実施してい
る。詳細は、府・市のホームページを参考に
していただきたい。

佐々木晴子
昭和62年大阪市入庁。平成28年度大阪府出向

原　成憲
平成 6年大阪市入庁

連 載 No.558
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物環境配慮制度を拡充
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大阪府住宅まちづくり部建築指導室審査指導課参事

原　成憲
大阪市都市計画局建築指導部建築確認課担当係長
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はじめに
　2014年 9月、総務省は「4K・8Kロード
マップに関するフォローアップ会合」の中
で、中間報告（ロードマップ）を公表し、東
京オリンピック・パラリンピック競技大会
が開催される2020年に「4K・8K放送が普及
し、多くの視聴者が市販のテレビで4K・8K
番組を楽しんでいる」ことなどを目標とし
た。その後の2015年 7月には「第二次中間
報告」においてロードマップの改訂を行な
い、前ロードマップで大きな課題とされてい
た2018年以降の4K・8K放送サービスについ
て、新たなBS・110°CS右・左旋を使った放
送が実施されることが決まっている。
　これらのロードマップに則り、東経
124/128度CS放送、ケーブルテレビ、IPTV
による4K実用放送が既に開始しており、
2016年 8月にはBS放送による4K・8K試験
放送も始まっている。

4K・8Kとは
　4K・8KのKは1000（＝ 1キロ）をあらわ
す。現在の大型液晶テレビの解像度は、2K
にあたるフルハイビジョン（フルHD）の
1920×1080ピクセルが主流になっている。

　4Kはその 4倍（横縦2倍）の3840×2160
ピクセル、8KになるとフルHDの16倍（横縦
4倍）の7680×4320ピクセルになる。4K
は現行の2KにあたるフルHDの 4倍の約800
万画素の解像度で、8Kになるとフルハイビ
ジョンの16倍にあたる約3300万画素の解像
度となり、高精細・高画質な映像を実現でき
ることが、4K・8Kの最大の魅力といえる。

4K・8K受信における懸念事項
　衛星から送信される電波には、右回りの
右旋円偏波と左回りの左旋円偏波がある。
2018年以降の4K・8Kの実用放送では、現行
の右旋円偏波と、新たに打ち上げられる衛星
から送信される左旋円偏波も利用した放送が
実施される。しかし、現行の受信アンテナ
は、新たに送信される左旋円偏波には対応し
ていない。
　また、左旋円偏波を受信した際のBS・CS‒
IF伝送周波数帯域は、これまでの2071MHz
から3224MHzに拡張される。現行のBS･110
度CS右旋円偏波を受信するシステムは、
2610MHzまでの周波数帯域を伝送する受
信機器を利用していたが、左旋円偏波では
3224MHzまでの周波数帯域を使用するた
め、新たな設備が必要となる。

4K・8K受信システム設計のポイント
（ 1）全ての受信機器を交換・新設
　前述したように、全ての4K・8K放送を視
聴する為には、左旋円偏波も受信できるBS
アンテナへの交換が必要となる（図 1）。ま
た、3224MHzまでの周波数帯域に対応する
ために、ブースター、混合器、分配器、分岐
器、直列ユニット、テレビ端子、分波器な
ど、全ての受信機器を交換、もしくは新設す
る必要がある。
（ 2） 同軸ケーブルの減衰量を考慮したシス

テム設計

　放送受信システムの設計には、高周波を伝
送するために同軸ケーブルを利用する。同軸
ケーブルやその周辺機器は、周波数が高くな
ればなるほどそれらの減衰量が大きくなる特
性を持っている。4K・8Kを加えた新たな伝
送では、3224MHzまでのBS・CS‒IF周波数
帯域を使用するため、今までの受信システム
に比べ、減衰量が増加する（図2）。

減衰量が
増える

減

増

減
衰
量

周波数低 高

＝

機器の減衰特性イメージ

受信レベル低下
（視聴不可）

減
衰
量

周波数

図 2　周波数とシステム関連機器の減衰特性

　このため、現行のシステムとは異なる設計
が求められる。

放送帯域 ＢＳ（右旋）ＣＳ（右旋）ＢＳ（左旋）ＣＳ（左旋）CS(右旋)とCS(左旋)
周波数（ＭＨｚ） 1336 2150 2602 3224 減衰量の差

２分配器　　（ｄＢ）　　【２DMS】 5.0 6.0 6.5 7.3 1.3
４分配器　　（ｄＢ）　　【４DMS】 9.4 11.0 12.0 13.3 2.3
６分配器　　（ｄＢ）　　【６DMS】 12.0 15.0 16.5 17.8 2.8
TV端子（２端子形） （ｄＢ） 【WU７７S】 4.8 6.0 7.0 8.2 2.2
４Ｃ加工ケーブル（５ｍ）　（ｄＢ）
【４ＪＷ５ＳＬＳ】 2.0 3.0 3.0 3.5 0.5
ケーブル付２分配器（0.5ｍ）　（ｄＢ）
【２ＤＬＷＳ】 5.5 7.2 8.8 9.0 1.8
分派器　（ｄＢ）　【ＭＢＵＭＳ】 2.0 2.0 2.0 3.0 1.0
同軸ケーブル（Ｓ-７Ｃ-ＦＢ）１００ｍ（ｄＢ） 21.1 26.5 30.0 34.6 8.1
同軸ケーブル（Ｓ-５Ｃ-ＦＢ）１００ｍ（ｄＢ） 27.0 35.5 40.0 45.9 10.4

表 1　当社の受信機器及び同軸ケーブルの減衰量の比較

　表 1は、当社製品の受信機器および同軸
ケーブルの減衰量の一例を比較した表であ
る。現行のCS右旋（2150 MHz）伝送時と
CS左旋（3224MHz）伝送時の減衰量を比較
すると、伝送帯域が1000MHz以上拡張され
たことで、分配器・テレビ端子などの受信機
器では、 1～ 3 dB、同軸ケーブルS-5C-FB 
100mでは、約10dBも減衰量が増える。
　減衰量の増加を補うためには、ブースター
（信号増幅器）の増設が必要となる。従来の
受信システムと比較すると設置台数として
1.5倍程度のブースターが必要となり、配線
距離などの変更、ブースターを稼働させるた
めの電源工事など、新たにシステムを設計す
る必要がある。

おわりに
　2020年の東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会の開催に向け、4K・8K放送
の関心が急速に高まっているが、普及にはア
ンテナや受信関連機器の環境整備が必要にな
る。4K・8K放送受信のための新たな設備設
計、施工、既設の改修など、4K・8K放送の
推進に当社の技術、製品がお役にたてば幸い
です。

（たてかわ　きよたか）

楯川清隆
1989年DXアンテナ株式会社入社
2014年より現職

連 載 No.423

設備の頁

4K・8K放送における
受信システム設計に
ついて
楯川清隆
DXアンテナ株式会社
取締役 開発本部長

2K・4K・8K全放送対応BSアンテナで視聴可能
現在のBSアンテナで視聴可能

UHF
（地上波放送）

BS右旋
（衛星放送）

BS左旋
（衛星放送）

110°CS右旋
（衛星放送）

110°CS左旋
（衛星放送）

既存の衛星

470
周波数（MHz）

710 1032 1489 1532 27082071 32242224 2643

新たに打ち上げ
られる衛星

右旋円偏波

右旋円偏波

現在のBSアンテナで視聴可能です

全ての放送2K・4K・8Kを視聴するためには3224MHzへの対応が必要です

4K・8K対応BSアンテナが必要です

左旋円偏波
（新たな電波）

UHF
（地上波放送）

BS右旋
（衛星放送）

BS左旋
（衛星放送）

110°CS右旋
（衛星放送）

110°CS左旋
（衛星放送）

図 1　現行の放送と4K・8Kを加えた放送の受信周波数
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歴史的都市の空間と都市性
■道がつくる都市を解体した町家
　日本の都市には、近世の城下町や在郷町に

起源をもつところが多い。また京都や奈良は

都城の建設以来、生き続けてきた。日本の都市

形成において、都城と城下町の影響は大きい。

いずれもが計画的開発都市であり、道と街区が

構成する町割から始まる。この計画的に開発さ

れた都市空間は、そこに暮らす都市住民の住み

こなしによって変容していく。変容には時代時

代の社会と生活のあり方が映し出される。

　平安京は、道と40丈（約120ｍ）四方の街

区で構成された計画都市である。道は最も狭

い小路でも幅員は12ｍ程度あったが、道の端

は街区と道を緩やかに区分する垣や溝のある

空閑地となり、実際の通行機能に使われてい

たのは 7～ 8ｍ程度であったといわれる 1 ）。

この空閑地によって閉じられた街区をまちに

開いていったのが「町家」であった。

　平安時代末期以降、道に面して間口を開く宅

地が発生する。店と桟敷と住まいの機能をあわ

せもつ町家が成立し、町家が道に面して建ち並

ぶことで、街区の 4面に町並みが形成されてい

く。町家により都城の街区は解体され、中世都

市空間へと移行していったのであった 2 ）。

　人々の生業と暮らしが町家という建築のか

たちを生み出し、都市空間を変容させた。町

家はその後長く、日本の都市空間を規定する

都市住宅の「かた」となり、地域の風土、生

業、社会、祝祭に呼応して多様化し、地域ご

とに洗練されていった。そのとき道は都市の

生活空間となり、道を軸とするまとまりとし

て「町」が成立した。

　今も職住の共存をめざす京都都心は、長い

歴史のなかで町家がつくる都市空間を時代の

住みこなしにより変容させてきた。近年、住

みこなしとは異なる文脈で現れた大規模な専

用用途の分譲マンションや商業系施設が都市

空間を混乱させている。

■船場の町割
　京都が、計画都市から自然発生的都市に

なったといわれるのは、町家によって都城の

都市構造が解体され、その後の長い時間の住

みこなしによって変容してきたことによる。

一方、大阪の船場では、今も計画都市の町割

の基本が維持されている。

　慶長期（16世紀末）に秀吉により本町通を

中軸に平野町から博労町までが整備され、方

40間（約72ｍ）の整然とした街区が形成され

た。夏の陣で壊滅後、松平忠明により方40間

の街区を継承して再興され、南北に土佐堀川

と長堀、東西に東横堀と西横堀に囲まれた船

場が成立する。これが現在の船場の都市空間

の基盤であり、本町通から北は、各町の範囲

からわかるように、今も東西の町通りに面す

る宅地が両側町を形成し、海に向かう東西の

通りを主とする都市構造が維持されている。

　船場が開発された時期には既に町家の形式

が確立しており、町家が建つことを前提とし

た間口が狭く奥行の長い宅地割で町割された。

船場では、東西町通りに間口が開き、街区中

央の東西方向に太閤下水が敷設された。この

太閤下水は水路敷として今も生きている。

　太閤下水と町通りとしての東西道路が維持

され、両側町が機能していることが、船場の

空間性を規定し、建築物が更新されても、ま

ちの構造は維持されてきた。

■大大阪と船場建築線
　このような歴史的空間基盤のもと、大阪都

心の近代化が図られた。そのひとつが船場建

築線の指定である。大阪が大大阪と言われた

時代、都心の高層化を促すために、船場建築

線が指定された（1939年）。

　東西道路では道路中心から 6ｍ、南北道路

は 5ｍのところに建築線が指定され、東西道

路は12ｍ、南北道路は10ｍとなる。当時の市

街地建築物法の高さの規定にもとづけば、東

西道路に指定された建築線の位置での建築物

の高さは18ｍとなり、 6、7階の建物が建ち

並ぶ通りを構想していたのだろうか。

　大大阪の時代の船場はどのような風景だっ

たのだろう。北尾鐐之助の「近代大阪・近畿

景観第三編」（1922年） 3 ）には、大大阪時代

の船場の日常について書かれている。それに

よると、北浜から、今橋、高麗橋にかけての

一角は、大阪の町の中で最も力強い立派な近

代都市の建築をつくり出しているが、道修町

に入ると別世界だと言う。

　江戸期から町ごとに同業問屋が集まる大阪

の町は、業種ごとに異なる商人の色合いが

あった。ところが今は、道修町から南では、

道は荷造や仕事の場になり、その喧噪には昔
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の商人の風情はないとしている。遊ばせる土

地はなく、緑のない町だともいっている。近

世の都市空間のまま、近代の仕事や生活の変

化が押し寄せてきていた。

　堺筋界隈や船場に点在する豊かな近代建築

を除けば、大大阪といっても、船場はまだま

だ町家や長屋に暮らし商売する高密都市だっ

た。現在、北船場に残る近代建築のほとんど

は、1920年代～30年代前半に建っており 4 ）、

船場建築線とは関係ない。

■船場のビルの都市性
　船場でも町家が戦災で一掃され、復興のな

かで店や事務所、作業場と暮らしが一体と

なったビルが建ち始める。子供たちは「うち

んちビルなってん」と友だちに話していたと

聞く。町家がビルになる。

　1950～1960年代のビルには、低層部で働

き、上に住むというかたちがあった。住み手

は、ビルのオーナー家族であることもあれば、

地方から都市に出てきた若い働き手のための

住まいであることもあった。こうしたビルは、

仕事や暮らし方が変化する都市社会のニーズ

に応えて建てられたが、そこには職住が一体

となった都市住宅のかたちが見られる。

　この時代の小さなオーナービルは、神戸や

東京でも見られる。薄い小口の袖壁が両サイ

ドを抑え、連窓でタイル張りの水平性に特徴

がある。ガラスブロックやモザイクタイルが

彩るエントランス空間にオーナーの主張が見

られる。町家と同様に、通りに面してファ

サードが並び、生活は通りには出さない。町

家にかわる都市住宅のかたちを生み出す可能

性をもったビルだった。

　また、船場に残る戦後に建った村野藤吾の

森田ビルディング（1962）や輸出繊維会館

（1960）には、船場建築線のかたちが見える。

船場建築線が構想したまちのかたちは、1960

年代に建てられた業務ビルにあるように思う。

それらは、通りや街角を意識し、街並みをつく

る都市建築の系譜にあり、戦後の小さなビルと

同様に町並みを構成する建て方である。

　しかし1970年代に入ると船場では高層ビル

が建ち始める。70年代後半になると、総合設

計制度により足元に空地をとって高層化するよ

うになる。このあたりから、建ち並びへの意

識が薄れてくるようだ。それでも公開空地を

つなぐ施策など、町並みへの一定の意識はあっ

た。それがなくなるのは、大阪の経済力が低下

するなかで、都心に分譲超高層マンションが建

つようになった頃である。建築は敷地単位の経

済性しか考えなくなる。そこに都市性はない。

都市性の変容と持続
■文化的景観というみかた
　2004年に景観法の成立と同時に、文化財保

護法が改正され、文化的景観が新しい文化財

の類型として位置づけられた。文化的景観と

は、「地域における人々の生活又は生業及び当

該地域の風土により形成される景観地」5 ）で

ある。確かに、棚田や段畑、水利用や集落の

生活の場には、その自然や風土と折り合う営

みのかたちが素直に風景となって現れている。

都市についてはどうだろうか。

　都市における人の営みと地形や気候などの

自然基盤との関係は、まずは選地に現れる。

どこにどのように集まって住むのか。地形や

気候条件にもとづく安全性と快適さ、広域の

水系とのつながりなどによって場所が決まる。

最初は地域の資源を活かした生産や交易の営

みがあり、地域の材料と技術による住まいが

地域ごとに特徴のある都市をつくった。

　船場であっても地形の影響は大きい。上町

台地に城を築き、西の惣構として台地の下に

東横堀が掘削され、台地の裾に上町が形成さ

れた。大川の自然堤防上にあった高麗橋・道

修町の南に最初の船場が開発され、船場の東

西の町通りにつながる東横堀に架けられた橋

により、上町と船場がつながった。その後、

湿地に水路を掘り、その土砂で土地をつくり

ながら西（海）へ市街地が拡張する 6 ）。

　地形と折り合う都市内の水路は流通路とな

り、生業を支えた。都市では、社会や暮らし

のあり方の変容に応じて、その営みの場であ

る建築物を更新させながら生き続ける。都市

も集落も時代ともに暮らし方は変容し、その

変化が歴史となって積層され、地域の空間を

変える。文化的景観は、自然基盤のなかでの

人々の営為が生み出す風景であることから、

変容を内包する見方である 7 ）。

■変容における持続
　京都も大阪も変容を続けながら生き続けて

きた都市である。いずれも時代時代の最先端

を担ってきた。そして京都は歴史都市となり、

船場は歴史的都心であることを放棄した。な

ぜなのだろう。船場の町割の基本は400年以上

持続している。京都の都城の町割は解体され

ている。今も京都は、都市環境の保全を全面

に出しながらも、進化のための更新を志向す

る。どのように変容していくか、その選択の

意思がまちの都市性を決める。

　UNESCOは2011年に歴史的都市景観につ

いての勧告を出している。そこでは、歴史的

都市景観は、文化的・自然的価値とその特性

が歴史的に重層することにより生み出される

都市的地域であり、歴史的中心の範囲を超え、

より広い都市的文脈と地理的環境から成り立

つと認識されている 8 ）。そのうえで、歴史的

都市景観への取り組みは、生活環境の質を保

全しつつ、都市空間が動的であることを認識

して、その生産的かつ持続可能な使い方を高

め、その社会的・機能的多様性を増進させる

ことを目標とする、としている 9 ）。

　変容を前提とする保全の価値とは何か。歴

史や自然基盤を捨てても、開発が豊かさをも

たらすと信じた20世紀は終わり、地域ごとに

異なる変化の選択により、それぞれに異なる

豊かさを求め始めた。グローバルであること

と、地域性を維持することは相反するもので

はない。持続可能な変容のあり方を考えるこ

とが、都市の固有性と多様性を探る文化的景

観のみかたである。

■船場は文化的景観か
　では、船場は文化的景観か10）。

　地形を活かして形成されてきた大坂城下の

町割の基本は、今も生きている。北船場では

両側町の構成も維持されている。また、北浜

テラスの活動や大川・土佐堀川・東横堀川・

道頓堀川・木津川での舟運ルートの整備のよ

うに、もう一度水に向かう試みも動いている。

基盤レベルでは、変化しつつも歴史的都市性

の持続が確認できる。

　ところが人の営みの変化が大きい。1960年

代までは、船場に仕事と暮らしがあり、人々

の営為が船場という場とつながっていた。場所

の歴史性にリアリティとステイタスがあった。

　しかし、1970年代以降、船場から暮らしが

流出し、建築物の中で営まれる業務機能は、

場所の歴史や地域性との関係を必要としなく
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なった。どこでも同じ機能性と合理性が求め

られ、立地選択はビジネス上の利便や経済性

にもとづく。そのなかで船場が経済的中心性

を低下させていくと、「船場」にあることの意

味が希薄になる。

　地域性を意識する必要がなくなった建築は、

自然（＝固有性）と人の営み（＝文化と歴史）

が生み出す文化的景観の本質である地域性と

は無縁となる。船場では基盤を維持しつつも、

人々の営みと場の固有性との関係が薄れ、建

築は船場という固有の都市性を求める必然が

なくなってきた。

　見た目は違っても、職住があった町家から

戦後の小規模なビルまでは、その場所での営

みの必要にもとづく建築であり、その都市性

は連続していた。しかし、近年の船場での建

築物の更新においては、船場に固有の都市性

への関心が見られない。場所とのつながりを

求めない建築は、場所の風景を構想し、生み

出す力を放棄している。

都市建築を作る
■都市建築のゆくえ
　確かに建築はまちを変える力をもつが、そ

のような建築だけではまちはできない。かつ

て、師である紙野桂人は都市の歴史を語りな

がら「都市にはビルディングとアーキテクチャ

がある」と教えた。地域のふつうの職住の場で

ある名もないビルディングが独特の都市空間を

つくってきた。それは、都市住民が暮らしの必

要から生み出した「町家」が、それぞれの地

域の「町」のかたちをつくったことに通じる。

　西洋の都市も立派な教会や市庁舎がまちを

特徴づけてはいるが、都市の生活空間をつ

くっているのは、道をつくり、街区を構成す

るビルディングである。日本では、町家とい

う建築の「かた」をもつことで、低層高密の

都市空間における集まって住む場所の安全と

快適さを実現していた。町家は都市をつくる

建築だった。

　明治以降の近代化過程で、新しい建築の技

術と計画が、近代都市に求められる都市機能

とともに入ってきた。その結果、建築は、ビ

ルディングタイプとして類型され、個別に進

化してきた。学校、美術館、病院、銀行、オ

フィス、住宅と、それぞれの機能が求める空

間とかたちが開発されてきた。ところが機能

と敷地条件だけで解かれた建築がばらばらに

生み出されても、まちにはならない。

　近代の建築が入ってきたとき、都市をつ

くっていたビルディングは意識されていない。

ふつうの建築は導入の対象にならなかった。

日本の都市は町家というビルディングのかた

を持っていたが、機能の近代化と高層ビル化

が進展するなかで、町家に変わる都市建築の

かたを見いだせないまま今に至る。

　人口が減り、床需要が拡大しない社会状況

下で、リノベーションや既存の都市空間の再

生がデザイン課題となり、ようやくビルディ

ングタイプの呪縛から解放されつつある。町

家のように用途が変わっても持続する「まち

をつくる建築」をようやく考えることができ

るようになってきた。

■町家の次の都市住宅
　関西は近代化のなかで、世界との同時代性

をもちつつ、独自の建築文化を育んでいた。

今では伝統と呼ばれる大工や左官の技術の先

端性が、新たな建築の試みを底支えていた。

船場の近代建築には都市建築としての試みが

みられる。だからこそ、用途を変えて生き続

けているのである。

　現在、スモールオフィス需要において人気の

船場ビルディングは、1925年に竣工した住宅と

オフィスが複合するビルである。地上 1階と地

下 1階が併用住戸となっており、 1階に店、地

下に住まいがある。竣工当時「船場ビルディン

グは、…近代式耐震耐火コンクリート六階の

半アパートで、一階は店舗兼住宅向けで16室、

二・四階は30の貸室、三階は12室の住宅になっ

ている。（略）コンクリートでお化粧をした棟割

長屋であり…ちょいと和やかなモダン長屋風景

である。」（大阪日日新聞より）と評された11）。

　都市に働き住むかたちの提案であった。荷

車を乗り入れることができるエントランスの

大きな開口に特徴がある。タイル貼のシンプ

ルなファサードは通りに面して間口いっぱい

に立ち上がるが、敷地境界側の両サイドは 2

階からセットバックさせている。セットバッ

クによる空間と中庭と合わせて、居室の採光

と通風を確保することにより、自立した居住

環境を実現している。町並みを意識した都市

住宅であったといえる。

■屋敷志向の基準と敷地で完結する建築生産
　戦後も併存住宅（市街地建築）12）の試みな

ど、都市住宅のかたちが模索されたが、建築

基準法の考え方はこうした都市住宅には向か

ない。整形の敷地で外周に空地をとって建つ

ことが合理的な基準になっている。戸建て住

宅向きであって、町家向きではない。

　大阪の都心から居住が次第に流出し、業務

商業機能の専用化が進んだ。土地利用におけ

る用途分離がめざされたことから、多様な用

途と共存しながら高密に都市に住むかたち、都

市をつくる建築が追求されることはなかった。

　建築生産は敷地で完結するようになり、仕

事も生活もまちと関わらなくても可能な社会

状況となり、建築は場所を離れ、商品となっ

た。住宅はカタログで選ぶ。商業ビルは床を

売る。業務ビルは投資対象として切り刻まれ

る。敷地を単位とした物件の経済性が優先さ

れる。もはやアーキテクチャでもない、ビル

ディングでもない。

　建築が本来的にもっている場所をつくる役

割、空間をつくる役割が見失われているよう

に思う。戦後の建築基準法からは建築線の概

念が消えたように、建築が道空間をつくると

いう概念は共有されていない。集団規定は、

敷地ごとの基準に置き換えられ、建築可能な

範囲は敷地条件によるところが大きい。敷地

に閉じたまま、周囲を気にすることもなく建

築を建てることができる。

　しかし能登の集落では、集落ごとに大工が

いて、風土を知り伝統を伝えつつ集落の建築

を診ている。地方都市では、まちの暮らしや

仕事づくりとともにゆっくり建築をつくって

いる人がいる。新しい機能や場所を生み出し、

そのインパクトでまちを変えようとするアー

キテクチャもある。文化的景観の文脈におけ

る変容とは、ビルディングの地域性を知り、

時代の営みに応じたクオリティを高めること

である。アーキテクチャでもない、ビルディ

ングでもない物件が積み重なる都市は危うい。

建築と社会の21世紀
■「建築と社会」が求めたもの
　日本建築協会は、長い都市文化の歴史をも

つ関西で生まれ、都市にまなざしを向けてい

た。それは、設立目的に「都市建築の拘束改
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良、家屋政策、其の他文明的施設」の調査研

究を挙げているところからもわかる。大大阪

と言われた都市は、活気にあふれていたもの

の、工場の煤煙は深刻であり、水路の水も汚

れていた。集積する工場での就労機会を求め

多くの人が流入し、不良住宅問題が大きな都

市問題となっていた。建築と社会という意味

は、社会とつながり建築から都市問題への解

を探ろうとするものだったと思う。

　日本建築協会が主催した日本で最初のアー

バンデザインコンペは、都市建築のあり方を

問うものだった。「大阪市シビックセンター計

画理想案懸賞（1933年）」は、大阪駅から南に

中之島、大川までを対象とし、 3つの観点か

ら審査が行われた：①駅を中心として商工都

市大阪の玄関として必要な諸設備を含む、②

都庁舎を中心として各種公共建築を集め、真

に大都市のシビックセンターに相応しい景観

美と公衆の利用を有する、③交通問題に対し

て十分配慮する。

　 1等になった提案は、中庭型の街区を構成

する都市建築群がつくるシビックセンター計

画であった。その中央に駅と庁舎をつなぐ遊

歩道が計画され、明快な軸性を提案している。

新しい時代の「都市建築」がつくる都市空間

の提案であった。

　また、大阪豊能郡箕面村における住宅改造

博覧会（1922年）の開催は、「家屋政策」に対

する提案の試みといえる。雑誌では都市内の

不良住宅地区の実態を分析しつつ、郊外のモ

ダン住宅を実際に建てることで、住宅の近代

化の方向を提示した。

■集住の文化にむけて
　100年が経ち、都市建築は生まれたであろう

か。郊外の住まいは住宅博覧会の提案を超え

ただろうか。都市圏を埋め尽くすように住宅

市街地は広がったが、都市はつくり得ていな

い。これから、人口減少下で土地需要が縮小

し、つくる必要がなくなる。

　今は大大阪の時代とは、全く社会状況が異

なっているが、課題はやはり都市建築と住ま

いである。人口減少と市街地の粗密化が進む中

で、つくり得なかった都市のかたちとこれから

の住まいのかたちのあり方が求められている。

言い換えるならば、持続可能な都市・集落への

再編と集住の文化の継承構築であろう。

　場所の記憶や土地の彩合いを求めてリノ

ベーションや移住が動き出している。ファッ

ションに過ぎない動きもあるが、こうした動

きのなかには建築と場所との紡ぎ直しも見え

る。地域に固有のビルディングのあり方とそ

の集まり方を求める試行は、その場所の自然

基盤と土地の歴史を理解し、その文脈に建築

をおいてみることから始まる。

　地域の変化を牽引するような「図」となる

プロジェクトには目がむけられるが、「地」と

なる日常の営みの空間の豊かさや課題を知る

ことが地域の持続力につながる。文化的景観

というみかたは、見えなくなっている自然と

歴史と文化に目を向け、あたりまえの地域を

語りなおすことである。船場にも自然と歴史

と文化があるように。

場所とつながる建築へ
　文化的景観と景観法が同時にできているこ

とを考えたい。このとき初めて「景観」とい

う言葉が法律に入ったのである。法律はそれ

ぞれに独立しているため、景観法に関わる指

定があるところでは、建築は敷地に閉じてつ

くることができなくなったはずである。ただ、

この認識をもつ人は少ない。建築基準法に合

法であれば、何をしてもよいという発想が根

本にある。

　景観にかたちはあっても、景観はモノでは

ない。都市や集落の風景は集住のかたちであ

り、地形や風土のなかで人の営みに必要な建

築が建ち並ぶことで表出する。景観は、場所

とつながり、空と屋根の関係や建物と道の関

係、隣接する建築相互の関係など、場所の構

成要素の関係性によって語られるものである。

文化的景観のみかたでは、その関係性の地域

らしさに価値を見出す。

　都市建築のかたは、この関係性を安定させ

る。かたに地域性が顕著であれば、それぞれ

の場所での建ち並びが想定できるので、建築

はデザインの問題となる。町家というかたが

あれば、個々の町家のデザインは自由になる。

しかし、日本の近代にその文化を持たない。

　まちをつくる建築という考え方から建築の

寿命を考えたい。用途や使い方を変えながら

も生き続ける建築が、その場所の文化となる

はずである。カンフル剤のような開発を求め

るのではなく、場所の文化を継承しつつ都市

を再編するような更新のあり方へ移行したい。

（こうら　ひさこ）
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1922年

4） 「大大阪モダン建築」高岡伸一・三木学編著、青幻舎、
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　　 http://portal.unesco.org/en/ev.php-URL_ID=48857&URL_
DO=DO_TOPIC&URL_SECTION=201.html
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10） 「未来の景を育てる挑戦̶地域づくりと文化的景観の保
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11）「桃谷政次郎翁傅」食滿籐吉編、桃谷順天館, 1936
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船場に建つ高層ビルは全て分譲マンション。どこへ向かうのか。
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田嶋悦子展
Records of Clay and Glass1

田嶋悦子は1959年大阪市に
生まれ、1981年大阪芸術大
学工芸学科陶芸専攻を卒業。
「YES ART」や「アート・ナ
ウ」など、関西の若手の現代
美術家によるグループ展に、
陶による巨大なインスタレー
ションを発表し、注目を集め
た。しかし1990年代に入る
と、それまでの装飾的な要素
を一切削ぎ落としたミニマル
な作風へと移行。その後、陶
とガラスを接合したのびやか
な形状のオブジェクト《Cornucopia》シリーズを生み出す。そ
して、このシリーズで確立した独自の造形手法が高く評価され、
現在、国内外の多くの美術館に作品が収蔵されている。
一方で、田嶋悦子は1980年代から一貫して、展示空間を構成す
るインスタレーションと呼ばれる美術表現に関心を向けてきた。
それは、ただ個別の作品として存在するだけにとどまらない陶
表現のあり方を探求する試みである。熱帯の花や樹木を思わせる
巨大な陶作品をならべた初期の《Hip Island》、群生する花々が
一斉に地表から伸び上がっているかのような近年の《Flowers》
からは、作品が持つ生命感を周囲の空間に押し広げようとす
る強い意志が感じられる。また、新作のインスタレーション
《Records》では、粘土という素材を、存在、時間、行為、感情
などを転写し、記録するメディウムとして新たにとらえ直そうと
している。
陶の持つ独自性を生かしつつ、美術表現としてどのような可能性
を切り開くことができるのか。本展では、田嶋作品の造形的特徴
を示す《Cornucopia》シリーズのほか、1980年代から新作ま
でのインスタレーションを中心に約15点を展示し、陶芸の新た
な地平を目指す田嶋悦子の挑戦に迫る。

期　　　間　6月10日（土）～7月30日（日）
　　　　　　＊7/17（月・祝）は無料開館日
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　水曜日
会　　　場　西宮市大谷記念美術館
　　　　　　兵庫県西宮市中浜町4-38
　　　　　　TEL.0798-33-0164
観　覧　料　一般500円、高大生300円、小中生200円
　　　　　　＊心身に障害のある方及び介助者 1名は無料
　　　　　　　（要手帳等呈示）
　　　　　　＊西宮市内在住65歳以上の方は一般料金の半額（要証明）

書の源流企画展
榊莫山と紫舟のシンフォニー（交響）2

大和の仏像や自然と
の深い交流を創作へ
結 び つ け た 榊 莫 山
（1926－2010）と、
奈良の伝統工芸から
学んだ美意識を基に
世界で活躍する紫舟。
奈良とゆかりが深い
書家二人の独創的な
芸術世界を紹介する。
「莫山先生」と親しみ
を込めて呼ばれる榊
莫山は、旧制上野中学校（三重県）で松永楳

ばいえん
園に書を習うなど早

くから書に馴染み、満19歳で終戦を迎えた後は奈良の書家辻本
史
し ゆ う
邑（1895－1957）に師事した。戦後間もなくの書道界は、書

道団体や公募展の創設、前衛書道の台頭など活気ある時代を迎
え、その中で榊は自己の書を追求した。
そして、当時の主流であった中国の王

お う ぎ し
羲之から明・清へ至る洗練

された書の規範に従うのではなく、より古い木簡・石碑の素朴で
力強い書風を取り入れ、題材も古典的な漢詩文から現代詩や自作
の文へ対象を移すなど、独自性・創造性を重視して様々な試みを
行った。師・辻本史邑の没後は公募展から退き、独立した立場で
作品を世に問うた。 
6 歳で書を始めた紫舟は、書家としての第一歩を踏み出した奈
良で筆・漆工・陶芸など伝統工芸の技術を学び、それにより養わ
れた眼・感覚が以後の活動の基礎になっているという。平面の書
だけではなく、書の彫刻と光・影との融合、書と絵画との融合、
デジタル技術との融合など書の可能性を広げ、国・文化の枠を超
えた芸術として書に取り組んでいる。 
このような榊莫山と紫舟の素晴らしい作品により、書の芸術性
や、自己を表現する手段としての書の魅力を感じていただければ
幸いである。

期　　　間　7月23日（日）まで
　　　　　　9：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　月曜日（ただし6/12・19、7/17は開館）、7/18
会　　　場　奈良県立美術館
　　　　　　奈良市登大路町10-6
　　　　　　TEL.0742-23-3968
観　覧　料　一般400円、高大生250円、小中生150円

i n f o r m a t i o n

田嶋悦子《Records》2017年
撮影＝斎城卓

榊莫山「寒山拾得」1994年
三重県立美術館蔵
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特集展示
大阪町めぐり　安治川と天保山3

大阪の地は瀬戸内海の東端に位置し、
古代の難波津以来、港として栄えてき
た。江戸時代には、「天下の台所」と
言われるように全国的な流通の中心で
あった。しかし、港が淀川の河口にあ
るため、土砂が堆積しやすく、船舶の
通行に支障をきたすこともあった。そ
こで、安治川が開削されたり、安治川
河口の浚

しゅんせつ
渫が行われ、その土砂で天保

山ができた。 その後天保山は、観光名
所や異国船に対処するための台場、港
などさまざまに変遷した。
本展示では、江戸時代から明治時代にかけての安治川や天保山を
中心として大阪の港の移り変わりを館蔵資料で紹介する。

期　　　間　6月21日（水）～8月28日（月）
　　　　　　9：30～17：00
　　　　　　会期中の金曜日は20：00まで開館
　　　　　　（ただし6/23、6/30、7/7を除く）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日（ただし8/15は開館）
会　　　場　大阪歴史博物館 8階　特集展示室
　　　　　　（常設展示場内）
　　　　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　　　TEL.06-6946-5728
観　覧　料　一般600円、高大生400円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊大阪市内在住の65歳以上の方は無料（要証明）

特別展　ベルギー奇想の系譜展
ボスからマグリット、ヤン・ファーブルまで4

現在のベルギー・フランドル地
方とその周辺地域で中世末期か
ら発達してきた幻想絵画のカテ
ゴリー。ヒエロニムス・ボスが
描く悪魔や怪物のような異形の
ものたちは写実的で、「本物」
と感じさせる迫真性に満ちてい
た。こうした独特な表現の伝統
は時代が進んでもカプリッチョ
（奇想画）、象徴主義、シュルレ
アリスムの中にとどまり、今日
のアーティストたちにも脈々と受け継がれている。

本展では、ベルギーに生まれた奇想の表現を、15、16世紀のフ
ランドル絵画から現代のコンテンポラリー・アートまで国内外の
コレクションによって紹介する。ヒエロニムス・ボスやブリュー
ゲルに始まり、ジェームズ・アンソール、ルネ・マグリットらの
時代を経て、そして現代のヤン・ファーブルや若手の作家に至
る、およそ500年の「奇想」の系譜をたどる。

期　　　間　7月9日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00（金・土曜日は20：00まで）
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日
会　　　場　兵庫県立美術館
　　　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　　　TEL.078-262-0901
観　覧　料　一般1,500円、大学生1,100円、70歳以上750円
　　　　　　＊高校生以下無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方は半額（70歳以上除く）、

その介助者1名は無料

▶京都工芸繊維大学　創立記念日事業
　建築家・安藤忠雄講演会「生きる力」
日　時： 6月 9日（金）18：30～20：00
会　場：京都工芸繊維大学センターホール
所在地：京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
　　　　京都市営地下鉄烏丸線松ヶ崎駅下車徒歩 8分
　　　　叡山電鉄修学院駅下車徒歩10分
入　場：無料
定　員：750名（先着順、17時開場／整理券配布）
　　　　＊会場では安藤氏の著書の販売と
　　　　　購入者を対象としたサイン会を実施
主　催：京都工芸繊維大学
問合せ：京都工芸繊維大学総務課　075-724-7014

安藤忠雄氏プロフィール：
1941年大阪生まれ。独学で建築を学び、1969年に安藤忠雄建
築研究所を設立。代表作に「六甲の集合中宅」、「光の教会」、
「FABRICA（ベネトンアートスクール）」、「ピューリッツァー美
術館」、「地中美術館」、「表参道ヒルズ（同潤会青山アパート建
替計画）」、「プンタ・デラ・ドガーナ」など。「桃・柿育英会 東
日本大震災遺児育英資金」実行委員長。イェール、コロンビア、
ハーバード大学の客員教授歴任。97年より東京大学教授、03年
より名誉教授。著書に「建築を語る」「連戦連敗」「建築家 安藤
忠雄」など。

本欄掲載の 1～ 4の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（82円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

浪花百景
下安治川随見山

安政年間
大阪歴史博物館蔵

展示期間：6/21～7/24

ヒエロニムス・ボス工房
《トゥヌグダルスの幻視》

1490－1500年頃
ラサロ・ガルディアーノ財団蔵
ⒸFundación Lázaro Galdiano
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日本建築協会
月間の動き  平成29年 4月

理事会等
第 1 回常任理事会
4 月26日（水） 17：00～18：30
日本建築協会会議室
出席者　香西会長ほか 7 名
議　事（ 1 ） 役員（理事）の就任承諾回答

状況
　　　（ 2 ）評議員の就任承諾回答状況
　　　（ 3 ）100周年記念事業概算収支
　　　（ 4 ）青年技術者応募作品選考結果
　　　（ 5 ） 総会、理事会他タイムスケ

ジュール、講演会、会員交流
懇親会

　　　（ 6 ）｢片岡安｣ 賞のPR

編集委員会
第 1 回広告企画・編集合同委員会
4 月 7 日（金） 18：00～19：30
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 2 名
議　事（ 1 ） 5 月号特集 建築設備の伝統

と革新
　　　（ 2 ） 6 月号特集　第64回青年技

術者
　　　（ 3 ） 7 月号特集　100年前の建

築、100年後の建築（建築計
画の観点から）

　　　（ 4 ） 8 月号特集　観光立国を目指
した宿泊施設のあり方

　　　（ 5 ） 9 月号特集　100年前の建
築、100年後の建築（施工・
材料の観点から）

　　　（ 6 ） 10月号特集　広告編集委員会
の企画

　　　（ 7 ）広告依頼先検討
第 1 回インテリア・住宅系分科会
4 月28日（金） 19：20～20：25
日本建築協会会議室
出席者　黒栁幹事ほか 2 名
議　事（ 1 ）委員交代報告
　　　（ 2 ）2017年度特集の企画
第 1 回構造分科会
4 月 3 日（月） 18：20～20：10
日本建築協会会議室
出席者　伊藤幹事ほか 3 名
議　事（ 1 ）構造の頁の企画
　　　（ 2 ）2017年度特集の企画
第 1 回設備分科会
4 月 5 日（水） 18：05～18：55
日本建築協会会議室
出席者　橋本幹事ほか 7 名
議　事（ 1 ）委員交代報告
　　　（ 2 ）「設備の頁」の企画
　　　（ 3 ）2017年度特集の企画

第 1 回施工材料分科会
4 月20日（木） 17：05～18：15
日本建築協会会議室
出席者　東幹事ほか 5 名
議　事（ 1 ）2017年度特集の企画
第 1 回法令分科会
4 月19日（水） 10：00～12：00
日本建築協会会議室
出席者　磯林幹事ほか 5 名
議　事（ 1 ）法令コーナーの企画
　　　（ 2 ）2017年度特集号の企画
第 1 回作品作風小委員会
4 月27日（木） 19：00～20：20
日本建築協会会議室
出席者　池上委員ほか 6 名
議　事（ 1 ）作品の選定
　　　（ 2 ）作品の掲載状況、予定の報告
　　　（ 3 ）gallery掲載報告、予定

事業委員会
第 1 回情報見学小委員会
4 月13日（木） 18：00～19：00
日本建築協会会議室
出席者　中尾委員長ほか 7 名
議　事（ 1 ）本年度事業について
　　　（ 2 ）見学先の検討
　　　（ 3 ）100周年記念事業報告
第 1 回Ｕ-35小委員会
4 月17日（月） 19：30～
大林組
出席者　三谷リーダーほか14名
議　事（ 1 ）活動／予定
　　　（ 2 ）次回予定／その他

出版委員会
第 1 回出版委員会
4 月25日（火） 18：00～19：00
日本建築協会会議室
出席者　西委員長ほか 8 名
議　事（ 1 ）既刊書経過報告
　　　（ 2 ）制作進行中の書籍
　　　（ 3 ）今後の出版テーマ
　　　（ 4 ）出版記念講演会
　　　（ 5 ） 既刊書籍を用いた講習会の企画

教育委員会
大阪府住まい・まちづくり普及協議会
第 1 回全体会議
4 月21日（金） 10：30～12：00
大阪建築会館会議室
報告・議題
　　　（ 1 ）出前講座の実施
　　　（ 2 ）次年度の組織体制
　　　（ 3 ）次年度の事業計画
　　　（ 4 ）次回の日程

編集委員会（平成29年度）
■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　榮一
　杉本　　浩
　竹中　統一
　西　　博康
　松崎　公一
　松本　眞一
　吉村　英祐
　米井　　寛
■副委員長
○戸川　勝之
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　三宅　次郎
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　神戸　嘉也
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
△中辻　浩介
　東　　拓郎
　樋口　展寛
　松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　今井　充彦
　岩田　圭司
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　塚口　洋之
　ペリー史子
■構造分科会
△伊藤　栄治
　岡田　　健
　岸本　光平
　司馬　勢也
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
　橋本　宗明
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　木谷　晃之
　北野　勝也
　佐々木章二
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
△東　　　琢
　木谷　在憲
　桜井　和男
　髙橋　秀一
　藤丸　啓一
　山口　紀宏
　山﨑　順二
　吉田　正友
■法令分科会
　磯林　雅之
　黒川　正樹
　河野　　学
△小林　智成
　武田　知士
■作品作風小委員会
　東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　太田　栄治
▲加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　小山　　昭
　金築　　雄
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事

印　　刷　2 0 1 7 年 5 月 29 日
発　　行　2 0 1 7 年 6 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
デザイン　多田正治（多田正治アトリエ）
定　　価　1230円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます



東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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日本建築協会創立100周年記念誌　頒布のお知らせ
日本建築協会は、2017年3月30日に創立100周年を迎えました。
その記念すべき年にあたり、100周年記念事業の一環として、
3冊の記念誌を発刊いたしました。
それぞれの誌面では協会100年の歴史を振り返るのみならず、
本会が社会の中で果たしてきた役割を見つめ直すとともに、
かつて会誌に掲載された貴重な記録を再発見するほか、現在の
建築に携わる人々の想いなど、様々な視点から「建築と社会」を
取り上げております。
つきましてはこの度、記念誌を頒布することとなりましたので、
ぜひお手元に備えていただきたく存じます。

＜お申し込み方法＞
ご注文の書籍名（もしくは3冊セット）、お名前、ふりがな、ご住所（〒か
ら）、電話番号、メールアドレスをご記入の上、下記宛てにFAXまたはメー
ルでお申し込みください。ご記入いただいたご住所に請求書をお送りしま
すので、お振込をお願いします。ご入金確認後に冊子を発送いたします。
※価格はいずれも税込、送料別です。

お申込先　一般社団法人日本建築協会
FAX：06-6946-6984　Mail：soumu＠aaj.or.jp
◆3冊セットでご注文の場合は
　特別価格 ￥5,000 にてご提供いたします。

■日本建築協会100年史1917-2017 ――――――――――――――――――――― ￥2,000

6 第１部　日本建築協会100年の概要

1　「関西建築協会」設立前夜

20世紀を迎えるころ、すなわち明治30年代半ばから、大阪に
おいて洋風建築が急速に普及する。それに伴って、それまで両
手で数えられるほどであった建築家の数もにわかに増していく。
多くは帝国大学建築学科の出身であったが、年齢や職種を異に
して意思の疎通は円滑ではなかったようだ。1907年（明治40）
ごろ、片岡安が唱道して「オキナ会」という親睦団体が作られ
る。その名は大阪のオ、京都のキ、奈良のナをとったものであ
る。しかし、次々と増える若い世代は、「オキナ会は名前のとお
り、年寄りばかりだ」と敬遠しがちであり、自分たちだけの懇
親組織を持つこととなる。その動きは明確ではないが、1911年
ごろに「ボンボン」を自称して「建坊会」が結成され、その中
の、大正年間になってから大学を出た世代が1916年（大正 5）ご
ろに「大正会」をつくった。また1917年ごろには「建坊会」の
論客だけで「水曜会」を結成する。
1917年 1 月30日、建築学会通常総会が開かれる。そこでの会

長選挙で、それまで延べ17年間会長職にあった辰野金吾を落選
させようという工作が進められていた。佐野利器はじめ若い世
代が、建築界に権勢を振るう辰野を追い落とそうとしたのだ（結
果的には辰野が当選した）。この出来事は、関西の建築界には直接
の利害はなかった。しかし、東京にいる「中堅」たちが抱いて
いる強烈な変革の意志を知って、「明治建築界」の構造が変わろ
うとしていることを知らされることとなる。
『日本建築協会雑誌』の1919年 1 月号と 2月号に、「野人生」
という筆名の作者による「回想録」という文章が載っている。
中身はというと、関西建築協会（以後、協会とも表記）設立の経
緯を新入会員に教えるという設定の一種のノンフィクション・
ノベルである。1917年 2 月11日に「○○会」が建築学会に関西
支部を置くべしという提案をしようという会を開いたが、その
後、検討するうちに、関西建築協会設立へと転じたのだ、と説
明されている。「○○会」が建坊会であることはのちの回顧談な
どから明らかである。
建坊会が建築学会支部建議を議論した際の出席者は波江悌

夫、大林賢四郎、池田實らであった。つまり、片岡安はここに
は関与していない。しかし、実は片岡はこれに近い提言を同時
並行的におこなおうとしていたのである。1917年初頭、片岡安
は「同窓建築技術家に告ぐ」という小冊子を建築関係者に頒布
する。

その趣旨は、都市問題が惹
起し、オフィスビルという新
しい建築型の成立を見、鉄筋
コンクリート構造が一般化す
る―という時代の転換点に
あって、建築家は「相連盟し
て」「その意思を交換」する
ための「建築協会を組織」せ
よ、というのである。
片岡が新たな職能団体を組
織しようとし、「建坊会」が建
築学会の関西支部を立ち上げ
ようとしたのは、それまで建築界の意思を束ね、導いてきた建
築学会がその性格を曖昧にしてきたからである。学術団体とし
ての活動が中心になるにつれて、実務面への関与は減少し、社
会へのスタンスも時代に即応しなくなっていたのだ。
一方、自営建築家を糾合して日本建築士会が1914年に発足し
ていた。片岡もその理事を務めていたが、同会においては建築
家の職能の確立がその目的のほとんどすべてであって、建設業
者や建材メーカーの社員は排除されていた。それに日本建築士
会の中心人物たちは都市問題にはほとんど関心を持っていなか
った。かくして、片岡は社会的発言をする拠点をもう一つ別個
に作らなければならないと思い定めた。そのとき彼の念頭にあ
ったのは単純な職能別の団体ではなくて、商工会議所のような
企業家団体ではなかったかと思われる。当初、会頭に後藤新平
を据えようとしていたことが示すように、行政への働きかけを
はっきり主眼においているからである。

2　日本建築協会の誕生

危機感がつのる中、「建坊会」が建築学会関西支部を構想した
のは、片岡にとって願ってもない好機であった。彼は、若手を
呼び集めて、関西の建築家全体を糾合して大きな団体にまとめ
るべきだと叱咤する。直ちに片岡と、彼の所員で若手の代表格
だった波江悌夫との連名で、関西在住の建築家52名に呼びかけ
る。その際の趣旨は「関西の建築家の団結を謀り相互の意思を
疎通して建築界の向上発展を期する」というものであった。1917
年（大正 6） 2 月27日、39名を一堂に集め、5人の委員を選出し
て団体の創立案の作成を委嘱することの合意をとりつけた。こ
の創立委員（池田実・片岡安・武田五一・波江悌夫・設楽貞雄）は、3
月17日に会則案を得たが、それは親睦団体の性格を主にしてい
て、名前も「関西建築倶楽部」とするものであった。これに対
し、若手の「水曜会」から「建築クラブでは物足らぬ」という
意見がでて、 3月30日の創立総会の場で「関西建築協会」とい
う名前になり、会の目的も「我が国建築界の堅実なる発展を期

第 1章

日本建築協会の発足と当初の活動

石田潤一郎

図 1　片岡安
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■モダンエイジの建築 『建築と社会』を再読する ―――――――――――――――― ￥3,000

23官庁・公共建築・学校

官
庁・公
共
建
築・学
校

泉
せん
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観
かん
は、1871年（明治4）に創業した造

幣局（創業時は造幣寮と呼ばれたが本論では
造幣局に統一）の応接所として建てられた。
いまも当時の場所に現存し、関西に残る近代
建築としては最古のものである。また、造幣
局創業当時の建築としては、他に金銀貨幣鋳
造場（以下、鋳造場）の正面玄関が、泉布観
敷地内に移築され、1935年（昭和10）に竣工
した明治天皇記念館の正面玄関として残って
いる。ふたつの造幣局創業当時の建築につい
て、ここでは各時代の『建築と社会』での記
事に触れながら紹介する。

■「郷土建築」として紹介
明治政府樹立後間もなく、経済の根幹をな
す貨幣を製造する造幣局が大阪に設置され
ることが決まった。1869年（明治2）に東京
奠都が行われる以前から、造幣局の工事は開
始された。敷地は物資の輸送の面で有利な、
大川に面した旧幕府御破損奉行役所材木置場
跡の天満川崎の地が選ばれた。設計はアイル
ランド出身の技師ウォートルスがあたり、文
明開化を象徴する洋風の大工場群が設計され
た。工事は請負頭清水磯吉のもとに進められ
たが、途中不祥事があったため営繕司直営で
行われた。1870年には、後に泉布観と呼ばれ
る応接所を含む大半の建物が完成し操業を始
めたが、創業式を迎えたのは1871年のことで
ある。翌1872年、明治天皇が行幸し応接所
に滞在した。その折に、貨幣の館を意味する
「泉布観」と命名した。泉布観を含む造幣局
の姿は、文明開化の象徴として多くの錦絵や
絵葉書の題材とされ、大阪の観光名所となっ
た。ことに、1883年に始まる造幣局の「通り
抜け」の桜は、現在も続く大阪の春の風物詩
となっている。
ところで、『建築と社会』の前身『関西建
築協会雑誌』の創刊は1917年（大正6）であ

るから、造幣局の竣工記事は掲載されていな
い。しかし、『建築と社会』では数度にわたっ
て造幣局創業当時の建築群を紹介してきた。
最初に大きく取り上げたのは、1932年（昭和
7）8月（第15輯第8号）の「郷土建築」特集号
における中村角之助「造幣局に就いて」であ
る。ここでは、造幣局創業当時の図面を学生
に透写させた貴重な図版の数々が紹介された。
ところで「郷土建築」とは、当時国宝とし

て保護された寺社建築以外の、江戸時代の町
家や農家、明治初年の洋風建築物などを指
す。当時、日本建築協会の編集常務評議員を
務めていた建築家・本間乙彦は「郷土建築」
に注目した中心人物で、1929年以降の『建築
と社会』では「郷土建築」特集が毎年1回程
度のペースで組まれた（なお、『建築と社会』
1928年3月号の本間乙彦「我等が父祖の建築
文化記念物を保存せよ」が「郷土建築」の初
出で、すでにその概念を提唱している）。「郷
土建築」の特集が組まれた背景には、当時の
都市計画に伴う幹線道路の拡幅やビルディン
グの建設などによって、江戸時代の町家や明
治初年の洋風建築が次々に建て替えられてい
たことがある。
造幣局もまた、1923年（大正12）に起こっ

た関東大震災以降、耐震化と規模拡張が検討
される中で、旧鋳造場などの改築が決まった。
しかし、元造幣局員・小澤扶公らが、明治天
皇が大阪で最初に訪れた聖跡であり、文明開
化を象徴する建物であることから保存を提唱
した。結果、もっとも象徴的な正面玄関が残
されることが決まった。正面玄関は「廃墟の
ごとくなった跡に取毀されずあたかもギリシ
ャのアクロポリスの如く」（『大大阪』1927年
6月号）残されていたが、泉布観の敷地内に
移設が決まり、新築される明治天皇記念館の
正面玄関として採用されることとなった。
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所在地／大阪市北区天満橋1‒1‒1
【泉布観】
設　計／T. J. ウォートルス
施　工／直営
竣　工／1871年（明治4）
構　造／煉瓦造
規　模／地上2階・一部地下1階
種　別／官公庁
【明治天皇記念館】

設　計／大阪市（正面玄関：T. J. ウォートルス）
施　工／池田榮三郎
竣　工／1935年（昭和10）
構　造／鉄骨鉄筋コンクリート造
規　模／地上2階・一部中2階、地下1階
種　別／官公庁 ①泉布観・旧桜宮公会堂（2011年撮影）

2009年～2016年にわたって会誌『建築と社会』に掲載された連載「再読　関
西近代建築」をまとめたものです。会誌に収められた貴重な建築記録や論考を
取り上げ、解説しています。
＜目次＞（全352頁）
はじめに　史料研究会一同
第 1部 『建築と社会』の100年　山形政昭
第 2部 建築作品編
 1　官庁・公共建築・学校（泉布観・大阪城天守閣ほか全13件）
 2　業務ビル（旧住友ビルディング・御堂ビルほか全22件）
 3　会館・劇場・博物館（綿業会館・自泉会館ほか全15件）
 4　ホテル・病院・駅舎・百貨店（宝塚ホテル・新大阪駅ほか全16件）
 5　住宅・住宅地（千里山住宅地・住宅改造博覧会ほか全 6件）
第 3部 論考・記事編（全10件）
第 4部 掲載記事一覧
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関西の建築界／群像69

薬涯Z謹 ─YONEI  YUTAKA─

「建築を通して社会に貢献する」
　最終回を迎える今回の群像は、『建築と社会』の編集委員長である米井 

寛氏に話を伺った。

組織を超えた活動のプラットフォームとして
　「建築協会とのきっかけは、会社に入社して 2年目にほとんど強制
的に入会させられたのです（笑）。でもせっかくだから何か面白いこと
をやりたいと考えて、当時事業委員会の中にあった『若い会員の集い小
委員会』で活動を始めました。有名な建築家を招いて講演会を企画した
り、「30’s eye」という30代の駆け出しの建築家やアーティストを招いて、
20人ぐらいが集るサロン講演会を開いたりして、その時の話を 1冊の本
（＊1）にまとめました。そのような活動の経験から、組織を超えた横の
つながりって面白いなと感じたのです。」
　「建築協会は会社を超えた、大学や各専門技術者など層の厚い輪が集
まっている。何のこだわりもなくニュートラルに集まることができる場
は、東京に比べるとコンパクトなスケールの関西ならではかもしれない。
これからも組織を超えたプラットフォームにしたい。」と語る。

編集という作業の意義
　「『建築と社会』の紙媒体から電子媒体へのスイッチを押すのは誰

だ？」実は米井氏が編集委員長に就任した当時もそのような問題に直面

していた。しかし、タイムリーな情報は電子媒体からでもよいが、ある

意図をもとにして企画し、編集して紙に残す、という知的作業は止めら

れないと語る。

　たとえば2014年11月号『でっかいものはすごいぞ』という企画では、

構造の人が集まって様々な巨大なものを構造的切り口からまとめられた。

単に構造の技術や知識を伝えるだけでなく、あるテーマを切り口にした

企画によって生まれる世界は、編集の力の醍醐味である。（この企画は今

年度の「建築と社会賞」を受賞した。）

建築を通して社会に貢献するということ
　米井氏が編集委員長に就任した2011年は3・11が起こり、安心・安全

といった「建築が社会に対して発信する使命」を感じていた。

　阪神大震災の時に「あんな風に一瞬にして街が壊れてしまうと無力感

に襲われますよね。そのような時に技術や制度、コミュニティが大切で

あり、関西の建築家はそれを一度学習した。」そして、阪神大震災を経験

した関西からの発信として「3.11 関西からのメッセージ」という企画で

連載（2011. 9月号～2012. 3月号）した。奇しくも創刊号の大正 6年の

『関西建築協会雑誌』（『建築と社会』の前身）の目次を紐解くと、災害

防備之急要・・・都市大火の危険・・といったテーマが目に飛び込んでく

る。関東大震災は大正12年なのでその 6年後である。米井氏は3・11の

翌年に2012年 8月号で「巨大地震に備える」「想定外を繰り返さない」と

いった特集を組んでいる。『建築と社会』は、まさにその時代の社会に対

して建築を通して貢献しようとする姿勢は変わらない。

　「約100年前の建築協会誌の創刊時に「建築と社会」と名付けた当時の

人の心情を想像すると、関東のアカデミズムをベースとする建築運動に

対して、関西にはいわばポピュリズム的な思想で建築を社会に貢献する

ものとしてとらえたいという気概があって、それを“社会”というタイ

トルに込めたのではないのだろうか？」

　米井氏の言葉からは、ジャンルを超えて輪を広げながら市民のための

「建築と社会」を追求する飽くなき挑戦がうかがえた。

 （2015年 6月号掲載）

経歴（学歴・職歴）
1984年　大阪大学大学院工学研究科建築工学専攻修士課程修了
1984年　株式会社東畑建築事務所入社
2011年　日本建築協会　編集委員長
現在　　 株式会社東畑建築事務所　常務取締役　本社オフィス代表

主な作品
2008年　武庫川女子大学総合薬学教育研究棟
2010年　武田薬品研修所
2011年　広島法務総合庁舎
2011年　西予市庁舎（第12回建築と社会賞）　他

主な著書
建築する人たち ―アーキテクト・アーティストの素顔（＊ 1）

日本建築協会にて

聞き手　　中川　卓（日建設計）
　　　　　野口　伸（竹中工務店）
写真撮影　河合止揚

2009年より70回にわたり『建築と社会』に掲載された、建築に携わる方々へ
のインタビュー記事をまとめたものです。（追録あり）
＜目次＞（全164頁）
■関西の建築界/群像　本多友常
■“群像”全70組
■「大阪」フォトギャラリー　撮影：河合止揚
■公開討論会　1987年と2017年の「関西」
倉方俊輔、本多友常、岡村吉展、奧　貴人、清原健史、河合止揚、
駒井陽次、杉山美納、藤原芳寿、三谷勝章、三矢大祐、吉永規夫

■委員プロフィール


